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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　それは突とつ然ぜんだった。

　たった今まで僕ぼくの目の前にあった茶色の大地。

　αアルフアタイプの惑わく星せい地表を模して作られた訓練フィールドの光景だけでなく、その光景にプロジェクション表示されていた位置データや射しや撃げき管制データごと、モニターの映像すべてが消しよう滅めつしてしまったのだ。

　システムダウンか！

　僕は自分の装そう甲こう機動座の緊きん急きゆうサブパックを起動させようとして、メインシステムがまだ生きていることに気がついた。

　これは……ただのシステムダウンじゃない。

　マニュアルモードに切きり替かえて、前面装甲板のスリットを開ける。

　灰色の板となったモニターが上がるのと同時に、ほこりっぽい外気が流れ込んできた。

　ターレットを回して左右を確認すると、僕の右に位置しているはずのケルプの機動服がいないのに気がついた。そして、さらにターレットを回すと、後方の土ど手ての手前でケルプの機動服が、ひっくりかえったまま、じたばたしているのが見えた。

「おい！　ケルプ！　何やってんだ！」

　僕ぼくは分隊通信用のインカムに向かって怒ど鳴なったが、インカムから返ってきたのは、ひどい雑音だけだった。

　通信機能もダメか！

　でも、こんなことってあるだろうか？

　外部管制との通信リンクが切られることはある。

　まっさきに母船がやられた場合なんかを想定した訓練ならば当然だ。

　しかし、そんなときのために装そう甲こう機動服には自律型ナビゲーションを搭とう載さいしてあるし、他の分隊員との位置情報を有機的にリンクして行動判断する機能だって搭載されている。

　それぞれのシステムには四重のバックアップ回線が施ほどこされているんだから、単純に計算したって十六の逃にげ道みち。実際には複数の回路が生き残る可能性の方が高いのだから順列組み合わせをしたら百を超こえるバックアップがあるはずなんだ。

　その、すべてが同時にダウンする可能性は、限りなくゼロに近い。

「ってことはだ……」

　思わず独ひとり言ごとをつぶやいたとき。

『マイド様の機動服に対して、なんらかの工作が行われたと考えてよろしいでしょう』

　耳元のインカムから、やおらかな年配の男性の声がした。

「ヴァル！　状じよう況きようはわかるか？」

『マイド様の分隊の機動服すべてに同様の工作が行われたようでございます。現在、皆みなさまは、機動を停止し、システムの点検と、装甲板を開けて直視による状況判断を行っていらっしゃいます』

「こいつは動くのか？」

『機動に関してはなんら問題ありません。火器管制能力も使用可能です』

「この状況を審しん判ぱんは把は握あくしているのか？」

『いいえ、採点コンピューターのモニターセンサーは、我々の機動服に対しすべて問題なしとの判定を下しております。電子人格のハルクもそのへんはわかっておりませんな。まあ彼にそれを期待しても無む駄だでしょう』

　そうか……採点官を抱き込むだけでなく、電子人格にも工作したのか。

　心の中にふつふつと怒いかりがたぎってくるのを感じた。

　僕の名前は、マイド・Ｂ・ガーナッシュ。見ためは……頭の上にある何も映っていないモニタースクリーン、そこに反射している自分の顔を見るかぎり普ふ通つうだと思う。おさまりの悪い黒い髪かみは父から、茶色がかった瞳ひとみは母からもらったものだ。

　性格は……友人から『お前はイイ性格をしている』とよく言われる。『性格がいいね』と言われたことはない。

　こう見えてもガーナッシュ男だん爵しやく家けの当主、れっきとした貴族の一員だ。

　もっとも、貴族だからといって、遊んで暮らしているわけじゃない。

　そりゃあ中にはめいっぱい遊んで暮らしている貴族もいる。

　今、僕ぼくたちと対戦しているこの門もん閥ばつ貴族のドラ息むす子こたちなんかがその代表選手だろう。

　皇こう帝ていの姻いん族ぞくやら血族やらで、皇位継けい承しよう権けんすら持っている「マルス家」「マイア家」そして「ディア家」の帝てい国こく御ご三さん家けの一族たち。

　自分たちが持っている金と権力さえあれば、世の中なんてどうにでも思い通りになると本気で考えている大バカやろうども。

　こいつらにとって、この帝国士官学校の最大イベントである機動分隊の模も擬ぎ戦せん闘とうトーナメントに優勝することは、約束されたも同然のことだったのだろう。

　特別にチューンされた機動服と、事前にもらされた試験内容。このふたつさえあればどんな状じよう況きようでも優位に立てる。そして、それでもかないそうにない相手には、ありとあらゆる裏ワザをしかけて勝ち進んできたのだ。

　その裏ワザとは……金をちらつかせる。裏切りを持ちかける。機動服に細工する。親類縁えん者じやに危害を加えると脅きよう迫はくする。その他いろいろ……。

　やつらがそういった裏ワザを使うというウワサは前からあったが、それはウワサでもなんでもなかった。

　その証しよう拠こに、僕たちは実際に、そのすべての裏ワザを経験したからだ。

　僕たちはその裏ワザをすべてはねかえした。

　やつらにとって、金でも権力でもどうにもならないものがこの世に存在するということは理解できなかったらしい。

　すべての裏ワザが通用しないと知った今、やつらは、ついに、なりふりかまわぬ工作をしかけてきた。

　僕たちの機動服はマザーとリンクする回路と分隊通信にジャミングをしかけられ、分隊員どうしが完全に孤こ立りつしてしまったのだ。孤立したユニットなら、簡単に各個撃げき破はできると踏ふんだのだろう。

　そのとき、無地になってしまったモニターになにやら文字が走るのが見えた。

　それは火器照準用のレーザーポインターによるデータ転送だった。

　そうか！　低出力レーザーで信号を送れば相そう互ご通信は可能だ！　文字通信しかできないが、まったくコミュニケーションできないよりはマシだ！

　僕は文字を読んだ。

「ブンタイインゼンイン、システムダウン、ジョウキョウフメイ、シジヲコウ。ジイヤナラナントカシテクレルダロ　ケルプ」

　じいや……ってのはさっきから僕と会話しているヴァルゲインの仲間内での呼び名だ。

　ヴァルゲインは人間じゃない。コンピューター上で動いている電子人格の一人で、テクノサーバントとして僕の家に代々仕えている。

　テクノサーバントとは字のとおり電子化された侍じ従じゆうのことで、これを引き連れていることが貴族の証明みたいなところがある。

　テクノサーバントは家事全ぜん般ぱんだけでなく、各種の情報処理、債さい権けんの処理から資産運用までまかされているものが多く、彼らがいなくては貴族のほとんどは生活能力皆かい無むだろう。

　本来ならばテクノサーバントとは、バイオノイドやテクノドールにインストールされているものの総そう称しようなのだ。でも、僕ぼくのテクノサーバントであるヴァルゲインは汎はん用よう端たん末まつにインストールされている。その理由は……経済的理由というやつだ。

　しかし、見ためは情けなくとも、僕より数十倍長生きしているヴァルに蓄ちく積せきされた情報量と能力は、その辺に転がってる新参者のテクノサーバントの比じゃない。

　気がつくと、画面には別の文字がならんでいた。

「ナニガナニヤラワケワカラン、ナントカシテクレ　アレフ」

　西せい域いき出身の仲間、アレフからの通信だった。

　文章で送るなら西域弁を使わなくてもいいのに、妙みように西域弁にこだわるヤツだよな……。

　笑おうとしたそのとき、警報が鳴った。

　反射的に正面装そう甲こう板ばんを上げるのと、ほぼ同時に僕たちの周まわりの土砂が一気に噴ふき上がった。

　装甲服の前面に榴りゆう弾だんの破片が当たる鋭するどい音が響ひびく。

　やつら、いきなり曲きよく射しや砲ほうを撃うってきやがった！

　危ないところだった。直ちよく視し孔こうを開けていたら軽くても負傷。下へ手たをすれば死ぬところだった。

　そう考えたときに気がついた。

　仲間たちも装甲板を開けて点検していたはずだ！

「ヴァル！」

『御安心下さい、先程より皆みな様さまのメディカルデータをモニターしております。皆様は無事でございます』

　みんな……さすがだな。

　機動服の中で大きく息をついたそのとき、僕のモニターが急に回復した。

　輝かがやきだしたモニターに映ったのは、胸全体にびっしりと勲くん章しようがぶら下がった軍服を着き込こんだ壮そう年ねんの将軍。そう、帝てい国こく軍ぐん軍人で知らぬ者はない帝国宇宙軍参さん謀ぼう長ちよう、オーガスタ・マルス閣下その人だった。

　マルス閣下は見下したように言った。

「降こう伏ふくせい」

　最初、僕は将軍が何を言っているのかわからなかった。

「お主ぬしらはよくやった。たかが貧びん乏ぼう貴族と平民の分際で、よくここまで来れたものだ。誉ほめてやる。が、しかし、ここで勝つのはお前らではない。降伏しろ、そうすれば褒ほう美びをとらせてやるぞ」

　僕はすべてを理解した。

　この工作の後ろに誰だれがいて、どれほどの規模で行われたのか。

　そうか、あんたはそんなにあのバカ息むす子こが可か愛わいいのか。

　心の底から沸わき上がる怒いかりをおさえつけて僕ぼくは笑ってみせた。

「もったいないお言葉。いたみいります」

　マルス閣下は鼻で笑った。

「我らと戦えたのだ、誇ほこりに思え」

　僕は、静かに続けた。

「ですが、褒ほう美びは、勝ってからいただくものと相場が決まっております」

　マルス閣下の顔が赤黒く変わった。

「小こ僧ぞう！」

「帝てい国こくの軍人として一発のビームも撃うたぬまま降こう伏ふくしたとあっては、子々孫々まで伝えられる恥はじとなりますゆえ」

　マルス閣下は一いつ瞬しゆん詰つまった。

「ふ……ふん、聞いたふうな口を利ききおって。後こう悔かいするな」

　通信は一方的に切れ、モニターは再び眠ねむりについた。

「つまり、機動服のモニターは相手のコントロール下にあるってことか」

『さようですな、このようなモニターに映るモノを信じるわけにはいきません。これよりわたくしのデータとリンクいたします』

　いきなりモニターが生き返った。

　そこには演習フィールドを真上から見た映像が映っていた。

　見慣れた対地レーダースキャン映像よりはるかに解像度がいい。

「これは？」

『衛星軌き道どうからの映像です。地表観測衛星コントロール担当の電子人格と話をつけまして。回線をリンクしました』

　テクノサーバントのネットワークでかわされている「話」とはどんなものか、聞く時間はなかった。

『敵は三方からＲ２フォーメーションで迫せまっております。このままでは各個撃げき破はされてしまいます』

「仲間たちと連れん絡らくは取れるか？」

『文字通信ですので伝達スピードが限られます、機動運用は不可能かと』

　そうか、まわりの状じよう況きようがわかるのは、ヴァルがいる僕だけなんだ。

　でも、機動服は死んでるわけじゃない。火器は使えるし、そこそこ防ぼう御ぎよ力りよくだってあるんだ。

　動けないならば動けないなりの戦い方をすればいい。

　やはり待ち伏せバツク攻撃フロントをやるしかないな。

　僕がレーザー発はつ振しん機きで作戦要領を伝えると、仲間たちは、相そう互ご支し援えん可能な位置で砲ほう台だいと化すために動きだした。

　そして、仲間たちが定位置についたのを見てから機動服の両脚にあるホバーのスイッチを入れた。

　両脚から吹ふき出す熱ジェットにより巻き上げられた砂すなが、ものすごい土煙つちけむりをまきおこす。

『マイド様！　敵から視認されてしまいます！』

「いいんだ、僕ぼくがオトリになって仲間たちの火線上に敵をおびき出すんだ。全体の状じよう況きようがわかるのは僕だけなんだからな！」

　背中のラムジェットパックを作動させるのと同時に僕の機動座は、背中を蹴け飛とばされたような勢いですべりだした。

　敵の撃うち出した榴りゆう弾だんが、さっきまで僕が立っていた場所に連続して着ちやく弾だんする。

　やつらは赤外線モニターに切きり替かえたな……よし！

　僕は、機動座のショルダーアタッチメントに赤外線デコイを搭とう載さいしてあった。

　標準装備の曲きよく射しや砲ほうを取りはずしてまでデコイを搭載することについて、疑わしげに見る仲間もいたが、模も擬ぎ戦せんのフィールドがαアルフアタイプであることを知らされたとき、この戦いは砂煙の中での戦いになるだろうと想像していたからだ。

　そのデコイを四つ全部射出すると、一いつ瞬しゆん、敵が混乱したのがわかった。

　赤外線モニターの中では、突とつ然ぜん敵が増えたように見えるに違ちがいない。

「ヴァル！　デコイのコントロールはまかせる」

『おまかせ下さい』

　砂煙の中で混乱している左さ翼よくの敵が、僕に背面を向けた。

　今だ！

　すかさずレールガンを撃うち込む！

　模擬弾だん頭とうが敵の機動服の背面パックに命中して砕くだけ散るのが見えた。

　弾頭が本物だったら機動服を貫かん通つうしているだろう。

「まずひとつ！」

　そう叫さけんで方向を変えようとしたとき、その、倒たおしたはずの敵が、くるりと振ふり向いてビームライフルをかまえたのが見えた。

　そいつは、レールガンで撃たれたことなどおかまいなしに、ビームライフルを撃ってきた。

　パルスが僕の機動服の左ひだり脚あしに当たると同時に、いきなり左脚のシステムがダウンする。

「あいつは倒したはずだ！」

　その疑問にはヴァルが答えてくれた。

『ダメージ判定プログラムが改変されております。ただ今いまのヒットは装そう甲こうを貫通せずと認定されました』

　モニターには平気な顔をして動いている敵の姿があった。

「ふざけるな！　あの距きよ離りで背中にレールガンの直ちよく撃げきを受けて『貫通せず』だとぉ！」

　ヴァルの報告は続いた。

『さらに、先ほどの撃ち込まれた曲射砲の破片により、こちらの分隊は全員行動不能であるとの判定が出されました』

　ヴァルの言葉が終わらないうちに僕の機動服は突とつ然ぜん行動を停止し、その場に座り込んでしまった。

　モニターには、僕ぼくの右側で、同じように停止しているケルプの機動服に、敵が近づくのが映っていた。

　勝ち誇ほこったようにゆっくり近づいてくるそいつは、腕うでに白兵戦用のパイルバンカーを装着していた。

「脱だつ出しゆつしろ！　ケルプ！」

　思わず叫さけんでいた。

　敵は二体でケルプの機動服を取り囲むと、いきなりパイルバンカーのスパイクを右みぎ肩かたに叩たたき込んだ。

　付け根からちぎれて転がった右腕の断面からは、内装の緩かん衝しよう剤ざいが見えた。

　一歩間ま違ちがえば内臓が破は裂れつするぐらいの衝しよう撃げきだったはずだ。

　そして、もう一台が同じ様に左肩へ一発！

　そいつは、足元に転がった機動服の左腕を持ち上げて中を見たあと、その腕を投げ棄すてた。

　それは、中に人間の腕が入っていることを期待している動作だった。

　僕は緊きん急きゆう通信回路を起動した。

　さすがにこの回路だけはやつらも妨ぼう害がいしていなかったらしい。

「どうしたね？　マイド候補生、みだりに緊急回路を作動させることは禁止されているぞ」

　モニターに採点官の姿が映った。

「モニタリングの再点検を要よう請せいします！　我々の機動服の……」

　そこまで言ったとき、採点官と誰だれかが入れ替かわった。

　マルス閣下だった。

「いやしくも帝てい国こく軍人、それも帝国貴族たるものが、おのれの不手際を機械のせいにするとは情けない限りだな。戦えないのなら、さっさと降こう伏ふくするがいい。機動服の緊急脱出装置は動くのだろう？　機動服を脱ぬいで降伏すればよいではないか」

　マルス閣下は僕を野の良ら犬いぬのような目で見た。

「まったく、下層貴族は、いさぎよさという言葉を知らんのか。いさぎよくあきらめるのも貴族の誇りだというのに……」

　緊急回路を切った。

　モニターは、僕の目の前の光景に切り替わった。

　そこに映っていたのは、敵が、にやにや笑いながらパイルバンカーのスパイクをケルプの機動服の前面装そう甲こう板ばんの隙すき間まにねじこむところだった。

　あの隙間の奥おくには……コックピットがある。

　機動服の中の人間の顔なんてわからないが、僕には想像がついた。

　あいつらは……絶対に笑っているに違ちがいない！

　怒いかりと絶望で目の前が暗くなった。

　僕は叫んだ。

「誰だれでもいい！　頼たのむ！　あいつらをなんとかしてくれ！」

　僕ぼくのインカムの中で、ヴァルが静かな声で答えた。

『そのお言葉をお待ちしておりました』

　ヴァルの言葉とともに、ケルプの機動服の前に立っていた敵の機動服の動作が止まった。

　一体めは、二～三歩ぎくしゃくとあとずさりして、突とつ然ぜん片足で立った。

「どうしたんだ？　あれは！」

『感覚フィードバック回路に侵しん入にゆういたしました』

「なんだって？」

　僕は驚おどろいた。

　ヴァルの能力は、確かに並じゃない、しかし、帝国士官学校の機動服をコントロールするシステムは、常にリアルタイムでモニターされているはずだ。そんなシステムに侵入することが可能なんだろうか？

　そして、僕は気がついた。

　そうか、できるんだ。なぜなら、それと同じことをやつらもやったんだから。

　それと同時に、ヴァルほどの腕うでを持ったテクノサーバントなら、やつらがやってのけた以上のことをやってのけるだろうと確信した。

　ヴァルが侵入した感覚フィードバック回路とは、機動服の指先や、表皮のセンサーのデータを感覚として操縦者の身体からだにそのまま伝える装置だった。

　この回路のおかげで機動服は指先でタマゴやプリンをつかむことだってできるし、せまい壁かべの間などをすり抜ぬけることもできる。

『痛覚だけを数百倍に増ぞう幅ふくしました。さながら針の山に立っている気分でございましょう』

　ヴァルが、おもしろそうに答えた。

　その機動服は、焼けた鉄板の上を歩くかのように片足でぴょんぴょん飛び跳はねはじめた。

『なにやらＢＧＭでも流したい姿ですな』

　見た目にはユーモラスだが。中に入っている人間には笑いごとじゃないだろう。

　そのうちにそいつの動きがおかしくなった。

　無理な動きに機動服のバランスサーボがついていけなくなったのだろう。

　そいつは地面にばったりと倒たおれた。

　機動服は、一いつ瞬しゆんびくん！　と大きく跳ねて、そのまま動かなくなった。

　機動服の中から悲鳴が聞こえたような気がした。

　……針の山で転んだんだものな。

　そして、ケルプの左手にパイルバンカーを打ち込んだもう一体は、地面の上をのたうちまわっていた。

「あいつは……？」

『同じく感覚フィードバック回路に侵入いたしました。全身の、かゆみを増幅しております』

　全身がかゆいってどんな感覚なんだろう。

　それは想像を超こえていた。

　やがて、二体の機動服の背中が大きく開いて、コクーンと呼ばれる非常脱だつ出しゆつポッドが飛び出した。

『残りの連中も同じ方法では芸がありませんねえ』

　ヴァルがおもしろそうに言うのと同時に相手の機動服が次々に停止した。

『これは、保温機能を昂こう進しんさせました。蒸し焼きになるでしょう』

『これは、味覚の感覚回路に侵入しました。酸すっぱくてたまらないはずです』

『これは、排はい泄せつ物ぶつ処理装置を逆転させました。なんとも表現のできない感かん触しよくでございましょう』

　敵のチーム員を乗せたコクーンが、次から次へと機動服から飛び出してきた。

　僕ぼくは少し不安になった。

「ヴァル……ちょっとやりすぎじゃないのか？　やつらが機動服の誤作動を申告したら、どうなる？」

『いいえ、いかに訓練の場とはいえ、故意に相手を殺害する行こう為いは決して免責されるべきものではありません。かれらに対する罰ばつとしては、まだまだ甘あまいと思います。それと誤作動に関しては、損害判定のプログラムがブロックされておりましたのでそれとリンクしました。彼らの機動服は最高の状態のままでモニターされております。こちらの機動服への妨ぼう害がいが解除されない限り、このままです。もっとも脱出してしまった機動服をいくら調べてもなんの痕こん跡せきも残らぬようにしてありますので、いくら調査してもむだなことです』

　やがて、敵の機動服の中でまともに動いているのは敵のリーダーであるアリクレスト・マルス候補生の機動服ただ一台だけになっていた。

　そいつは一回も前線に出てこないで、後方でじっとしているだけだった。

『ああいった男には、仲間の味わった苦痛すべてを味わっていただきましょうか？』

「いや、いい。機動服を作動させないようにしてくれるだけでいい」

　ヴァルが、ちょっと意外そうな声で聞いた。

『よろしいのでございますか？』

「ああ、これであいつらと僕たちは互ご角かくだ、決着は僕たちでつける！」

　僕は判定官に『徒歩戦せん闘とう』を申告した。

　判定官にそれが受けつけられたのを確認すると、僕は小しよう銃じゆうと歩兵装備を身につけて、停止した機動服を脱ぬいだ。

　僕の姿を見た仲間たちも同様に停止した機動服から出てきた。

「マイド分隊長！　大だい丈じよう夫ぶでっか」

　最初に僕に声をかけてきたのはアレフだった。

　アレフの後ろには、高重力惑わく星せいの出身だったラインアートのずんぐりとした姿や、手先が器用でコンピューターハッキングを得意技わざにしている小こ柄がらなワンタの姿も見えた。

　敵は、まだ脱出用のコクーンの中から出てきていないようだった。

「あいつらの相手はあとだ、まずケルプを助けよう！　ラインアート、たのむ」

　無口なラインアートは、にっと笑うと、いつも背負っている個人装備のビームアックスをケースから抜ぬいて、両りよう腕うでをもがれて座り込んでいるケルプの機動服に近づいた。

　機動服用のビームアックスをちょっと軽量化しただけのそいつを、軽々と振ふり上げると、ケルプの機動服の背面パネルと前面装そう甲こう板ばんのすきまに振り下ろした。

　打だ撃げき音おんとジジッという金属が融ゆう解かいする音がいりまじった音が響ひびくのと同時に、付近に複合材が焦こげる臭においがたちこめた。

　三回目の打撃のあと、一呼吸おいてケルプの機動服の背面パネルが開いた。そしてラインアートの四回目の打撃は、ケルプ本人の頭上三センチほどで、かろうじて止まった。

「ケルプ！　大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　機動服から這はい出してきたケルプは、冷ひやや汗あせをぬぐって言った。

「マジックショーで箱に入って串くし刺ざしにされたり、ギロチンにかけられる女の子の気持ちがよくわかった。ショーのギャラはマジシャンじゃなくて女の子の方に多く払はらうべきだな」

　いつものケルプの口調だった。

「それだけのへらず口が叩たたければ大丈夫ってわけだな」

　ケルプは、おさまりの悪い赤毛の癖くせっ毛けをかいて、にやっと笑った。

　それはどうみてもイタズラ小こ僧ぞうがそのまま大きくなったような笑い方だった。

　僕ぼくは分隊の仲間を振り返って言った。

「これで条件は同じになった。こんどは僕たちがやつらを各個撃げき破はする番だ！」

　仲間たちは歓かん声せいを上げた。

　僕たちは、コクーンに閉じこもった敵に状じよう況きようを説明したあとで降こう伏ふくを勧かん告こくした。しかし、やつらはそれに応じようともしなかった。

「あいつらは、なぜ降伏しないんだ？　コクーンに入ったままじゃ戦えないっていうのに」

　ケルプが怪け訝げんそうな顔で言った。

「きっと、どこかの誰だれかさんが、なんとかしてくれると思ってるんだろうね。ぐずぐずしてると、本当になんとかされちゃうかもしれないから、さっさとカタをつけよう」

　僕が合図すると、ラインアートは実に嬉うれしそうな顔でビームアックスを肩かたにかついで、いちばん近くにあるコクーンに近づいた。

　そして、割られたコクーンの中から、目の前に振り下ろされたビームアックスの恐きよう怖ふから覚めきれずに、まだ震ふるえている敵がひっぱり出されたとき、残りのコクーンからやつらが飛び出してきた。

　僕は、背中に背負っていた小しよう銃じゆうを目の前に持って、くるりと回すと銃じゆう身しんの方をにぎって振りかざすと、仲間に向かって叫さけんだ。

「直接白兵戦せん闘とう開始！」

　みんなは、一いつ瞬しゆんびっくりしたようだったが、僕が小銃を逆に持って振り上げているのを見ると、納得したようだった。

　僕ぼくは、ラインアートに向かって言った。

「ビームは切っておいてくれ、それからあくまでも訓練だということを忘れないでくれよ」

　ラインアートは、一いつ瞬しゆん不満そうな顔をしたあとで、手元のスイッチを操作した。

　アックスの刃は先さきからビームの光が消えた。

「それでいい、それから、あくまでも峰みね打うちだぞ」

　僕がうなずくと、ラインアートは目を見開いて実に楽しそうに笑った。

　乱らん闘とうがはじまった。

　こうして、帝てい国こく士官学校の卒業試験の最大のイベントである『装そう甲こう機動服による機動分隊の模も擬ぎ戦せん闘とうトーナメント』は、機動服ではなく人間の力によって決着をつける、という前代未聞の泥どろ仕じ合あいと化した。

　でも、それは僕たちのせいじゃない。

　敵の名めい誉よのために言っておくならば、この戦いはやつらも本気だったし互ご角かくだった。

　僕も何発か殴なぐられて、前歯が一本グラグラになったし、ケルプも右目のまわりに青い輪っかをこしらえてしまったし、仲間の受けた擦さつ過か傷しようや打だ撲ぼくは数知れない。

　しかし僕たちにはラインアートという頼たのもしい仲間がいた。

　この直接白兵戦の勝利は彼の存在なくしては考えられなかっただろう。

　約一・五倍という高重力下の惑わく星せいで育った彼にしてみれば、ぼくらの殴り合いなど小学生のケンカのようなものだったに違ちがいない。
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　ビームアックスの峰打ち……この、ある意味刃やいばで切られるより残ざん酷こくな結果を生みそうな武器によって、敵は壊かい滅めつした。

　僕たちは、戦闘力を失った敵を一人ずつ引っ張ってきて訓練フィールドの中央に集めた。

　ほぼ全員を集め終わって、衛生兵のザビータが応急手当をしているとき、アレフが話しかけてきた。

「ところでマイドはん。あれ、どないしまひょ？」

　アレフが指さしたのは、後方で機能停止して座り込んだままのアリクレスト候補生の機動服だった。

「あれか……あいつは仲間が殴り合ってるのに加勢すらしないで見ているだけだったな」

「あいつは俺おれにやらせてくれないか？」

　横から顔を出したのはワンタだった。

　頭と右みぎ肩かたに吹ふきつけられた鎮ちん痛つう消毒フォームジェルが痛々しい。

　小こ柄がらのワンタは、ソバカスの浮ういた顔で、リスのような前歯を見せて笑った。

　僕たちは、座り込んだアリクレスト候補生の機動服に近づいた。

「ひゃあ、こいつの機動服は、オーダーメイドですわ。わてらに配備されとる街道沿いの大量生産既き製せい服ふくセンターで買うたような機動服とは段だん違ちがいのクォリテイでんな」

「高いものなのかい？」

「装甲板からしてツヤが違いまんがな」

　アレフが、機動服の前面装そう甲こう板ばんを叩たたいて説明した。

　機能を停止した機動服の中のアリクレスト候補生の顔を想像して、僕ぼくはなぜかちょっと楽しくなってしまった。

　アリクレスト・マルス君、君は因果応報って言葉を知ってるかい？

「おい、みんなどいてくれ、これからちょいと大きなコマを回すから」

　機動服の背中によじのぼって、外部コントロール端たん子しをちょこちょこいじっていたワンタがそう言って飛び降りた。

「コマ？」

「ああ、いいから見てろ」

　ワンタが、そう言い終わらないうちに、機動服の両りよう肩かたについている高機動用バーニアが作動しはじめた。

　右肩のバーニアが前面に、そして左肩のバーニアが後方に、それぞれガスを噴ふん射しやしはじめるのと同時に、座り込んだ機動服は、最初はゆっくりと、そしてじょじょに速度を早めながらその場で回転をはじめた。

　回転はどんどん速くなっていって、やがて機動服の輪りん郭かくもわからないぐらいになった。それは、巨きよ大だいなねずみ花火に似ていた。

　バーニアの推すい進しん剤ざいが尽つきても、機動服は慣性でしばらく回り続けていた。

　やがて、土つちぼこりが収まったとき、アリクレストの機動服は半分地面にめり込み、上半身だけを地面の上に出して停止していた。

　ワンタが再びちょこちょことよじのぼって、背中にある外部コントロール端子を操作した。

「よし、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装置を作動させるぞ」

　その声が終わるのと同時に背面のパネルが開いてコクーンが飛び出した。

　僕たちの見ている前で、コクーンのハッチから、真まっ青さおな顔をしたアリクレストが這はい出してきた。

　自じ慢まんの見事な金きん髪ぱつはぐしゃぐしゃになり、碧へき眼がんの端たん正せいな顔つきは、醜みにくく歪ゆがんでいた。

　栄光の御ご三さん家けの御おん曹ぞう司しとして、星間テレビのワイドショーなどで何度となく取り上げられ、街に出れば女の子たちが群がり寄ってくるほどの人気者の面おも影かげはそこにはなかった。

　僕たちが降こう伏ふくを勧かん告こくする前に、アリクレストはその場で激しく嘔おう吐として気絶した。




　鎮ちん痛つう消毒フォームシェルでぐるぐる巻きになった敵と、ゲロまみれで失神しているアリクレストを引きずってきて訓練フィールドの中央に並べ終わったとき、訓練終しゆ了りようのチャイムが響ひびき渡わたった。

　上空から採点官が乗ったカプセルが降りてくる。

　訓練終了とともにこの光景は士官学校のフルスクリーンモニターに投とう影えいされているはずだ。

　採点官がなにか言う前にぼくは大声で申告した。

「状じよう況きよう終了！　敵分隊を全員捕ほ虜りよといたしました！」

　採点官が、酸すっぱいモノでも飲んだような顔つきになって何か言おうとしたとき、大声が響ひびき渡わたった。

「これは無効だ！　機動服の誤作動によるものだ！　認められん！」

　それは、ゆで上がったロブスターより赤い顔をしたマルス閣下だった。

「ハルク、マルス閣下のおっしゃっているとおりなのか？」

　僕ぼくは士官学校のメインコントロールを担当している電子人格を呼び出した。

『機動服の誤作動は一切モニターされておりません、すべての機動服は完かん璧ぺきに作動しておりました』

「そんなバカなことがあるか！　正常に作動していた機動服から、なぜ脱だつ出しゆつせねばならんのだ！」

『その理由は、こちらではわかりません。パイロットの精神的な問題だと思われます』

　ハルクは、電子人格特有のそっけなさで答えた。

　この光景を見ている人々の失笑が目に浮うかんだ。

「ばかな！　あいつらが勝つわけがない！　お前の裁定は間ま違ちがっている！」

『私は皇こう帝てい陛下より信任を受けた絶対神聖な判定員であります。帝てい国こく軍ぐん基本規律第二十三条により、私の判定に異議申し立てをなさることは皇帝陛下に対する反逆とみなされます。軍法会議によりその異議の裁定を行うこととなりますが、それでよろしいのですね？』

　マルス閣下の顔色が変わった。

「い……いや、異議の申し立ては、しない。今の発言をとりけそう」

『では、この戦せん闘とうで第二十八分隊が勝利したことをここに正式に宣言いたします』

　僕ぼくたちは歓かん声せいとともに、歩兵戦闘用のヘルメットを空に投げ上げた。

　気がつくと……。

　マルス閣下が僕をにらんでいた。

　頭を下げて、こう言ってやった。

「さすがは帝てい国こくの最高位にある貴族のご子息ですね、あの、いさぎよさには感服いたしました」

　もし、マルス閣下に、視線で人を殺せる能力があったら、僕は即そく死ししていたに違ちがいない。

　かまうもんか。

　採点は満点に近いはずだ。敵を全員捕ほ虜りよにして機動服を無傷で鹵ろ獲かくしたんだからな。

　とにかく、ぼくらは勝った。この腕うでと、足と拳げん骨こつで。

　僕たちの名前は帝国士官学校の歴史に刻まれ、永遠に語り継つがれるんだ。

　僕の帝国軍人としての人生はこれから始まるんだ！







　第一章　旅立ち







　そして……僕ぼくの人生は終わった。

　一時間前。

　そう、ほんの一時間前。

　人生の最良の時間というやつを味わっていたというのに。

　僕は、ぼんやりと宇宙を見ていた。

　宇宙港のロビーの天てん井じように張られた透とう明めいな硬こう化かテクタイトの向こうには、何千何百という銀色のきらめきが、散らばっていた。

　その昔、海に棲すんでいたサカナという生物によく似た流線型のシルエットたち。

　そのひとつひとつが、すべて銀河帝国軍の最新式の宇宙戦せん艦かんだった。

　ここ、帝てい星せいブックスの周回軌き道どうに入ることが許されているマガザン帝国親衛隊近この衛え師し団だんの艦隊だけでも視野に入りきらない。

　そして、そのきらめくサカナたちは、僕とは無む縁えんの存在だった。

　僕はそのサカナをつかめると信じていたんだ。

　そう……たった一時間前まで。




　一時間前。

　マガザン帝てい国こく軍ぐんの基本カラーである黒と銀に塗ぬり分けられた帝国士官学校の建物のなかで、もっとも目をひく銀色の巨きよ大だいなドームの中に僕ぼくはいた。

　床ゆかを埋うめつくす若い将校たちを今、三年間の思い出と、卒業の喜びと、軍人としての人生に対する漠ばく然ぜんとした不安とが、ごっちゃになった一種独特な高こう揚よう感かんが包んでいた。

　卒業式典が終わり、いよいよ士官としての配属先が発表されるときがきたのだ。

　これから一人一人の名前が読み上げられ、任官辞令が手て渡わたされる。

　僕の手には、ほんの五分前に、皇こう帝てい陛下の名みよう代だいである皇太子殿でん下かから手渡された恩おん賜しの短たん剣けんが握にぎられていた。

　士官学校の成績優ゆう秀しゆう者しや上位五名だけに与あたえられるこの短剣は、俗ぞくに『英えい雄ゆうへのパスポート』と呼ばれ、これを持つ者には、きらめくばかりの栄光と出世が約束されている。

　いや、約束されているはずだった。

　これで近この衛え師し団だん配属は、間ま違ちがいない！

　そう確信していた僕を笑うことは誰だれにもできないと思う。

　仲間はもちろん、教場の担当教官、教務主任教官ですら、近衛師団行きを疑わなかったのだから。

　仲間たちの羨せん望ぼうのまなざしの中で、壇だん上じように読み上げられた僕の名前のあと、なぜか任官先の部隊名が告げられなかった。

　一いつ瞬しゆん、大ホールが静まりかえり、やがてざわめきだした。

　任官先が告げられないということは、任官先の部隊が作戦行動中。つまり第一線の部隊だということのあかしだったからだ。

　そんなバカな！　なにかの間違いです。

　そう叫さけびたかった。

　でも、任官辞令を渡す校長の目が『気の毒に』と言っているのを見て、それが間違いでもなんでもないということに気がついたのだ。

　そのあとのことは、よく覚えていない。

　ただ、ひそひそ後ろ指をさす門もん閥ばつ貴族のドラ息子むすこと、その取り巻き連中のあざけるような目つきだけは覚えている。

　誰とも目を合わさずに私室にもどり、誰にも何も告げずに装備をまとめ、僕はその足でここにやってきた。

　たった一人の肉親である自じ称しよう冒ぼう険けん家かの叔お父じは、どこにいるのかわからなかったし、もしわかっていたとしても、作戦行動中の部隊への配属は部外秘だったから、結局何も言うことはできなかっただろう。

　宇宙港の中央ロビーを忙いそがしげに行きかう人々の無関心の中だけが僕の居場所だった。

　ここで宇宙を見上げている僕ぼくの人生が、今、終わったことに気づいている人は誰だれもいないだろう。

　それだけが救いだった。

　もの思いにふけっていた僕の肩かたを、そのとき誰かが叩たたいた。

　びっくりして振ふり返った僕の目の前に、初老にさしかかった一人の男性が立っていた。

　そのときの僕の表情は、さぞかしまぬけに見えただろう。

「どうした、マイド候補生、わしの顔を忘れたか」

「いえ、軍服以外の姿を見たことがありませんでしたので」

　その人は士官学校で、僕たちの襟えり首くびをつかんで地じ獄ごくの淵ふちまで引きずって行って、生きて地獄を見るという、世にもめずらしい経験をさせてくれた実戦戦せん闘とう訓練課程の教官、キエノ大たい尉いだった。

「わしだって、平服を着ることがあるさ。ともあれ卒業、そして任官おめでとう。と言わせてくれ」

　教官は、笑顔でそう言った。

　その笑顔を見て、なぜ教官の顔に気がつかなかったのか、もうひとつの理由に思い当だった。

　僕は、三年間、この人の笑顔というものを見たことがなかったんだ。

「ありがとうございます。教官に笑顔で話しかけられることがあるとは思いもよりませんでした」

　僕は正直に答えた。

「わしだって笑うさ。しかし安心したよ、もっと自や棄けになっているのではないかと思っておった」

「任地の件ですか」

「うむ、士官学校の成績優ゆう秀しゆう者しやとして、皇こう帝てい陛下から恩おん賜しの短たん剣けんを授かった君のような者が、あのような僻へき地ちの一線部隊に配属になるということは、どういうことかわかるかね」

「私には、縁えん故こも資産もなかったということですね」

　教官は軽くうなずいた。

「士官学校の成績を変へん更こうすることはできん。あれは絶対にして神聖と言っても良い。しかし、卒業してしまえば、それはただのデータにすぎん。そして君は軍務省の役人どもから見れば何千という名めい簿ぼの中の名前のひとつにすぎんのだ。成績の上位の者から近この衛え師し団だんに配属されるという慣習など、役人の筆一本でどうにでもなってしまうのが現実だ。君が座るべきイスには今ごろ役人にたっぷり袖そでの下したを送ったどこかの資産家の貴族の息子むすこが座っていることだろう」

「息子を死なせたくないと思う親心についてとやかく言うつもりはありません。裏返して言うならば、普ふ通つうの部隊に配属されれば、死ぬ可能性が高い……つまり、また戦争が始まるということなのでしょうね」

　教官が息を飲んだのがわかった。

「いつもながら鋭するどいな、マイド候補生。動員令がもうじき出ることは間ま違ちがいない、再び神聖ローデス連合との戦役が始まるのだよ。そして戦争でつねに最前線に配置されるのは平民と、君や、わしのような貧びん乏ぼう貴族たちが主体の一いつ般ぱん部隊だからな」

「その帝てい国こく軍ぐんの一般部隊の、さらにその前方に配置されるのが、僕ぼくが赴ふ任にんする辺境惑わく星せい同盟軍です、門もん閥ばつ貴族に恥はじをかかせた貧乏貴族をやっかいばらいするには最適の部署ということなんでしょうね」

　僕は、肩かたをすくめた。

「あきらめるつもりかねマイド候補生？」

　教官の声は、僕を叱しつ責せきする口調だった。

　驚おどろいて顔を上げた僕を、キエノ教官は、まっすぐに見つめていた。

「帝国が、今日までこの銀河に君臨し続けた理由を、君は考えたことがあるかね？

　それは国力だ。国力にまさる国が君臨するという当然の力関係によるものだ。では、あらためて聞くが、その国力とはなんだ？」

　僕の脳裏には最初「兵力」という言葉が浮うかんだが、その言葉はすぐに「生産性」という言葉にとって代わった。しかし、その言葉も正しい答えじゃないような気がした。

　そして、僕が最後にたどりついたのが「国民」という言葉だった。

「国民でしょうか？」

　教官は、うなずいた。

「そうだ、国民の力こそが国力と呼ばれるものの根源だ。過去において帝国には真に指導者としての資質を持った貴族が数多く存在した。彼らの偉い業ぎようによって帝国は今の地位を築いたのだが、今、そういった資質を持った上流貴族を捜さがすのは、砂さ漠ばくでビーズ玉を捜すのに等しい」

　僕は心配になった。教官の話は、憲兵隊に聞かれては困るような内容をふくんでいたからだ。

　キエノ教官は、僕の心配をよそに話を続けた。

「では、なぜ帝国は破は綻たんしないのか、それは簡単な話だ。実際に動くしたっぱ。つまりわしや君のような現場の人間が有能だからだよ。しかし、いくら我々が努力しても、我々にできることには限りがある。いわゆる権限というやつが我々にはないからだ。軍隊は命令で動く。たとえそれが礼服の胸につけるお飾かざりが欲しいという理由の自殺的攻こう撃げき命令でも、正式な命令ならば、数百隻せきの戦せん艦かんの、万を超こえる乗組員の生命を犠ぎ牲せいにしてでも、我々は門もん閥ばつ貴族に従わなくてはならんということだ。マイド候補生、わしが、君に贈おくる言葉は、ただひとつだ」

　教官は、そこで言葉を切った。

「生きろ、マイド候補生。どんな状じよう況きようでも生きのびろ！　いや、お願いだから生きのびて欲しい。これは帝国宇宙軍大たい尉いキエノ・ランバートとしての命令ではない。ただの老兵であるキエノ・ランバートとしてのお願いなのだ。そのための知識を、わしの知りえたすべての知識を教えたつもりだ。一本の針金から武器を作り、懐かい中ちゆう電灯のエネルギーセルを使って爆ばく発はつ物ぶつを創つくり出し、闘たたかう方法をだ。言わば、実戦における機転と応用を教えたのだ。君が士官学校でやってのけたことは、まさにその機転と応用なのだ、君は私が教えた教え子の中で、もっとも上う手まく機転と応用を使った人間だ、君のような教え子を持ったことはわしの誇ほこりであり、わしの生しよう涯がいにおける最大の喜びだ。いいか！　絶対にわしより先に死ぬな！」

　灰色の髪かみと深い鳶とび色いろの目を持った教官はそう言って右手をさし出した。

　僕ぼくはその手をにぎった。

　彫ちよう像ぞうのようなその顔に流れる感情の色を見たとき、僕は自分がにぎっている、ごく、ありふれた実用タイプのバイオノイドの義手を伝わって教官の思いが伝わってきたような気がして、不覚にも泣きそうになってしまった。

「肝きもに銘めいじておきます、教官」

「今度会うときは、大たい尉いと呼びたまえ」

　教官は……いや、キエノ大尉は、もう一度笑った。

　僕は短く、そして力強い握あく手しゆをしたあとで、足元においてあった軍用の圧縮ラゲッジパックを手に持ち、出発カウンターに向けて歩きだした。

　わかったよ、大尉。死んでたまるか！　そう自分にいい聞かせておくよ。

　でもね、僕があなたから教わったのは、機転でも応用でもなかったんだ。本当に教わったのは他人の命をあずかることの重さだったんだよ。

　部下を殺してはならない。絶対に無意味に殺してはならないということだったんだ。

　コンコースに、僕が乗る長ちよう距きよ離り航路のチケットチェックが始まったことを告げるアナウンスが流れ始めた。

　帝てい星せいブックス。

　僕が、生まれて十九年間暮らしてきた星……。

　故郷は今、一番遠い場所になった。

　僕は、振ふり返らなかった。

　そう、いきなり肩かたを叩たたかれるまでは。




　肩を叩かれて振り向いた僕に向かって声が飛んできた。

「マイド！　なんで何も言わねえで出ていっちまうんだよ！　てめえ！」

　歯切れのいい、べらんめえ言葉をまくしたてたのは、同じ分隊、それも同じ寄宿舎で三年間ともに暮らしたケルプ・Ｓ・ワインガーだった。

「ケルプ……」

　ケルプは怒おこったような目で僕を見るとまくしたてた。

「オレはなあ、お前に言葉じゃあ言えねえくらいの恩義があるんだぜ！　このままオレに礼も言わさねえで赴ふ任にんするつもりだったのかよ！　許さねえぞ！」

　こいつの一族は昔、宇宙海かい賊ぞくだったが、皇こう帝ていに味方して貴族の身分に取り立てられたという経歴を持っている。

　本人も否定しないどころか言葉遣づかいの悪さと育ちの悪さを誇こ示じするようなところがあって、下級貴族の中でもけっこう浮ういていた。

　だから話が合ったのかもしれない。

　僕ぼくは、初めてケルプに会ったときのことを思い出していた。

　それは、三年前、士官学校の寄宿舎に入にゆう寮りようしたときのことだった。

　寄宿舎の受付は大混乱していた。

　僕は、ずっと寄宿制ハイスクールで暮らしていたから、ひっこしといっても、単に建物が変わるぐらいにしか思えなかったが、世間ではそうではなかったらしい。

　寮に持ち込める私物の量は限られているのにもかかわらず、身のまわりの世活用のバイオドールや、テクノドールを持ち込もうとして、受付とトラブルになっているやつが山ほどいたのだ。いや、バイオドールなどはかわいいほうで、ひどいのになると、ほとんど家一いつ軒けん分ぶんの家財道具をもってきている連中までいたのだ。

　その荷物を選別するのに悩なやんで座り込む者。

　自分の父親の役職を告げて、わがままを通そうとする者。

　どう見ても愛あい玩がん用ようとしか思えないバイオドールに抱だきついて泣きだす者。

　そういった連中で、寮の受付はごったがえしていた。

　寄宿舎は衣食住のすべてを保障されているのだから、そんなに不便なわけがないのだが、確かに今まで一人暮らしをしたことのない貴族のおぼっちゃまやら、バイオドールのメイドにかしづかれて生活していた連中にしてみれば、それを全部一人でやらねばならない生活が始まるのが不安で仕方なかったのだろう。

　僕は、あらかじめ送ってあった荷物が届いていることを確認して、さっさと登録を済ませ、自分の部屋に向かった。

　候補生の部屋は、分隊ごとに分けられていた。

　一分隊は十二名で構成される。つまり十二人でひとつの部屋を共有し、これからは何をやるにも、それこそメシを食うのも、教練を受けるのも、全部分隊単位でやることになる。

　部屋の中央はリビングになっていて、その奥おくにバスルームと簡単な湯ゆわかしがある。そしてリビングの左右両側に六つずつ、十二の個室が並んでいた。

　これが、僕たちがこれから三年間暮らす我が家というわけだ。

　個室のドアについているカードホルダーはからっぽだった。つまり、そういった細こま々ごまとしたルールは、すべてこの部屋の中で決めろということなんだと僕は理解した。

　僕が出入り口のすぐ右側を自分の部屋に決めて、着き替がえやその他いろいろな日用品などをロッカーに詰つめ込んでいると、誰だれかが入ってきた。

　僕は壁かべに貼はっておいた同室者の名めい簿ぼを見てからリビングに顔を出した。

　そこに立っていたのがケルプだった。

　ケルプは、僕の顔を見ると、にやりと笑って言った。

「よ！　オレはケルプ・ワインガーだ、あんたは？」

「僕はマィド、マイド・ガーナッシュだ、よろしく頼たのむよ」

「こちらこそよろしくな」

　ケルプは、もう一度笑った。

　僕ぼくのケルプに対する第一印象は、こいつ、ワルそうだな……というものだったが、その笑顔を見て、ちょっと修正を加えた。

　こいつはワルじゃない……どっちかというとワルガキだな。




　その夜、同じ部屋のメンバー全員がそろったところで、学校側から最初のプログラムが示された。この部屋のリーダー、つまり分隊長を決定せよ、という指示だった。

　僕は、年ねん齢れいから言ってリーダーは、ケルプかアレフのどちらかになるものだと思っていた。

　最初に口を開いたのはケルプだった。

「オレは、マイドがいいと思うな」

　僕はびっくりした。

「ちょっとまってくれよ、なんで僕が？」

　ケルプは、笑いながら言った。

「お前さんが貴族だからさ」

「ふざけないでくれよ、何が貴族だ！　そんなもの関係ないじゃないか。士官学校で評価されるのは実力だ、身分じゃない！　敵から飛んでくるビームは貴族と平民の区別なんかしてくれないんだからな」

　僕ぼくが怒おこったのを見て、ケルプやアレフ、そして他の連中もみんなちょっと驚おどろいたようだった。

　ケルプは、両方の手のひらを僕に向けて、小さく首を振ふって言った。

「誤解させて悪かった、お前さんの身分のことを言ったわけじゃない。オレは、お前さんの行こう為いを言ったんだ」

「行為？」

　ケルプはリビングの壁へき面めんにある個人用の収納スペースを指さした。

「俺の一族は宇宙船乗りだからよく知ってるんだが、この部屋みたいにスペースが限られている場所で共同生活する場合、個人が使えるスペースが、そのまま力関係になっている場合が多いのは知っているな？」

　僕はうなずいた。

　宇宙船では個室があるのは船長だけで、一いつ般ぱんの船員にはベッドカプセル一個分のスペースしかないのが普ふ通つうだからだ。

「それと、これとどういう関係があるんだ？」

　ケルプは笑った。

「だからだよ、お前さんは、最初にこの収納スペースを分隊員に平等に分配した。貴族である特権を主張することもできたのにもかかわらずだ。まして、お前さんは、荷物の多いラインアートやらワンタに、快く自分の空きスペースを譲ゆずりやがった……俺はそれを見たとき思ったんだ。こいつは、根っからの甘あまちゃん貴族か、さもなけりゃバカだとな、でも甘ちゃんでバカな人間が士官学校なんかに来るわけがない。だとしたら結論はひとつだ」

　ケルプはそこで言葉を切って、ちょっと真ま面じ目めな顔をした。

「お前さんは、貴族として尊敬するに値する人間だ、ということだよ」

　そして、僕ぼくは分隊長になった。

　士官学校第三六五期生の百七十ある分隊の、最年少の分隊長だった。




　僕の追つい憶おくは、ケルプの声で途と切ぎれた。

「で？　お前はどこに配属になったんだ？」

「軍機だ……でも、どうせ分かっちゃうだろうな」

　ケルプは当然という顔をした。

「当たり前だ、調べるのもめんどくさいから早く話せよ」

　こいつにかかったら、どんな機密もあったもんじゃない。

「アウトニアだ」

　ケルプは、一いつ瞬しゆんいぶかしげな顔をした。

「アウトニア……どこだ？　そこは？　そんな地名、帝てい国こくにあったか？」

「帝国の直ちよ轄かつ地ちじゃない。ユーランド方面の辺境国家群の中にある誰だれも知らない小さな国さ、僕もさっきデータベースを調べてやっと知ったんだ。それよりお前はどこに赴ふ任にんになったんだ？」

「オレか？　サモン軍管区の哨しよう戒かい艇ていだ。オヤジの一族が鼻薬効かせたのかもしれん。まったく余計なことしやがって」
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　サモン軍管区は、こいつの出身星域を中心とした区域だ。

　きっとその軍管区の上層部や、哨しよう戒かい艇ていの乗組員なんかも同族出身者で固まっているのだろう。

　でも。シャトルや戦せん闘とう艇ていの操船技術に関してはこいつの右に出るヤツはいなかった。

「哨戒艇の艇長か、適材適所だな」

　ケルプは鼻の頭をかいた。

「まあ……ガキの頃ころから太陽風ヨットやらなんやら乗って小しよう惑わく星せい帯たいを遊んでたからな、オレのホームグラウンドみたいなものなんだが……」

　ケルプは悲しそうな顔をした。

「アウトニアか……お前が行くようなところじゃねえな。お前は本当は帝てい国こくの作戦参さん謀ぼうとしてここに立つために生まれてきた人間なんだ。ここに立って、本当の戦いってのは死人の数を競うことじゃないってことを証明するためにな。だから……帰ってこい！　なんとしてでも生きのびて、絶対に帰ってこい！　オレは、お前が提てい督とくになったとき、お前の旗き艦かんの艦長になるために生まれてきたんだと思ってる。だから……絶対に死ぬんじゃねえぞ！」

　ケルプは本気だった。

　だから、余計悲しかった。

「作戦参謀やら提督やら、ずいぶん高く買ってくれるんだな」

「バカ野や郎ろう！　それがお前の悪いところだ！　お前はもっと自分に自信を持たなくちゃダメなんだ！　自分の作戦に自信を持てない参謀の意見なんて聞くヤツはいねえんだからな！」

　ケルプは、そう言うとポケットから一本の短たん剣けんを取り出して僕ぼくに差し出した。

「餞せん別べつだ……受け取れ」

　それは、見るからに古く、由ゆい緒しよがありそうな短剣だった。

「皇こう帝てい陛下からの恩おん賜しの短剣に比べれば、みすぼらしく見えるかもしれねえけどよ、本当の宇宙船乗りにとってはこっちの方が霊れい験げんあらたかなんだぜ。こいつはワインガー家が真に信ずるものにしか渡わたさない品物だ。ギルドに所属している船員に見せれば、たいていの無理はきいてくれるぜ。遠くに旅するときは絶対に必要になる」

　僕はその短剣を両手で受け取った。

「ありがとう。大切にする」

　僕はケルプと堅かたい握あく手しゆをした。

「じゃあな」

「ああ……元気でな」

　そう言うと振ふり向いて歩き出した。

　もう一度生きてこの地を踏ふむ日がくるのだろうか。

　さようなら……僕の生まれて育った星。

　僕は振り返らなかった。

　そう、僕の感かん慨がいを叩たたきこわして西域弁の嵐あらしが吹ふき荒あれるまでは。

「マイド！　さがしたでぇ、なんの挨あい拶さつもなしでこんなところにくるなんて水みず臭くさいなあ、三年一いつ緒しよに暮らした仲やんか、見送らしてえな」

　振ふり向くとそこに、アレフがいた。

　ずいぶん急いで来たのだろう、上着は私服を着込んでいるもののズボンは礼服のままで、鼻の頭に汗あせをかいている。

「あんたには言葉では言えん恩があるのや、見送りせんかったら、わいは一生後こう悔かいするとこやったんや、これ餞せん別べつや」

　僕ぼくとケルプは信じられないものでも見るような目でアレフの差し出した封ふう筒とうを見ていた。

　アレフは、僕なんかより五歳も年上だった。

　彼は西域の有名な商人の息子むすこで、一いつ般ぱんの大学を出たあと、再度士官学校に自費入学した変わり種として有名だった。

　いや、もっと有名だったのはそのドケチぶりだった。

　かなり裕ゆう福ふくな家。なんせ帝てい国こくで五本の指に入る大商家、ＡＢＣ商会の若わか旦だん那ななのに、親の反対を押おし切って入学したために仕送りがほとんどないとかで、実に金にこまかかった。

　ひょろっとした外見と、何よりもその性格から、門もん閥ばつ貴族のドラ息子どもに『ノラ犬』と呼ばれていたほどである。

　そのアレフが、他人にものを贈おくるとは……。

「なんや、どうしたん？　硬こう直ちよくしてるで」

「い、いやあ。自分の目が信じられなくてさ、これ、いくら？」

「あほ！　餞別ちゅうたら贈りものや、つまりはタダちゅうことや、餞別の代金取るアホがどこにおるかいな」

　お前じゃわからないからなあ。という言葉を飲み込んで僕はその封筒を受け取った。

「あ、そうそう、お返しはいらんで、気にせんといて、ほんまにもうお返しなんてされたら身の置き場がないねん。ほんまに助かったんや、あんたがおらんかったらわいが親に逆らって士官学校に入ったのが全部無む駄だになるところやったんや。くわしいことはその中に書いてあるよってにあとで読んでな」

　僕はその封筒をそのままラゲッジパックのスリットに差し込んだ。

　なんとなく無気味で、その場で開封する気になれなかったからだ。

　やがてロビーにジャンプステーションに向かうシャトル便の案内アナウンスが流れ始めた。

「二人とも元気でな」

「元気でなって言葉はお前に返すよ」

「身体からだ気ぃつけや」

「じゃあな」

　二人に背中を向けてラゲッジパックを持ち上げたところでイヤな予感がした。

　これで、また呼び止められたら、シャトルに乗り遅おくれてしまう。

　念のために振ふり返った。

「どうした？　忘れものか？」

「いや……また呼び止められるんじゃないかと思って」

　ケルプは、にやにや笑って言った。

「実を言うと、エントランスの柱ごとに分隊員がひとりずつ隠かくれていて順番に呼び止めてお前を足止めして、シャトルに乗り遅らせて、卒業パーティー会場に連れていく計画だったんだが、お前はそういうのが苦手だろう……ってことになってオレとアレフだけが見送りに来たんだ、安心しろ」

　とんでもない計画立てていたんだなこいつら。

「任地が僻へき地ちだからな、時間の余よ裕ゆうがないんだ、ごめん」

「気にするな」

　僕ぼくは手を振ふると、硬こう質しつテクタイトチューブでできたリフトに乗った。

　リフトの扉とびらが閉まり昇しよう降こう床しようが動き出す。

　僕は目をあげた。

　そこにいた。

　リフトが登ってゆく透とう明めいなチューブ……その向こうに。

　ケルプと……アレフと……帝てい国こく士官学校第三六五期生第二八訓練分隊。通つう称しよう「でたまか分隊」の連中が整列していた。

　ケルプは、僕に視線を合わせるとにやりと笑って叫さけんだ。

「第二八訓練分隊！　総員！　分隊長に敬礼！」

　分隊の仲間は、かかとを合わせると挙手の敬礼をした。

　バカ野や郎ろう……。

　そんなに綺き麗れいな敬礼ができるなら。その敬礼を式典礼式の試験のときにやれよ。

　連中は、敬礼をしたまま僕を見送っていた。

　そうだ……。

　僕は、僕のためだけに生きているんじゃない。

　だとしたら、僕は死ぬわけにはいかない。

　必ずここにもどって来よう。

　仲間たちのためにも、僕は死ぬわけにはいかないんだ。




　僕は答礼を返した。

　僕は、視界から仲間たちが消えても、しばらくその敬礼を崩くずさなかった。







　第二章　任地へ







　僕ぼくは栄はえあるマガザン帝てい国こくの皇こう帝てい陛下につかえる、れっきとした貴族だ。

　でも、利権にありつけない貧びん乏ぼう貴族の末まつ裔えいにとって、貴族の身分なんて、ミドルネームがひとつふたつ増えるぐらいのことにすぎなかった。

　貴族の身分がブリキの勲くん章しようよりも役に立たないこんな世の中で、貧乏貴族の子弟が選べる道はとてもせまく、せいぜい行ぎよう政せい尚しよう書しよ試験を受けて役人にでもなるしかない。

　だが、役人への道は、まずコネで地ならしをして、その上にカネを敷しきつめなくては通ることができない。

　そのふたつに縁えんのない僕のような人間が選べる道は、軍人になることだけだった。

　貴族の身分を持つものにはマガザン帝国士官学校入学時に優先権が与あたえられていたし、考えようによっては軍人だって悪くはない。

　なぜなら、軍人の世界は実力主義で、貴族だろうが平民だろうが関係なくその才能によって待たい遇ぐうされるシステムになっていたし、なによりも、運が良ければ僕のような下級貴族でもスピード出世も夢ではないというところが魅み力りよく的だったからだ。

　もっとも、これを言い替かえれば長生きしないってことになるのかもしれない。

　僕は早死にしたくなかった。だから帝国図書館に保存されている帝国軍の公式記録のデータベースを調べまくって、死なない方法をさがし、そしてひとつの結論に達した。

　戦死しないためには、近この衛え師し団だんに赴ふ任にんするしかない。

　近衛師団は、皇帝陛下直属の部隊として、もしもの場合は、自らの身しん体たいをもって陛下の盾たてとなるべく義務づけられ、旗き艦かんのまわりに配備されている。

　しかし、帝国軍の何万隻せきという戦艦の球きゆう形けい陣じんの囲みを破って、皇帝陛下に敵が迫せまることは、まず、あり得なかったし、事実、過去において近衛師団が、直接戦せん闘とうに参加したことは、一度もなかった。

　帝国軍の中で、もっとも安全な部隊、それが近衛師団だった。

　そして、この近衛師団に配属されるためには、実力がものを言うとされていた。すべてにおいて優れていなくてはならないのだ……そう、精神と肉体と知能のすべてにおいて。

　士官学校の成績、特に総合順位の上位の者から優先的に近衛師団に配属される慣習を知った僕は、死しにもの狂ぐるいになって勉強した。

　体力において他人に二歩も三歩も遅おくれをとっていた僕が、その遅れをカバーできるのは実戦訓練とシミュレーションだけだったからだ。

　さいわいなことに、この時代、近接戦闘のほとんどは、装そう甲こう機動服を着用して行われ、大昔の戦争のようにナイフを振ふり回したり、拳げん骨こつで殴なぐりあったりすることはほとんどない。

　もしもそんな訓練が行われていたなら、今いまごろここにいないで合同慰い霊れい祭さいの日に読み上げられるリストの中に存在しただろう。

　自じ慢まんじゃないが。結局自慢なんだが、僕ぼくはつねに成績優ゆう秀しゆう者しやのグループにいた。

　艦かん隊たい運用訓練のシミュレーションでは、十対一という劣れつ勢せいの艦隊を率いて勝利したし、装そう甲こう機動服による実戦戦せん闘とう訓練では、僕の分隊は無敵の分隊として士官学校中にその名がとどろきわたった。

　精神感応端たん末まつが発達し、強制的にデータを人間の脳の記き憶おく層そうに記憶させることができるようになってから、士官学校をはじめとするすべての教育機関から、単に知識の量をはかる暗記科目のような無意味なカリキュラムは姿を消した。

　そのかわりに求められるのは、その「知識」をいかに応用するかという「知ち恵え」だった。

　様々なアクシデントが起こるシミュレーションで、いかに臨機応変にそれに対応するか。

　考えてみれば士官学校は兵士を、戦争をするための人間を育てるわけだ。戦場では何が起こるかわからない、プログラムどおりに起きる戦闘なんてないからだ。

　まして士官は部下の生命をあずかっているわけだから、どうしていいかわからなくなる、なんて最低な真ま似ねをするわけにはいかない。

　さまざまなアクシデントに対応する能力。それは。想像力だ。

　僕は、さまざまな状じよう況きようを作り上げて、その状況を三Ｄ画面と体感認識センサーを組み合わせた家庭用ゲーム機用のソフトにしあげ、分隊の仲間とリンクして遊んだ。

　本当のシミュレーションマシンに比べればちゃちなシロモノだったが、分隊の仲間同士のコミュニケーションには役に立った。

　そして、仲間同士で互たがいにポジションを交こう換かんすることにより、自分のミスが、他人にどれだけ迷めい惑わくをかけるか。それを身をもって知ることができるようになった。

　門もん閥ばつ貴族のドラ息子むすこどもが門限を破って街に出て女の子と遊んでいるときも、僕たちはこのゲームと、三次元スクリーンの艦隊運用シミュレーションで遊んでいた。

　その結果、僕たちの分隊は帝てい国こく機動歩兵運用細則に定められた定型フォーメーションをとらない唯ゆい一いつの分隊となった。

　定型フォーメーション。それは帝国機動歩兵の長年の部隊運用からあみ出された戦術形態だ。でもそれは言い替かえればマニュアルのようなものだろう。暗記さえしておけば。八割がたのトラブルは切り抜ぬけられる。確かに理想的なのだが、問題はあとの二割だ。

　マニュアルしか知らない人間はマニュアルに書かれた事案以外の事案に遭そう遇ぐうしたとき、たいてい判断停止状態になってしまう。

　僕たちは常に臨機応変だった。

　常に相手の意表をつき、裏をかき、そして常に勝った。

　このフォーメーション破りの秘ひ訣けつをきかれた僕が、照てれかくしに「まあ、出たとこまかせでやっているだけです」と答えたことから、僕たち第二八分隊は別名「でたまか分隊」と呼ばれるようになったんだが、それはまあ余談だ。

　こうして僕ぼくたちは、卒業試験の最大科目である機動分隊の模も擬ぎ戦せん闘とうトーナメントを見事に勝ち進んだ。

　僕の分隊で、爵しやく位い、つまり貴族の身分を持っている人間は僕と副官役のケルプだけで、他の仲間はみんな平民出身だった。

　僕たちは、身分なんてものにこだわるのはバカだと心底から思っていたから、例のゲームでは、みんなが指揮官の役を持ち回りでやっていた。

　だから訓練中に『指揮官戦死』というシチュエーションが挿そう入にゆうされたときも、僕たちの分隊はためらうことなく動いて、そして勝ち進んだ。

　そして、僕たちはその卒業試験トーナメントの最終戦を勝ちぬいた。

　僕は自信を持って言うことができる。

「僕たちは実力で勝ち進んだんだ！」と。

　でも、その結果がこれだった。

　実力なんてものは、権力の前には無力に等しいってことを証明しただけだった。

　僕が考えていた実力主義なんてものは、青あお臭くさい理想論でしかなかったということなんだろう。

　でも、まだ望みがなくなったわけじゃない。

　赴ふ任にん先さきでめざましい戦果を上げられれば、僕だってもうちょっとマシな場所に転属させてもらえるかもしれない……。

　でも、当分はむりだろうな。

　僕は、空調機器からにじみ出た汚お水すいによるシミがところどころについた、見るからにローカル宇宙港という感じの内装の天てん井じようを見上げてため息をついた。

　今、僕は銀河帝てい国こくの辺境、それこそ地の果て星の果て、ユーランド星系ステーションのロビーで途と方ほうにくれているところだった。

　人類が、空くう間かん跳ちよう躍やく航法を手にしてから千数百年。

　人類の生せい存ぞん圏けんが拡大していくにつれて、当初の連れん邦ぽう制せいは崩ほう壊かいし、専制君主や共和制の政府を持つ小さな国家が、それこそ泡あわのように生まれては消えていった。

　融ゆう合ごうと分ぶん裂れつの繰くり返しのなかで、その争いに破れた人々は新天地をもとめ、結果的に人類の生存圏は、さらに拡大していった。

　やがて、銀河のほぼ中央に、一人の英えい雄ゆうが生まれた。

　その名をダイテツと言う。

　のちに覇は王おうと呼ばれた彼は勢力を拡大し、現在の銀河帝国の基き盤ばんを築いた。

　そして数百年がすぎ、今やマガザン帝国は人類の生存圏の中に、揺ゆるがぬ勢力を確保していた。

　帝国の生み出す富は莫ばく大だいであり、その富は臣民にあまねく分配され、帝国の権勢は巨きよ大だい化かの一いつ途とをたどった。しかし、巨大化した生物が、その巨体をもてあまして滅めつ亡ぼうの道を歩んでいったように、巨大化した国家にもまた、崩壊へのきざしが見えつつあった。

　病弱なマガザン帝てい国こく皇こう帝ていダイテツ七世に代わり、摂せつ政しようとして帝国の国務を遂すい行こうしている門もん閥ばつ貴族たちにとって、国務とは、利権あさりをする場所の名前でしかなかった。

　自分たちの領地を広げることに固こ執しゆうした結果、帝国の勢せい力りよく圏けんは野放図に広がっていった。

　その結果が、今、僕ぼくがおかれている状じよう況きようだった。

　僕の目的地であるアウトニア星系は、百五十年ほど前に開かい拓たくされた未開の地で、帝国の支配する銀河と、敵対する勢力である神聖ローデス連合の支配する銀河の接するあたりに位置している……要するにどっちの勢力から見ても『辺境』にあるわけだ。

　こういった『辺境』は、軍事的な要よう衝しようではないために帝国側も神聖ローデス側も、正規軍などは配備しておらず、辺境国家が軍隊を編成して自衛している。

　そして、僕は、そういった辺境国家のひとつであるアウトニアに編成された辺境惑わく星せい同盟軍に軍事顧こ問もんとして派は遣けんされることになったのだ。

　この任地が選ばれた理由は、たったひとつ。

　歴代の軍事顧問はすべて行方ゆくえ不明。もしくは死亡していたからだ。

　理由はすべて「不ふ慮りよの事故」だった。

　正式に任官辞令が出ている以上、イヤだと言って逃にげるわけにもいかない。

　まあ、なんとかなるさ。

　そう思ってここまで来たのだが、僕の赴ふ任にん地ち、つまり『銀河帝国辺境方面軍、同盟惑星連合司令部ユーランド分室アウトニア駐ちゆう屯とん地ち』にたどり着くには、実に十六回もの跳ちよう躍やく転移航法ステーションの乗のり換かえが必要で……その十六番めのステーションにたどり着いたところで、道がとぎれてしまったのだ。

　アウトニア星系には転移ステーションの設備がないため、直接転移することができない。ステーションのない星系に行くには、まず重力波の干かん渉しようの少ない星系外の通常空間に転移したあと。トロトロと亜あ光こう速そくで通常空間を飛んで星系内に向かうしか方法がない。

　そして、その亜光速の定期便は二週間に一本しかなく、そいつはついさっき飛び立ったばかりだと教えられた。つまり、僕はあと二週間待たなければならないのだ。

　軍人ならば軍の船に乗って行けばいいと思うだろうが、そうはいかない。なぜなら僕の身分はまだ『士官候補生』であって『士官』ではないからだ。

　任地で任官辞令が登録されて、初めて帝国軍人の士官、少しよう尉いとしての身分が保証されることになる。僕の身分は今、民間人と何ひとつ変わらない。

　これは任地に赴おもむくのがイヤになって逃げる門閥貴族のドラ息子むすこたちを救済するための措そ置ちだと誰だれかに聞いたことがある。

　任地先で脱だつ走そうして軍法会議を開いたりドタバタするよりマシだということでこんな方法がとられているらしいが、僕みたいな人間には不便でしかたない。

「僕の人生は、宇宙港のロビーで、ぼーっとしながら終わるんだろうか」

　誰に言うでもなく、そうつぶやいたとき、内ポケットの中から振しん動どうが伝わってきた。

　ヴァルが呼んでいるらしい。

　内ポケットでバイブレートしている手帳サイズの汎はん用よう端たん末まつ端たん子しをとりだして膝ひざに載せ、モニターを開くのと同時にモニターに立体映像が立ち上がった。

　それは、どこかの三流ファンタジーに出てくるような白いヒゲをのばし、黒いローブを着た魔ま法ほう使つかいのじいさんの姿だった。

「なんだよヴァル、そのかっこうは」

『若者よ、何を悩なやんでおるのかね』

「お前に相談したってどうにもならないことだよ」

『広大無辺の電脳空間を知りつくした我わが輩はいは全知全能にひとしい、さあ話しなされ』

「人をからかうのはやめてくれ、お前の冗じよう談だんにつきあえる気分じゃないんだ」

「ふむ……この姿は、人生に悩む青年にアドバイスするときに最適のパターンのはずじゃが、データが古かったかのう』

　立体映像は、あごヒゲをなでると芝しば居いがかったしぐさで杖つえをふりかざし、一いち陣じんの煙けむりとともに消えた。

　やがて、いつものタキシード姿の老人のかたちをとって僕ぼくの前に現われたヴァルは、慇いん懃ぎんに頭を下げた。

『まことに失礼いたしました。ギャグが少しすべったようですな』

「なにをいまさら、僕の数十倍は生きているくせに」

『電子人格には生きているという概がい念ねんはございませんが、マイド様の十数代前のご先祖様からお仕えしていることは事実です。わたくしは、いつ、いかなるときでも不ふ眠みん不ふ休きゆうで、ガーナッシュ家のために働いております。それがわたくしの義務であり誇ほこりであります』
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「不眠不休はあたりまえだ、いびきかいて寝ねるコンピューターなんてあるものか」

『いえいえ、部分生体脳を使用しているタイプには、ときとしてリアクタンスが過負荷になりますと自己防衛本能が皮質に働きまして判断停止に陥おちいることがあるのです。これを我々の間では「イネムリこいた」と呼んでおりまして、コンピューターも寝ることがあるのですよ』

「今さらお前からコンピューターのレクチャー受けるつもりはない。そりゃあ確かにお前は有能な電子テクノサーバントさ。情報ネットワークの検けん索さくや、データ処理に関しては誰だれにも負けないほどの経験があるかもしれないけど、不可能なことは不可能なんだ。残念なことに今、僕ぼくに必要なのは宇宙船のデータや情報じゃないんだ。実に僕をアウトニアまで運んでくれる一隻せきの宇宙船なんだ」

　僕はヴァルに愚ぐ痴ちをこぼした。

　ヴァルは、僕を手まねきした。

『マイド様、アウトニア行きの船ならございますよ。三時間後に出発する予定の船です』

「なんだって？　でも、さっき出発カウンターで……」

『これは先ほどモニターした、このステーションの管制コンピューターのデータですが、出港リストのところをご覧ください』

　画面の中でヴァルが手を広げると、そこに船の名前と行き先とがずらりと並んだ。

　その中の点てん滅めつしている一行に目がクギづけになった。

『船名＊シザーズ・クイーン　行先＊アウトニア』

　僕はロビーの椅い子すの上に放り出してあったラゲッジパックを抱かかえ込むと、カウンターに向かって走った。

「な、なんですか」

　目の色を変えてカウンターに突とつ進しんしてきた僕を見た係員の顔に恐きよう怖ふの色があったが、僕はおかまいなしに叫さけんだ。

「なんですかじゃない！　アウトニア行きの船は、ないと言ったじゃないか！」

「え、ええ、あと二週間はありません」

　カウンターの上にモニターを開いた汎はん用よう端たん末まつを投げ出した。

「じゃあ、この船はなんだ！　アウトニア行きって出ているぞ」

　我ながら大きな声だったと思う。

　ロビーにいた人たちの視線が痛かったが、そんなことにかまっていられなかった。

　カウンターの係員は、モニターをのぞきこんで納得したようだった。

「ああ、これですか、これは私有船ですよ」

「私有船？」

「ええ、個人所有の宇宙船です、定期航路の船ではありません。でも、どうやってうちの管制リストを……」

　係員は怪け訝げんな顔をした。

「そんなことはどうでもいいんです！　なんとかしてその船に乗せてもらうことはできないものですか？」

「その船の所有者と直接交こう渉しようしていただくしかありませんね。でも、無理だと思いますよ」

「きいてみなければわからないじゃないですか」

「ただの貨物船や私有船ならばなんとかなるかもしれませんが、この船はまず不可能でしょうな……」

　とりすました係員の顔つきが気になった。

「あの……所有者は誰だれなんですか？」

「『シザーズ・クイーン』は、アウトニア星系統治国シザーズ王家の専用船でございます」

　係員は慇い懃んぎんに答えた。







　第三章　シザーズ・クイーン







「おい……」

『なんでしょうか』

「お前のデータは間ま違ちがっていないか？」

『何をおっしゃいます、電子人格が間違いを冒おかすはずがありません、人間や神様じゃあるまいし』

　胸のポケットにある端たん末まつが不服そうに答えた。

「でも、このボロ船が王家の専用船だとはどうしても思えないんだ」

　星系ステーションの離り発はつ着ちやくポートに停てい泊はくして、推すい進しん剤ざいの積み込みをしている薄うす汚よごれた……いや、はっきりいってめちゃくちゃ汚きたない中型コンテナ貨物船をながめて僕ぼくはそうつぶやいた。

『船せん籍せきコードも貨物コードも管制データも、すべてこの船がシザーズ・クイーンであることを示しております。船首に描えがかれた赤と白のハサミの紋もん章しようは、間違いなくシザーズ王家の紋章です……が、たしかにこれは王室専用船には見えませんね』

　ヴァルは、ステーションの監かん視しカメラネットワークの映像をモニターしたらしい。

「ボロ船で悪かったわね」

　振ふり返ると、そこに重力レンチを持った作業員らしい女の人が立っていた。

　年ねん齢れいは二十七～八歳くらいだろうか、ととのった顔立ちに切れ長の目と、うしろでまとめた長い赤毛の髪かみの毛けの艶つやや、フィットした作業服からわかるプロポーションの良さからただよう大人おとなの色気が、鼻のあたまについている伝導グリスと妙にミスマッチしている。

　その人は、他人に言われると腹が立つ、といった表情で僕ぼくをにらんでいた。

「あ……ごめんなさい、気を悪くしましたか？」

　僕は素直に頭を下げた。

　女の人は、少し驚おどろいたような顔をしたあとで肩かたをすくめて笑った。

「そう素直に謝られちゃ、なんとも言いようがないね、実際ボロ船なんだから」

　その笑顔にすべてを託たくすことにした。

「あの。この船はアウトニアに行くんですか？」

「ああ、そうだよ、買い出しが終わったらすぐに出港するつもりだけど。それがどうしたんだい？」

「お願いがあります」

　僕がそこまで言ったとき、突とつ然ぜん目の前の窓のむこうにあるボロ船の推すい進しん剤ざいタンクのヴァルブから、推進剤が噴ふき出した。

　真空の宇宙空間の中では、噴ふき出す音は聞こえない。

　しかし、推進剤の勢いによって暴れるボロ船を支えている構造材がきしむ音がステーション全体に響ひびきわだった。

「ちくしょう！　四番ヴァルブか！　やっぱりもたなかったな！」

　女の人は硬こう化かテクタイトの窓を殴なぐりつけると、ドックエリアに向かって走り出した。

　宇宙船ドック内の警報が、今いま頃ごろになって響き出した。

　おいてきぼりを食らった僕は呆ぼう然ぜんとしていた。

『Ｎタイプの汎はん用よう貨物船はすでに生産が終しゆう了りようして五十年経過しております、ブックスならいざしらず、このような辺境では部品調達も、ままなりますまい』

　ヴァルがしたり声でつぶやいた。

　そうか、あの人はきっと苦労してるんだろうな。

　そのとき、頭の中にひらめいたことがあった。

「ヴァル！　このステーションの備品リストが検けん索さくできるかい？」

『いともおやすい御ご用ようですが』

「台帳じゃない、本当の部品リストだ」

　ヴァルは、しばらく無言だった。

『それは、搬はん入にゆう部品データから搬出部品データを引くような、簡単な話ではありませんね』

「そうだ、欲しいのはデータじゃない。部品コードの変へん更こう。横流し。窃せつ盗とう。紛ふん失しつ。そういったことを全部ふくめて、本当に存在する部品のリストが欲しい。Ｎタイプ貨物船の部品全部だ！」

『しばらくお時間を下さいませんか？　メインコンピューターの過去ログと、防犯モニターの過去映像などをすべてスキャンして、どんな部品が搬はん入にゆうされて、出ていったかを識別いたします』

「たのむ」

『難しい命題を与あたえられれば与えられるほど……燃えますでございます』

　ヴァルの声はたしかに嬉うれしそうだった。

　三十分ほどかかった。

　そのリストを汎はん用よう端たん末まつでプリントアウトしたものを抱かかえて僕ぼくはドックエリアに向かった。

　作業用ドックエリアは、殺気だった整備員たちでごったがえしていた。

「コード六五六六八九の汎用ヴァルブが欲しいのよ！　互ご換かん品ひんでもなんでもいいの！　口金のサイズさえ合えば、シールの方はなんとかするから！　……え？　取り寄せになる？　いつ着くのよ！　明後日あさつて？　そんなに長い間ドックに係留できるわけないでしょうが！」

　ドックエリアの入り口にあるカムスクリーンのところで聞きおぼえのある声がしていた。

「今の会話聴きいたかい？」

『コードナンバー六五六六八九の汎用ヴァルブですな。ございますよ。Ｇ一三倉庫の八六Ａ二三Ｂの棚たなのうしろに落ちております』

　僕は、カムスクリーンの前で、備品管理責任者らしい人物とわたりあっている女の人に近づいた。

「あの……」

「悪い、今取り込み中なんだ、あとにして」

「そのことなんですけど」

「あのねえ！　取り込み中だって言ってるのがわかんないの？　こっちは今、部品探して必死なんだって……あら？」

　その女の人は僕を見て、少し驚おどろいたようだった。

「キミは、さっきの……」

「ええ、先ほどお願いをしようとした者です、お忙いそがしそうなのでどうしようかと思ったのですが、何かお力になれるかと思いまして」

　女の人は、一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしたあと笑い出した。

「あ、ごめんね、あんたを笑ったんじゃないの。見たところいいとこのお坊ぼつちゃんらしいけど、どんなにコネやカネがあったって、今のわたしを助けることはできないだろうな……って思っただけなのよ、気を悪くしたらごめんね」

「そうでもないかもしれませんよ。このリストを見て下さい、このステーションの倉庫に眠ねむってるＮタイプ汎用貨物船の主要交こう換かん部品のリストです」

　女の人は、そのリストをひったくった。

　パラパラとめくった手が止まるのと同時に、その人は目め一いつ杯ぱい疑わしそうな目で僕を見た。

「手の込こんだイタズラじゃないだろうね、どこ探しても絶対に見つからなかった部品がこんなにあるなんて信じられない！」

　僕ぼくはふところから汎はん用よう端たん末まつを取り出して女の人の目の前で開いた。

「ヴァル、説明してあげてくれ」

　端末の上にホログラフが立ち上がる。

　今回は三十代の実直そうな男のキャラクターだな。

　ホログラフのヴァルゲインは、女の人に軽く一礼した。

『はじめまして、おじょうさん。わたくしはマイド・ガーナッシュ様にお仕えするテクノサーバントのヴァルゲインと申します』

　女の人は目を丸くして無言だった。

　そうだよな、普ふ通つう、テクノサーバントってのは、コンピューター管理ができる奉ほう仕し用ようのバイオノイドの別名だものな。

　僕みたいに電子人格だけを汎用端末にインストールして持って歩く人間はめずらしいのだろう。

『マイド様に命令され、このステーションに存在するすべての部品を検けん索さくいたしました。わたくしは、のんべんだらりと搬はん入にゆう部品リストから搬出部品リストを差しひいた残りを在庫として指し示すようなことはいたしません。このリストは、実在する部品そのものでございます。お疑いならば、Ｇ一三倉庫の八六Ａ二三Ｂの棚たなのうしろをお調べ下さい。お探しの汎用ヴァルブ、部品コード六五六六八九が、おっこちております。あ、上に別部品のコードがついた包装パッケージがかぶさっておりますからお間まち違がいなきように』

　女の人はホログラフのヴァルを真しん剣けんな目で見ていたが、やがて手に持った港内用のインカムに向かって叫さけんだ。

「ルサ！　聞こえる？　今どこ見てるの？　Ｇ一三倉庫に行って！　そう、でね、八六Ａ二三Ｂの棚のうしろを確認して。そう。そのパッケージの下。なんかありそう？　じゃあ直接行ってその目で確認して！　モニターじゃだめ！　うん。わかったら連れん絡らくちょうだい」

　女の人はインカムの通話スイッチを切ると、僕たちに向き直って笑った。

「どうやら当たってるみたいだね」

　そしてそこで言葉を切ると、真ま面じ目めな表情になって僕に頭を下げた。

「どちらの貴族さまか存じませんがありがとうございます。わたしめは、このシザーズ王家専用船、シザーズ・クイーンの船長で、マリリン・コイズミと申します」

「あ……船長さんだったんですか、私はてっきり……あ、いえ。それより、どうして私が貴族だと」

　マリリン船長はにっこり笑った。

「帝てい星せいブックスならいざしらず、こんな辺境で、テクノサーバントを連れているのは貴族さまぐらいですから」

　僕は頭をかいた。

「失礼しました、私はダイテツ王家に仕えるガーナッシュ男だん爵しやく家けの当主で、マイド。マイド・ガーナッシュと申します。と言っても領地もなにもない官位のみの貧びん乏ぼう貴族ですので、そんなにかたくるしく考えないで下さい」

　僕ぼくはあわてて言い訳をした。

　貴族扱あつかいされたくなかったからだ。

　それに、僕はこれからあの船をヒッチハイクしなきゃならないんだから。

　そのとき、マリリン船長のインカムが吠ほえた。

「姉あね御ご！　ありました！　タイプＮの汎はん用ようヴァルブ！　間ま違ちがいありやせん」

　姉御か。なんかぴったりの呼び方だな。

　僕の表情をちらりと見た船長は、少し赤くなった。

「ルサ！　わかったから早くドックまで持ってきな！　係留料金がバカにならないんだからね！」

　マリリン船長はインカムのスイッチを一方的に切ると、軽くせきばらいした。

「そう言えばさっきからなんか言っていたわね、わたしにお願いがあるとかなんとか……」

「ええ、そのことなんですけど……私をアウトニアまで乗せていただけませんか？」

　マリリン船長の目が丸くなった。

「アウトニアまで？　貴族さまが？　こんなボロ船に？　チャーター船でもなんでもあるでしょうに」
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　それができたら苦労はない。

「あの、先程申しましたとおり私は貧びん乏ぼう貴族でして……その……経済的に余よ裕ゆうが」

　マリリン船長は、半分納得したようだった。

「そりゃあ……まあ、乗せろと言われれば乗せてあげるけど。いったいなんの用があるんだい？　あんなド田舎いなかに」

　任官先なんです。と言う気はしなかった。

　あんなド田舎に任官するなんて、コイツはどんなマヌケなやつなんだ？　という目で見られたくなかったからだ。

「あ、いえ、たいした理由じゃあありません。仕事があるんですよ、あそこで」

　この一言が、あとで大きく僕ぼくの運命を変えることになるなんて、僕はこのとき、気がつきもしなかった。

「ふーん、キミにはお世諸になったから乗せるのはかまわないけど、一週間はかかるからねえ」

「あ、諸費用ならお支し払はらいします」

「いや、お客さんあつかいはできないってことなんだ。見てのとおり船長みずから整備に飛びまわらなきゃならないほどギリギリの人数で運行しているから、キミにも働いてもらわなきゃならないかもしれない。何か資格持ってる？」

「一応一等航宙士の資格を持ってますけど」

　マリリン船長は、にっこり笑って右手を出した。

「決まりだね！　わたしはキミを臨時航宙士として雇こ用ようする。ようこそシザーズ・クイーンヘ」

「よろしくお願いします。船長」

　船長の右手を握にぎりかえした。

　やわらかな、あたたかい手だった。

「クルーになったんだから、姉あね御ごと呼んでいいよ。船長よりそっちの方が呼ばれなれてるから。さて、そうと決まれば乗組員に紹しよう介かいするからついといで。と言ったってあたしをふくめて五人で動かしてるからねこの船は」

　マリリン船長。いや、マリリン姉御は片目をつぶった。

　確か、Ｎタイプの貨物船ってのは最低でも十人くらいの乗組員が必要じゃなかったっけ。

　こりゃあコキつかわれそうだな。

　僕は覚かく悟ごを決めた。







　第四章　アウトニア王国







　アウトニア星系の王星である。ユーマ・アウトニアまでの船旅は、おおむね平へい穏おんだった。

　トラブルと言えば老ろう朽きゆう化かした推すい進しん用よう反はん応のう炉ろの一基が暴走して爆ばく発はつしたぐらいのもので、こんなことは日常のことらしく、機関員の人たちは暴走した反応炉を後方シールドの外へほうり出して、その爆発を利用して加速した。おかげで三日も早く着くことになった。

　しかし、そのむちゃな加速のためにメインコンテナの支し持じ架かか破損してしまい、どこかに飛んでいきそうになったコンテナを、バーニアをせおった機動服でひっぱってきて、むりやり溶よう接せつするという命がけの作業をするハメになった。

　そして、この三日ぶんの加速のために、予定されていた軌き道どう計算はすべて白紙にもどり、ヴァルの助けをもらって、やっとのことで最短減速ルートをおり出すことができた。

　そのデータをマリリン姉あね御ごのモニターに転送しおわって、肩かたの力を抜ぬいたとき、モザイク模様のブリッジの中でどよめきがあがった。

　なぜブリッジがモザイク模様になっているかというと、べつに装そう飾しよくのためにそんな模様になっているわけじゃない。

　ブリッジ内の計器の色がすべて微び妙みようにくい違ちがっているからなんだ。

　最初は理由がわからなかった。

　マリリン姉御は、にやにや笑いながら、機関長のルサ・マースさんを指さしてこう言った。

「この船は、あのおっさんの盆ぼん栽さいみたいなモンだからね、あのおっさんにきいてみな」

　ルサ機関長は、年ねん齢れい四十歳くらいの物静かな人だった。

「この『シザーズ・クイーン』はな、そうさなあ、三百隻せきぶんの部品を使ってるかなあ。お前さんも知ってのとおりこのＮタイプの貨物船は一万隻以上作られたベストセラーだったが、今や部品すら生産中止になって、まず手に入らない。廃はい船せんの部品をかっぱいで組みつけるしかないってわけだ」

「再生船なんですか！」

　僕ぼくの言った「再生船」と言う言葉の響ひびきに「粗そ悪あく品ひん」という感かん触しよくを聞きとったルサ機関長は、露ろ骨こつにイヤな顔をした。

「お前さんの言っている再生船というのは、事故った船の使えそうな部分だけをつなぎ合わせてでっちあげたシロモノのことだろう。このシザーズ・クイーンを、そんな、木に竹を接ついだようなモノといっしょにされちゃ困る。こいつにはＮタイプ貨物船の純正部品以外の部品はビス一本。配線のコネクター一個使っちゃいない。松なら松だけ、柿かきなら柿だけで作り上げた正しよう真しん正しよう銘めいのＮタイプ貨物船なんだ」

　マリリン姉御が言っていた意味がわかった。

　この船はたしかに盆ぼん栽さいだった。

　そんなモザイク模様のブリッジの中で起こったどよめきが、いったいなんのことかわからずにいると、マリリン姉あね御ごが、にやにや笑いながら、僕ぼくのブースのところまでやってきた。

「マイド男だん爵しやく閣下様、握あく手しゆしてもらえるかな？」

「かたくるしいのはやめて下さいって言ってるじゃないですか」

「それはわかってるけど、わたしに大おお儲もうけさせてくれた人間を呼び捨てにはできないよ」

「大儲け？」

　なんのことだかわからずにいると、ルサ機関長の横にいたカワハヤ航宙士……瘦やせた三十過ぎの、見るからにコンピューターオペレーターと言った感じの人だが、この人が、いまいましそうに話しかけてきた。

「俺おれたちはな、賭かけてたんだよ。その、あんたの計算能力をな。新しい軌き道どう計算をどのくらいの時間でやるか、姉御が三分以内ってとんでもない数字を出したときは、俺たちみんなが、いただきだ……って思ったのもむりなかろう。それをあんたは一分半で出しちまった、証明つきでね。おかげで俺たちは貧びん乏ぼう人にんだよ」

「すみません」

　カワハヤ航宙士は、あわてたように手を振ふった。

「いやいや、あんたが謝ることはない！　あんたを見くびった俺たちが悪いんだから」

「でも、それは僕だけの実績じゃありません。ヴァル……電子人格ですが、彼と僕とでやったことなんですから」

「そうか、そうだよな」

　ブリッジにいた全員の視線がマリリン姉御に集中した。

　マリリン姉御は僕の方をにらんだ。

「この……正直者！」

　僕は笑ってしまった。

「決してほめたわけじゃないんだよ。だけどまあいいか。半分返すとするか」

　マリリン姉御は肩かたをすくめた。

「まったくもう、ヘッジファンドのマリリン・コイズミと言えば、金きん融ゆうトレーディング界じゃあ有名だったのに、信用単位を失っちゃあ、仲間うちの賭けにも勝てないってわけか」

　コンソールデスクの上に置いてあった汎はん用よう端たん末まつの上に投とう影えいされていたヴァルが、マリリン姉御の言葉を聞いてちょっと表情を変えた。

「どうかしたのかい？　ヴァル」

『いえ、なんでもございません』

　ホログラフのヴァルは右手の指を交差させて、おじぎをした。

　これは『秘密の話がありますのであとで』という意味だった。

「それにしてもテクノサーバントってのは万能選手だね、軌道計算までやっちゃうんだ」

「ヴァルは特別なんです。彼はもう三百年以上僕の家に仕えていますので」

「三百年!?」

　マリリン姉あね御ごは大声をあげた。

「そんな昔からテクノサーバントってのはあったのかい？」

「もともとは僕ぼくみたいに汎はん用よう端たん末まつで持ち歩くもので、大昔はべつに貴族でなくても持てたそうなんですが、いつのまにか金をかけたバイオノイドにインストールして連れて歩くのが貴族のシンボルみたいになっちゃったんです」

　マリリン姉御は、僕を見て笑った。

「それにしても、あんたは貴族って感じじゃないね。ブックスからくる貴族様が、みんなあんたみたいなのばっかりだったら、さぞかし気が楽なんだけどね」

「僕以外に、ブックスからくる人がいるんですか？」

「ああ、いるよ、軍人だけどね、辺境惑わく星せい同盟軍の監かん視しのために毎年送られてくるんだ。もう鼻持ちならないバカばっかり」

　それは僕です。とは言えなかった。

　それよりも、うまく聞き出せば、毎年行方ゆくえ不明になる理由がわかるかもしれない。

「なんで毎年来るんですか？　任期が一年だとか？」

「そんなんじゃないよ。そうさね……辺境をナメてるヤツばっかりだからね、このあたりじゃあ航法ビーコンなんてないのを知らないで惑星査察に出てそれっきりになったり、大たい気き圏けん内ないの飛行プログラムの切きり替かえ方知らないで飛んでって、ちょいと強く着陸して炎えん上じようしちゃったりするだけのことさ」

　マリリン姉御はそこで言葉を切って肩かたをすくめた。

「どうすればいいのか、こっちに聞けば……そうだね、見殺しにはしないけど。聞かれもしないことを教えてやる義理はないし、いろいろ帝てい国こくに告げ口されちゃ困ることもあるし……」

　そこまで言ってからマリリン姉御は、しまった！　という顔をした。

「いけない、あんたも帝国の貴族さまだっけ、今の話はなかったことにしとくれ。まあ、見たところ軍人とは縁えんがなさそうだけど」

「そう見えますか？」

「そうだね、軍人と言うより通信教育講座の派は遣けん教師って感じかな？　仕事って、それだろ？」

　そういうことにしておいた方が無難だな。

「ええ、まあ、そんなところです」

　マリリン姉御は、意を得たり、と言った感じでうなずいた。

「メイ様の家庭教師をブックスから呼ぶってウワサは本当だったんだねえ。それにしてもずいぶん若い男の子をよこしたものだなあ、あんたはいくつだっけ？」

「僕ですか？　十九です。もうじき二十ですけど」

「そうか、メイ様は今年で十六歳だったわよね。危ないなあ……でも、あんたは正直そうだし、手が早そうには見えないから大だい丈じよう夫ぶかな？」

　メイ様って誰だれだろう。

　そう考えていると、ホログラフのヴァルが端たん末まつの右下を指さしているのに気がついた。

　そこには精神感応端たん子しがある。そこに触ふれろ、情報を僕ぼくの脳に直接送り込む……と言っているのだ。

　僕は緊きん張ちようした。

　感応端子を使用すると、あとでひどい頭痛に見み舞まわれる。ヴァルだってそのことは知っているから、めったに使用することはないのだ。

　それをあえて使用しろ、と言うことは、僕に知らせたい情報は、かなり重要な情報だということなんだろう。

　僕は、なにげない振ふりをしてそこに人差し指で触れた。

　その瞬しゆん間かん。頭の中に冷れい却きやく剤ざいを注ぎ込まれたような感覚が僕をおそった。

　様々なデータが、ざあざあ音を立てて頭の中に流れ込んでくる。

『メイ様とはシザーズ王家の第三王女メイ・シザーズのことであり、「幸運の王女」として全辺境惑わく星せい同盟軍のアイドルであること、マリリン姉あね御ごは五年前まで全銀河を舞ぶ台たいにした金きん融ゆうトレーディング界の花形トレーダーだったが、仕し手て戦に敗やぶれて引退した人物であること……そして、どうやら僕の正体に気づきつつあること』

　僕は、最後の情報に驚おどろいた。

　どうすればいいんだろう……。

　その時、僕はデータの一番最後に加えられたヴァルのメッセージに気がついた。

『マイド様、しばらくお芝しば居いをおつづけ下さい、アウトニアに到とう着ちやくしてあちらの星系コンピューターの電子人格と接せつ触しよくできれば、なんとかいたします』

　ヴァルを信しん頼らいしよう。だって、それ以外に方法がない。

　僕は、そしらぬふりで端末から指をはなした。

「幸運の王女様に失礼なことをしたら、全軍の兵士から命を狙ねらわれちゃいますよ。そんな、だいそれたことなんてできるものですか」

　マリリン姉御の片方の眉まゆが上がった。

「へえ……よく知ってるわねえ」

「まあ、一応スポンサーのことですからね、最低限のことだけですけど」

　マリリン姉御はそれきり興味を失ったようだった。

「さて！　マイドが入力してくれたデータに合わせて加減速するようにセッティングしてちょうだい！　失敗したら帰れないんだからね」

　ブリッジが忙いそがしくなった。

　航宙士の仕事は、ここまでだ。あとは積荷管理者と機関士の仕事だ。

「すいません、ちょっと自室で休んできていいですか？」

　精神感応端末を使用した副作用がそろそろ出てきたらしい。

「ああいいよ。あれ？　大だい丈じよう夫ぶかい？　顔色が悪いけど」

「ええ、休めば治なおると思います」

「そうかい、あとしばらくあんたの仕事はないから休んでいいよ」

「すみません」

　僕ぼくはそう言い残すとブリッジをあとにした。

　自室の休息カプセルに倒たおれ込むようにして横になると、自動的にメディカルマシンが作動して、僕の腕うでに無痛注射器が押おしつけられた。

　このメディカルマシンは全自動なのかな、ちゃんと頭痛薬を注入してくれるなんて。

　ぼんやりしてきた意識の中で、ヴァルをブリッジに忘れてきたことに気がついたが、そのころには僕の意識はどうでもよくなってきていた。

　なんか、頭痛薬にしちゃあ変な効き方だな……

　それが、僕が最後に考えたことだった。




　気がつくと。

　誰だれかが顔をのぞきこんでいた。

　目の焦しよう点てんが合わない。

「ちょいとぼうやにはキツすぎたかね。あのクスリは」

　誰だろう。女の人みたいだけど。

　やっと目の焦点が合った。

　マリリン姉あね御ごだった。

　今日はずいぶんキレイな格好してるな。お化け粧しようもキツイし。

「なんだって？　化粧がキツくて悪かったわね！」

　あれれれ口に出して言ってたみたいだな。

「だめだよカワハヤ。まだ自じ白はく剤ざいが効いてるよ。解げ毒どく剤ざい打ってやんな」

「わかりました姉御」

　なにかが腕に押しつけられる感かん触しよくとともに、意識の上にかかっていたもやもやが、すうっとはぎとられた。

　僕は、自室のカプセルから、普ふ通つうのベッドに移されていた。

　調度品の様子から見ると、どうやら船長室らしい。

　目の前にはマリリン姉御とカワハヤ航宙士とルサ機関長がいた。

　そしてマリリン姉御の手にはショックガンがあった。

　その銃じゆう口こうは僕に向いていた。

「おめざめかい？　マイド・Ｂ・ガーナッシュ少しよう尉いどの」

「まだ少尉じゃありません。士官候補生です。軍人ですらないんですよ。任地で辞令をもらわないうちは」

　マリリン姉御はショックガンの銃口を下げて少し微ほほ笑えんだ。

「やれやれ、とんだ正直モノだよ、あんたは。どうやらあたしは正直な貴族サマ、という世にも珍めずしい生き物をまのあたりにしてるのかもしれないねえ」

「……？」

　なにを言っているのかわからなかった。

「なにがなんだかわからないって顔をしてるね。カワハヤ、説明しておやり」

　カワハヤ航宙士が、にやにやしながらベッド脇わきのコンンールを操作すると、ベッドの正面の不ふ透とう過かスクリーンにすらすらとデータが並んだ。

　それは、僕ぼくの個人データだった。

「これは！」

「そう、坊ぼうやのデータだよ、軍務局のファイルにちょいとアクセスして調べさせてもらった。おっと方法は秘密だよ。帝てい国こくの軍人さんにそんなことを教えるわけにはいかないからね」

　ルサ機関長がうなった。

「うーむ、すごい成績だなあ、こいつの士官学校の成績は」

「それが原因だったんだな、お前さんがアウトニアに任官になった理由は」

　カワハヤ航宙士は、おもしろそうに言った。

「まったくバカ正直なヤツだ。もっと巧うまく立ちまわって門もん閥ばつ貴族サマのメンツをたててやれば、こんな所に配属されないですんだものを」

　マリリン姉あね御ごがショックガンをホルスターに納めた。

「悪いけど疑わせてもらったよ。てっきり帝国の情報部が、身分をかくしてアウトニアに潜せん入にゆうしようとしたんだとばかり思ってたんだ。だって今まで民間人の身分のままでアウトニアにやって来た帝国軍人なんていなかったからね。あんたと同じ士官候補生でも、平気な顔して豪ごう華か船チャーターして、その費用をこっちに回すようなヤツばっかりだったからね」

「ごめんなさい、別にウソをついていたわけじゃないんです」

「そうだよね、ワインガー家とも縁えんがあるみたいだし。それにしてもこんな苦労しなくてもこの短たん剣けん見せてくれれば、客人としてお相手したのにねえ。あんた、すごい連中と知り合いみたいだね」

　マリリン姉御は、おもしろそうに短剣を振ふってみせた。

「それは……友人のケルプから餞せん別べつとしてもらったものです」

　マリリン姉御の後ろでルサ機関員とカワハヤ航宙士が息を飲んだのがわかった。

「ケルプ……ってあの、次期族長って言われてる兄ちゃんか？」

「そう言えば帝国の士官学校に入学したとは聞いていたけどなあ。坊やの友だちだったのか」

　なにがなんだかわからない。という顔をしていたのだろう、ルサ機関長が肩かたをすくめると説明してくれた。

「ワインガー家ってのが海かい賊ぞくだったって話は知ってるよな。実を言うとあいつら一族は、今でも海賊なんだ。と言ってもべつに商船を襲おそったりするわけじゃない、その逆だ。辺境域や武力衝しよう突とつしてる紛ふん争そう区域のまんなかでも、飛んでって商売をする交易船。そいつらの護衛を担当してるんだ。帝国軍は民間の商売までめんどうを見ちゃくれないからな」

「俺おれたち宇宙船乗りにしてみればありがたい連中なんだ。その短剣を見せられて『イヤだ』って言えるのは……そうだね帝てい国こく軍ぐんから給料もらってる軍ぐん艦かん乗りだけだろうね」

　そうか、ケルプが別れぎわに言っていた言葉の意味がやっとわかった。

「まあ、これで坊ぼうやの疑いは晴れたね。メイ様の家庭教師だというのも本当だったしねえ」

　なんだって？　そんな話は聞いてないぞ、あれはとっさのでまかせで……。

　そう言えば、ヴァルが何か言ってたな。アウトニアに到とう着ちやくしたら星系の電子人格と接せつ触しよくしてなんとかするって……。

「あの、もしかしたらアウトニアについたんですか？」

「そうさ、ユーマの周回軌き道どうステーションにドッキングしたところだよ。パトラに身分照会したら………パトラってのは王おう星せいユーマの電子人格だけどね。たしかにあんたの名前と顔と個人データが家庭教師として登録してあるって言ってたよ。本業は軍人だから隠かくしファイルになっていたそうだけどね、ベネルセ通信教育講座もずいぶんアコギだねえ。講師として登録されていて、なおかつアウトニアに居住することのできる人間、とくりゃああんたぐらいのモノだもんね」

「どうするつもりですか？」

「どうするもこうするもないやね、帝国の軍人の貴族様で、ワインガー家のご学友に手出しするほどバカじゃない。何もしないよ。メイ様の家庭教師を殺すわけにもいかないし、この船を救ってくれた恩義もあるし」

「どうもありがとうございます」

　マリリン姉あね御ごは、吹ふき出した。

「本当に正直者だねえあんたは。殺されそうになったってのに礼を言うやつがあるかい！」

「でも、あなたは僕ぼくを殺さなかったんですから、それに対してお礼を言うのは当たり前のことじゃないですか」

　マリリン姉御はちょっとびっくりしたような顔をしたあとで少し赤くなってまくしたてた。

「生意気言うんじゃないよ！　あんたみたいなひよっこ少しよう尉いが何を言ったって、帝国じゃハナもひっかけないってわかってるから放っておくだけのことさ。無む駄だな殺せつ生しようはしたくないってだけのことなんだからね！　さあ！　さっさと起きてしたくをしてきな！　あんたは帝国の軍人さまだけど、まだあたしの部下なんだからね！」

　僕はあわててベッドから飛び起きた。

　ルサ機関員が笑いながら圧縮ラゲッジパックをわたしてくれた。

「さあ、部屋で着き替がえてこい。軌道エレベーターは三十分後に降下するからな」

「はい、ありがとうございます」

　部屋を出ようとしたとき、カワハヤ航宙士が僕を呼び止めた。

「おい！　忘れ物だ」

　カワハヤさんが僕にわたしてくれたのはヴァルの端たん末まつだった。

「あんたのテクノサーバントは、すげえな。けっこういろんなことを教えてもらったぜ。また遊びにこいって言っておいてくれよ。この船に乗ってないときは辺境惑わく星せい同盟軍の情報処理部にいるからよ」

　僕ぼくは頭を下げると自室に急いだ。

　廊ろう下かを歩きながら、汎はん用よう端たん末まつに向かって話しかける。

「ヴァル……」

『大だい丈じよう夫ぶです、マイド様のとっさのウソはすべてリカバリーしました。ブックスのベネルセ通信教育講座のメインコンピューターにも登録されております。あとはそれを真実にしていただくだけのことでございます』

　僕はため息をついた。

　家庭教師かよ……。

　王女様なんて生き物の生態は、だいたい予想がつく。

　高こう慢まんちきで、わがままで、何か気に入らないことがあればすぐにわめきちらす。そんなヤツと相場は決まってるんだ。

　そんな、わがまま姫ひめのお相手はまっぴらだな……断ってしまおうかな。

　僕の心を見み透すかしたようにヴァルが言った。

『マイド様、辺境惑わく星せい同盟軍から見ればわたくしたちは目の上のタンコブ同様の存在です。今回はマリリン船長の判断で助けられましたが、いつまた命を狙ねらわれるかわかりません。メイ王女の側そばにいることで安全の度合は高くなることは間ま違ちがいありません。家庭教師を断るなどということはくれぐれもなさいませぬように』

　そうか、さすがに王女と一いつ緒しよの場所にミサイルを打ち込んだり爆ばく弾だんを仕し掛かけるようなことはやらないってことだな。

　引き受けるしかないか。

　でも、命を狙われることよりも、家庭教師としてわがままな女の子の相手を続けることの方が気が重かった。







　第五章　王家の人々







　任官登録は、たった五分で終わった。

　銀河帝てい国こく辺境方面軍同盟惑わく星せい連合司令部ユーランド分室アウトニア駐ちゆう屯とん地ちとは、単なる送受信転送端たん末まつ機きのことだった。

　いや、正式にはそれがおかれている雑居ビルの一部屋が僕ぼくの任地だった。

　端末以外にはかんたんなロッカーと汎はん用よう事務机と椅い子すがあるだけのその一角を見た人は、ローンクレジットの無人自動受うけ払ばらい機コーナーだと思うに違ちがいない。

　任官辞令をその端末の中に差し入れると、そのまま指の生体細さい胞ぼうを採取された。そして五分後、受付完かん了りようの文字と、少しよう尉いの階級章と略りやく綬じゆが転送されてきて、儀ぎ式しきは完了した。

　うーん、ここに任官したヤツが自じ暴ぼう自じ棄きになる気持ちが、わからないでもない。島流しなんてまだ軽い方かもしれない。

　でも、僕はここで生きていかなくちゃならない。

　こんな辺境では、まともに戦うことができるほどの戦力も人材もないだろうし、たとえ戦って勝利しても、帝国の軍報に三行ほどの報告が載のるだけだろう。

　辺境なんて、帝国にしてみれば、毛玉取りや、くっつかない包丁のようなアイディア商品と同じで、「あってもなくても同じだが、あった方が便利かな？」ていどの存在なんだ。

　僕はそんな扱あつかいを受けながらこの辺境の地に骨を埋うめるようなつもりは、さらさらなかった。

　いつか……そう、いつか必ず銀河帝国の帝てい星せいにかえり咲さいてやる。

　それが、ケルプたちとの約束だからだ。

　とりあえず、生き残れたらの話だけど。

　階級章を制服につけ終わると、事務机の脇わきに等身大のヴァルが立って拍はく手しゆをしてくれた。

『任官おめでとうございます、マイド少尉殿』

「ありがとう、祝ってくれるのはヴァルだけだな。それにしても、ホログラフでもやっぱり近くに人の姿があるというのはいいものだね」

『バイオノイドでなくてもかまいません、せめてテクノドールていどの実体がございますれば、マイド様にこの間のような危ないことがおきぬように未然に防げたのでございますが』

「初任給が出たら考えるよ」

『ありがとうございます』

　頭を下げたヴァルが、何かに気がついたようだった。

『マイド様にお呼出しがかかっております、代りにお受けいたしましょうか？』

「いや、いいよ、テクノサーバントに受け答えさせて貴族風を吹ふかせてる、と思われるのもイヤだし、代わってくれ」

　ヴァルは一礼すると消えた。

　代わりに現われたのは、小太りで血色のよい、見るからに「侍じ従じゆう」という顔をした中年のおじさんだった。

　おじさんは、一いつ瞬しゆんびっくりしたような顔をしたが、すぐに威い厳げんを持った顔つきになった。

「はじめまして、私はシザーズ王家の侍従長でリドルと申す者でございます。あの、つかぬことをお伺うかがいいたしますが、ベネルセ通信教育講座よりの派は遣けん家庭教師の、マイド・Ｂ・ガーナッシュ様というのは、どちら様でしょうか？　住所がそちらになっているのですが……」

「はい、私です」

　一瞬リドル侍従長の顔に狼ろう狽ばいの色が走った。

「し、しかし……そんな！　帝てい国こく軍ぐん人じんに副業など認められるわけがないでしょう」

「軍人が副業をすることは禁止されておりますが、家庭教師が副業に軍人をすることについてはなんの規則もありませんよ」

「はあ……」

　侍従長は途と方ほうにくれたような顔をした。

「わかりました……いえ……その……本日歓かん迎げいの式典を行う予定でございまして、その……」

「わかりました、では王宮にお伺いします」

「は、はい。ではくわしくはこちらの案内状をご覧下さい」

　リドル侍従長の言葉と同時に転送口から封ふう書しよがするすると出てきた。

「では、失礼いたします」

　ホログラフのリドル侍従長が、頭を下げて消えるのと入れ代わりにヴァルが現われた。

　ヴァルはおもしろそうに言った。

『マイド様が家庭教師と同一人物と知って、困っていたようですな』

「そりゃそうさ、僕ぼくが家庭教師として王宮内にいたら、爆ばく弾だんをしかけたり対人ミサイルを打ち込むわけにはいかないからさ。ヴァル、たのみがある。調べてくれないか？　辺境惑わく星せい同盟軍の組織、戦力、戦歴、誰だれが強きよう硬こう派はで誰が穏おん健けん派はなのか。僕を消したがっているのは誰なのか、そしてその理由を。命を狙ねらわれるなら、せめて相手の名前ぐらいは知っておきたいからね」

『承知いたしました。帝国軍務局の最高機密ファイルに比べればこんなところの防ぼう壁へきなど紙のようなモノでございます。では、とことん調べてまいります、くれぐれもお気をつけて』

　ホログラフのヴァルは一礼して消えた。

　ヴァルは、今、なんと言った……帝国軍務局の最高機密ファイルだと？　まるで開いた経験があったような言い方だったぞ。

　僕は一瞬想像したが、とても怖こわい考えになってしまったので、その想像を頭から消し去って、まずやらなければならないことに考えを向けた。

　最初にやるべきこと。そう、それは盗とう聴ちようデバイスを探し出すことだ。

　僕は、まず事務机のコンソールをたたいて、帝国軍の端たん末まつとアウトニア星系のメインコンピューターとのリンクを解除した。そして、念のために、ケーブル端たん末まつのコネクタもなにもかもはずしてから、ヴァルが作ってくれた虫バグ退たい治じソフトを起動させた。

　こいつはセキュリティシステムなどに設置された盗聴用デバイスを探しだし、それを無力化することができる。削さく除じよするのが一番てっとり早いのだが、削除するということは、盗聴用デバイスに気づいていることを相手に知らせることになる。だから、単に無力化するのが一番良いのだ。

　サーチプログラムを作動させて、僕ぼくは待った。

　一分しないうちにモニターに表示が出た。

『盗聴用デバイスの存在を確認できません』

　あわてて、再度サーチプログラムを走らせた。が、結果は同じだった。

　僕は考え込んだ。

　ヴァルの作ったこの虫退治ソフトは、おそらく完かん璧ぺきにひとしいだろう。そのソフトにひっかからないということはだ……。

　結論はひとつしかなかった。

『敵は……本気なんだ』




　王宮は、ユーマシティの街外れの高台にあった。

　最初、そこが王宮だとは気がつかなかった。

　頭の中にある王宮のイメージとあまりにもかけ離はなれていたからだ。

　僕の考えていた王宮とは、臣民を睥へい睨げいする高層建築と、何重にもめぐらされた塀へいと警備員というものだったが、目の前にあるのは、落ちついた雰ふん囲い気きの、ちょっとしたホテルのような建物だった。

　とりあえず正面玄げん関かんに向かった。

　案内状の時間より二時間も早かったが、敵地に赴おもむくさいは事前に地勢をたしかめることは当然だ。と言うより、他にやることもなかったから、様子を見にきた、と言った方が正確かもしれない。

　しかし、玄関には警備員も係員もいなかった。

　どこかに受付や、電子端末などがあるのかと思ったが、それも見当たらない。

　ずいぶん不用心だよなあ。

　玄関から王宮の中に入ると、目の前には矢印と「順路」と書かれた看板が立っていた。

　どうやら僕は博物館か、美術館と間ま違ちがえたらしい。

　あたりを見回していると、後ろから声をかけられた。

「なにか、おさがしですか？」

　振ふり返ると、そこに十五～六歳の女の子が立っていた。

　白いブラウスに紺こん色いろのジャンパースカートというどこかのハイスクールの制服を身につけて、ミルクチョコレートのような明るい茶色の長い髪かみをポニーティルにまとめた色白の女の子は、小さいソバカスが浮ういた顔でおだやかに微ほほ笑えんでいた。

「あ、いや……シザーズ王宮に来たつもりだったんだけど、どうやら間ま違ちがえちゃったみたいなんだ」

　制服姿の女の子はくすり、と笑った。

「ここが王宮よ」

「え？　だって……警備員も受付もないし、順路なんて書いてあるし」

　女の子は、おもしろそうな顔をした。

「あなた、アウトニアの人じゃないわね？　アウトニアの人なら誰だれでも、ここが王宮だということをご存知ですもの。あなたは、どのような田舎いなかからいらっしゃったのかしら？　恥はずかしがらなくともよろしいのですよ、遠路はるばるこのアウトニアまで来るのは大変ですものね」

　この子は、僕ぼくをどっかの開かい拓たく惑わく星せいから来た田舎者だと思っているらしい。

　おもしろそうだから田舎者のふりをしてやるか。

「いやあ、名前言ったってわからないと思うよ、まだ番号しかない開拓惑星から来たんだから、ユーマってすっごい大都会なんでびっくりしちゃった。それにしてもよく僕が田舎から出てきたってわかったね」

　女の子は、にっこり笑った。

「こう申し上げてはたいへん失礼ですけど、あなたの、そのあか抜ぬけない服装です。帝てい国こくの制服に似せたミリタリールックなんて、いまどき着ている人は、めったにいらっしゃいませんから」
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　帝てい国こくの制服を『あか抜ぬけない』と言われた僕ぼくはちょっと腹が立った。

「ファッションについての論評はいいから、ちょっと教えてくれないか？　ここが王宮なら、なぜ受付とか警備員なんかが見当たらないんだ？」

　女の子は、不思議そうな顔をした。

「王宮は、国民の税金で成り立っているのですから、国民の方なら誰だれでも入って、王室の者と話せるのは当然のことだと思いますけど？」

　そして女の子は目を閉じると、こう言った。

「王家は国民の税金にて生いくるものなれば、王家は国民に恥はずることなし」

　女の子は目を開けて微ほほ笑えんだ。

「これがシザーズ王家のモットーなのです」

　帝国の皇こう帝ていとは、まったく違ちがうな。

「ふーんそうなんだ。でも、要件がある人なんかはどこに行けばいいんだい？　僕は今日、リドルという人に呼ばれて来たんだけど」

　女の子の目がやさしくなった。

「ああ、リドルさんに会いたいのね。リドルさんなら内務局にいらっしゃいます。奥おくの突つき当たりの建物よ。こんな大きな建物なんて生まれて初めてでしょう、わからなくなったら壁かべにある順路の札に触さわれば、この建物の図面と現在地がわかるようになっています。迷子になっても大だい丈じよう夫ぶだから安心してくださいね」

「ああ、充じゆう分ぶん気をつけるよ、ありがとう」

　僕は女の子に手を振ふって礼を言うと、教えられた建物に向かうふりをして、王宮内の偵てい察さつを始めた。

　順路の看板に触ふれると、王宮の俯ふ瞰かん図ずが浮うかび上がった。

　この王宮内には、ちょっとした大広間と、小さな会議室がいくつかあるだけで、謁えつ見けんの間のようなものはないらしい。

　内務局の隣となりが王族の居宅になっているらしいが、せいぜい六部屋ぐらいしかない。

　帝国の貴族が週末に釣つりにいく別べつ荘そうの方がはるかに大きくて豪ごう華かに違いない。

　僕は、図面を見ながら案内状に書かれた式典会場をさがした。

　えーと王宮北側松竹梅の間か……。

　図面の上をさまよっていた視線が松竹梅の名前を見つけたとき。

「ウソだろう？」

　思わず声が出てしまった。

　案内状に書かれた会場とは、王族の居宅のリビングルームだったのだ。

　式典を王様の家でやるつもりなのか？　てことは、この式典は内々に行われるってことだな。

　公にできない「なにか」をやるにはもってこいのシチュエーションってことだな。

　たとえば「暗殺」やら「拉ら致ち」なんか。

　ヴァルを連れて来なかったことを後こう悔かいした。

　僕ぼくは、式典がはじまるまでの時間を利用して、王宮の図面以外にさまざまなデータを呼び出して情報を集めることにした。

　そして驚おどろいた。

　ここまでオープンな王家だとは思わなかった。

　はっきり言って「隠かくしごと」なんてまったくない。

　王家の私宅の居間をモニターしているカメラの映像は誰だれにでも開放されていた。

　プライベートな部分にこそモニターカメラは入っていないが、その日の王族の行動が、すべてモニターできるのだ。そして、そのモニターで今日の記録を見た僕は、息が止まるほど驚いた。

　朝食のときに、ニンジンを残して王おう妃ひに怒おこられていた女の子は、間ま違ちがいなくさっきの女の子だった。

　つまり、あの女の子こそ、このシザーズ王家の第三王女、メイ姫ひめだったんだ。

　てことは、少なくとも「その場で射殺」とか「後ろからグサッ」とかいうことはなさそうだな。まさか、国民の見ている前で僕を暗殺する場面を実じつ況きよう中ちゆう継けいするようなことはないだろう。

　いや、安心するのはまだ早い。ひょっとすると国民のモニターに流れる映像に、談笑する僕の映像のＣＧを流しておいて、別室に案内された僕はナイフでめった刺ざし。なんてことになるかもしれない。

　油断できないな……。

　僕は、自分に気合いを入れて内務局へと向かった。

　内務局にはリドル侍じ従じゆう長ちようが侍ちかまえていた。

「お待ちしていましたマイド少しよう尉い様」

「家庭教師は軍人としての仕事ではありません、階級はつけないで下さい」

　リドル侍従長は、にっこり笑った。

「ではマイド様とお呼びいたしましょう。さっそくですが、あちらにビスト国王とビジュー王妃がお待ちですので、どうぞ隣となりの部屋にお入り下さい」

「ちょっとまって下さい！　あの、式典って……私し邸ていで行うんですか？」

「はい、今回の式典は、王女様の家庭教師をお迎むかえするためのものです。これは私事なんですから私邸で行われるのは当然のことじゃないですか。マイド少尉殿を帝てい国こく軍ぐん人じんとしてお迎えする歓かん迎げいレセプションは、辺境惑わく星せい同盟軍の公式行事として後日この星系軍全体で執とり行います。さあどうぞ」

　僕は一回深呼吸をすると、思い切ってドアをノックした。

「どうぞ」

　落ち着いた男の人の声がした。

　ドアを開けた。

　そこには豪ごう華か絢けん爛らんな調度品が並べられた金ぴかの部屋があり、中央の玉座には着き飾かざった王様と王妃が……というのを予想していた僕はとまどった。

　その部屋は、ごく普ふ通つうのリビングルームだった。

　部屋の中央にはダイニングテーブルがおかれ、そこには見るからに手料理といった感じの料理が並べられている。

　ドアの向こうには五十五歳くらいの男の人と、四十くらいの品のいい女性が立っていた。

　女性は明るい黄色のワンピースを、男の人は薄うす手での白いＶのセーターを着ている。それはどう見ても、どこかの会社のオーナーといった感じだった。

「やあ！　お待ちしていました、さあどうぞおかけ下さい」

　男の人が手招きした。

　このおじさんは……国王じゃないか！

「あ、いえ。そんな、国王陛下と同席するなんてとんでもありません！」

　国王は、戸と惑まどったように王おう妃ひを見た。

　王妃がにっこり笑った。

「マイド閣下は、帝てい国こくの作法にのっとってらっしゃるようですが、このシザーズ家では帝国の礼法はお忘れ下さい。郷ごうに入れば郷に従えと申します。お気楽にお願いします、そうでないと私たちが疲つかれてしまいますので」

　そうか、相手を疲れさせる方がよほど無礼だよな。

　思い切って頭を下げた。

「では。失礼して同席させていただきます」

　国王と王妃は、にっこり笑った。

「さあ、どうぞどうぞ」

　国王は僕ぼくに椅い子すを勧すすめると、自分も椅子を引いて座った。

「いやあ、うちのメイもそろそろ十六歳、上の二人はすでに嫁とつぎましたが、いつまでもこのような片かた田舎いなかで教育を受けていたのでは、視野が狭せまい人間になってしまいますのでね。本来ならば帝てい星せいブックスに留学させたいところなのですが、いかんせん我が国は貧びん乏ぼう国こくでして、長男を士官学校に入れるのがやっとでして。せめてブックスの空気を感じさせる人物を身近におきたいと思ってベネルセ通信教育講座に申し込んだのですが、まさか男性が来られるとは思いもよりませんでした」

「はあ……それはそうでしょうね」

　王妃は、おもしろそうな顔をした。

「それにしても、貴族様で、軍人さんとは意外でした。もっとも……だからこそ安心なのかもしれませんわね」

　軍人は規律を守るし、帝国貴族ならこんな田舎の王家など本気で相手になんかしないってことかな。

「メイはユーマ市立高校に通わせておりますので、昼間は帝国軍人として執しつ務むについていただいて、夜にでもメイの勉強を見てやっていただければ結構です。経歴を見せていただいたが、学業成績。考課。すべて文句なしですな。聞くところによると料理、洗せん濯たく、裁さい縫ほう、なんでもおできになるそうで」

　ヴァルのヤツ、どんなデータを入力したんだ？

「ええ、寄宿舎生活が長かったですからね。自然に覚えてしまったんですよ。僕ぼくには家族がいませんから」

　国王と王おう妃ひは、ばつが悪そうな顔を見合わせた。

「ごめんなさい。悪いことを聞いてしまいましたわね」

「いえ、いいんですよ、それはしかたないことですから」

　そのとき、部屋のドアが開いた。

「着き替がえてきたわよ！　これでいいでしょう」

　明るい声とともに部屋に入ってきたのは、さっき僕を片かた田舎いなかあつかいした女の子だった。

「こら！　メイ！　部屋に入るときはノックしなさいといつも言っているでしょう！　お客さんの前でなんですか」

　女の子は、王妃にしかられながら、僕の方を不ふ審しんそうに見ていた。

　どう見てもどっかそのへんの町角のカフェで買い食いしている女子高校生と変わらない。

「おお、いいところにきた。メイ、こちらの方が明日からお前の家庭教師をして下さるマイド・ガーナッシュ男だん爵しやく閣下だ。今日ブックスからお着きになった、帝てい国こく軍人でもある優ゆう秀しゆうなお方だぞ」

　メイ姫ひめは目を丸くして僕を見ていたが、やがてまっかになって、ぽつりと言った。

「ウソつき……」

「こら！　メイ！　なんだその言葉は！」

　僕は怒おこる国王を止めて説明した。

「いいんですよ、実を言うとさっき……」

　説明を聞いた国王と王妃は笑った。

「そうでしたか。いやはや、このことを心配しとったのです、視野が狭せまくなることをね」

「本人も井いの中なかの蛙かわずの気持ちがよくわかったことでしょう」

　メイ姫は真っ赤になったまま下を向いていた。

「さあさあ、パーティーを始めましょう、せっかくの料理が冷めてしまいますわ」

　王妃はそう言って笑った。

「あの、歓かん迎げい式典と言われて来たのですが、式典はいつ……」

　王様は、ばつが悪そうな顔をした。

「リドルが、そう申しましたか、御お役やく所しよ言葉を使わないように言っておいたのですが……私は歓迎パーティーを開くから、マイド様をお呼びするように言っておいたのですよ。これが、言わばその式典というヤツです、質素なもので申し訳ありません」

「あ、いえ、そんな！　こんなに暖かく迎むかえていただけるなんて思ってもみませんでしたので……」

「身内だけのパーティーですわ、御気楽にどうぞ」

　王おう妃ひはにっこり笑った。

「さあさあ、どうぞ御お召めし上がり下さい」

　国王は、僕ぼくのとり皿に中央に盛られたオードブルをとって渡わたしてくれた。

「ありがとうございます」

　その、とり皿に盛られた綺き麗れいなチーズやパテを見て僕は気がついた。

　銃じゆうで撃うったり、刃は物もので刺ささなくても、殺す方法は、いくらでもある。特に遅ち効こう性せいの毒物を入れれば確実だ。これで僕が宿舎に帰って死ねば、そのまま「病死」で片づけられてしまうだろう。

　とり皿を見ながら考え込んでいた僕を見て、王妃が声をひそめた。

「あの、お好みではないものがございましたら。言ってください」

「あ、いえ、ちょっとチーズやパテは。苦手なもので」

「そうでしたか、知らないこととはいえまことに申し訳ありません」

　恐きよう縮しゆくする王妃を見て少し心が痛んだ。

　僕は、テーブルの隅すみに置いてある深いシチュー皿に目を止めていた。

　見るからにできの悪そうなその煮に込こみ料理は、安全に違ちがいない。

　同じ皿から盛って食べる煮込みには毒を入れるわけがないからだ。

「おそれいりますが。その。シチューのようなものを。いただけますでしょうか？」

「は？　これをですか？」

「……これはちょっと……おすすめできるかどうか……」

　王様と王妃の態度は明らかに不ふ審しんだった。

　間違いない。

　きっとあの煮込みだけは安全なんだ。

「いいえ、私はそのような煮込み料理が大好きなのです、寄宿生活が長かったものですから、いかにも家庭料理風の料理にあこがれがあるのですよ」

　にっこり笑ってそう言ってやった。

　王妃はため息をついた。

「どうしてもご所しよ望もうとおっしゃるなら、しかたありませんわね」

　やがて、そのシチューのできそこないのような、見るからに不ぶ様ざまな煮込み料理が僕の前に運ばれてきた。

　その匂においを嗅かいで、一いつ瞬しゆん後こう悔かいした。

　もしかしたら。王妃は本当のことを言っていたのだろうか？

　その疑問は、メイ姫ひめの言葉で氷解した。

　メイ姫は、にっこり笑ってこう言った。

「うれしいです！　私の作った料理を選んでいただけて！」

　そうか……そうだったのか。

　思い切ってその煮込みを口に運んだ。

　そして僕ぼくは生まれてはじめて知った。

　本当にマズイものを食べると、胃じゃなくて頭が痛くなるんだ……。

　そして、僕は今日の料理には毒なんて盛られていなかったことを確信した。

　だって……最後の晩ばん餐さんならば、もっとまともなものを食べさせるはずじゃないか！

　半分食べたところで、涙なみだがにじんできた。

「どうかしましたか？」

　僕の表情を見て、国王が心配そうに聞いてきた。

「あ、いえ、とてもおいしいので……涙が」

　自分の声が裏返っているのがわかる。

　メイ姫ひめは無む邪じや気きに喜んでいた。

「こんなに喜んで食べてくれるなんて！　デルタとあなただけよ！」

　そのデルタとかいうヤツには舌があるんだろうか？

「デルタさんって……どなたですか？」

「あら、デルタは犬よ、私が飼っている。あとでご紹しよう介かいしますわ」

　もし、デルタが話せたら。言いたいことがいっぱいあるだろう。

　煮に込こみを死ぬ思いで食べたあと、鶏にわとりのローストをもらった。

　そのなんの変へん哲てつもないローストを、しみじみ味わっている僕の姿を見ていた王おう妃ひは、しばらく考えていたが、やがて何かを思いついたようだった。

「ねえあなた、マイド閣下を王宮にお招きしたら？　ほら長男のチャマーの部屋が空あいてるでしょう、あの子は士官学校からあと二年は帰ってきませんもの」

「そうだな、帝てい国こくの貴族様を士官宿舎に住まわせておくわけにもいかんと考えておったところだし」

　おいおい……。

「いえ、そんなあつかましいことできません。帝国軍では貴族も平民もありません。士官は士官としての待たい遇ぐうが受けられればそれでいいんですから」

　王妃は、僕の言葉を聞いて軽くうなずいた。

「やっぱりチャマーの言っていたとおりの方ですわね、あなた」

「うむ、まさしくそのとおりだな、真の貴族とはあなたのような方を言うのでしょうな。私からお願いしよう、ぜひ王宮にお住まい下さい」

　なんと国王が、僕に頭を下げた。

　僕はあわてて手を振ふった。

「やめて下さい！　帝国貴族でも、僕は領地も利権も持ってない、それこそ宮住だけの貧びん乏ぼう人にんなんです、たまたま親が官位を持っていた、というだけの。国王陛下が頭をさげるような人間じゃないんですよ！」

　国王は笑った。

「それを言えるあなただからこそ、私は頭を下げたのです。去年帝国士官学校に入校した長男のチャマーが手紙にあなたのことを書いておりましてね、マイド男だん爵しやくのような貴族がいる限り帝てい国こくは発展を続けるだろう。希き代だいの用兵家であり希代の正直者である、とね。この国にあなたが来ることになったのも何かの縁えんでしょう、もう一度お願いする、この王宮に往んでいただきたい」

　何かの罠わなじゃないかな。

　最初にそう考えたのもむりはないと思う。

　だって僕ぼくはこの国の軍隊に命を狙ねらわれているんだから。

　でも、この国王と王おう妃ひの言葉にウソはなさそうだった。

　これはどう考えればいいのだろう。

　僕の命を狙っている連中は、国王たちに、そのことを知られたくないということなのかもしれない。だとすると、僕が国王の近くにいればいるほど、やつらは僕の命を狙いにくくなる、つまり僕は安全なんだ。

　それに、ヴァルがいれば毒殺や、トラップなどから身を守るのは、簡単だろう。

　よし、決めた！

「僕のテクノサーバントも連れてきてよろしいでしょうか」

　王妃の顔が明るくなった。

「バイオノイドの一人や二人増えたって大だい丈じよう夫ぶよね、あなた」

「ああ、この王宮にだってテクノサーバントは何人もおる、いまさら一人二人増えたってどうと言うことはない」

　僕は頭をかいた。

「あの、僕のテクノサーバントは端たん末まつなんです。その。バイオノイドは経済的にちょっと手が出せなくて」

「では、なおさら問題はないじゃないか。そうと決まればさっそく今夜にでもここに引っ越こして来たまえ、荷物を運ぶトラックはリドルに用意させよう」

「あ……いえ、荷物は圧縮ラゲッジパックひとつだけです。すべて軍用の支度品でまかなうつもりでしたから」

　自分の貧びん乏ぼうさが恥はずかしかった。

「うーむ質しつ実じつ剛ごう健けんそのままですな。いやすばらしい」

　国王はなにやら勘かん違ちがいした様子でやたら感心していた。

　王妃は、再び何かを思いついたようだった。

「ねえ。あなた、家族が増えたようなものですし、シザーズ・クイーンの皆みなさまもお呼びしてがガーデンパーティーを開きませんこと？」

「そう何度もパーティーを開くわけにもいかんだろう」

「じゃあ、星系軍の歓かん迎げいレセプションとして開きましょうよ、ガーデンパーティーならそんなに経費はかかりませんわ」

　国王様はしばらく考えていたが、やがてうなずいた。

「そうだなあ。シザーズ・クイーンの乗組員の慰い労ろうをかねて開くとするかな」

「じゃあ決まりね！　すぐに招待状を出すわ！」

　王おう妃ひは楽しそうだった。

　僕ぼくは、軽い驚おどろきを感じていた。

　空間テレビで放映しているホームドラマというヤツそのままの世界がそこにあったからだ。

　こんな家族って……本当にあったんだな。

　これが演技でないとしたら……だけど。







　第六章　最高機密







　王宮から帰ってきた僕は、軽く荷物をまとめた。

　もともと圧縮ラゲッジパック一個分しか荷物はないから、すぐに用意は終わってしまった。

　リドル侍じ従じゆう長ちようが迎むかえにくるまでしばらく時間があまったので僕は、情報コンソールをたたいて、アウトニアのメイン電子人格を呼び出した。

　モニターに三十歳代の落ちついた雰ふん囲い気きの女性が立ち上がる。

『はじめまして。パトラとお呼び下さい』

「よろしくたのむよ」

　電子人格は微ほほ笑えんだ。

『ヴァル殿どのからお話を聞いております。私は、彼に言葉では言えないくらいの恩がございます、ご遠えん慮りよなさらずに何でもお申しつけ下さい』

　電子人格の『恩』ってどんなものだろう？

　それは人間には絶対にわからないものなんだろう。

　僕はパトラにシザーズ王家のファイルを要求した。

『わかりました、パーソナルデータも要求しますか？』

「パーソナルデータ？」

『生物学的データをふくみます』

　生物学的データってことは……。

　メイ姫ひめの全ぜん裸らの姿を一いつ瞬しゆん想像して顔が赤くなるのに気がついた。

「いや。そこまでは要求しないよ」

『わかりました』

　パトラは、おもしろそうに答えた。

「どうかしたのか？　何がおもしろい？」

『いえ、あなたは紳しん士し的な方ですね、ヴァル殿の言っていたとおりの方なので安心しました。わたくしは、この星系に人類が訪れたときからこの地を守ってまいりました。どうか帝てい国こくの方にお願いいたします、我々を見捨てないで下さい』

「大だい丈じよう夫ぶさ、僕ぼくはこの国が好きになりそうだからね」

　パトラは、黙だまって一礼するとモニターから消えた。

　やがてパトラが送ってきたデータがモニターの上にあらわれた。それは本当にほのぼのとした家庭の記録だった。

　ライブラリィに記録されているメイ姫の映像のほとんどは学校生活のモニター映像だったが、考えてみれば、高校生にとって学校生活こそが唯ゆい一いつの公的な部分なのだから、当然といえば当然だ。

　そのうちに過去の映像の中に軍服に身を包んだメイ姫が、緊きん張ちようしたおももちで戦せん艦かんのブリッジに立っている映像を見つけた。

　それは二年前の映像だった。

　二年前と言えば神聖ローデス連合の辺境軍との激戦があった第二次パロス戦役の年だな。辺境惑わく星せい同盟軍にも、かなりの損害があったときだ。ということは、あのお姫様は、王家の義務とは言え弱じやつ冠かん十四歳で前線に立ったのか。

　この国では王家といえども特別ではない、ということなんだ。

　年とし端はもいかない末の娘むすめを、最前線に送る。それは、国民とともに痛みをわかちあう覚かく悟ごのあらわれなのだろう。

　ましてや国民にとって王女は雲の上の人じゃない。街の女の子となにひとつ変わらない生活を送っている普ふ通つうの女の子なんだ。

　アウトニアの国民にとって王家とは君臨するものでもなく支配するものでもない。それは象しよう徴ちようなんだ。愛する子供、愛する夫や妻。そして恋こい人びと。愛すべき日常生活。かけがえのないものすべての象徴なんだ。

　これを守るためなら、人間は誰だれだって本気になるだろう。

　それは命を賭として守るに足りるものだからだ。

　気がつくと、僕ぼくの目には涙なみだが浮うかんでいた。

　僕には家族がいない。

　僕の父と母は、僕が八歳のとき、門もん閥ばつ貴族同士の権力争いの爆ばく弾だんテロに巻き込まれて命を落とした。そして身寄りを失った僕は叔お父じにひきとられたが、自じ称しよう冒ぼう険けん家かの叔父は旅行に出てばかりいたから、寄宿学校に入れられることになった。

　それから僕は、ずっとヴァルと過ごしてきた。

　ヴァルは子供のころから、尊敬すべき人間、目標となるべき人間のことを、何度も何度も教えてくれた。

　でも、僕が寄宿舎で教わったことは、人間の価値は血筋と資産で決まるという現実だった。

　尊敬すべき人間や目標になるような人間なんか、この世にいやしない。いや、いても、数えるほどだということだった。

　そのことをヴァルに言うと、ヴァルは困ったような顔をしてこう言った。

『左さ様ようでございますか、しかたありませんね。では、マイド様がそういう人間になるしかございません。尊敬される人間のところには、尊敬されるに足りる人間が集まるものでございます』

　さっきの王様と王おう妃ひの態度は演技でもなんでもない、裏も表もない、そのまんまの人たちなんだ。

　裏表のない人間とはなにひとつ恥はじるものを持たない人間のことだろう。だとしたら、それは尊敬されるに足りる人間にちがいない。

　帝てい国こくの王族。そしてその血族や姻いん族ぞくである門閥貴族どもに比べて、なんて気持ちのいい人たちなんだろう。

　僕はこの辺境国に生まれたかったな……。

　気がつくと、心配そうな顔をしたヴァルが立っていた。

『マイド様』

「あ、ヴァル、どうだった？」

『なかなか面白いことがわかりました、データをお読みいただくよりも感応端たん末まつを使用して戴いただいたほうがよろしいのですが』

　露ろ骨こつにイヤな顔をしたのだと思う、ヴァルは困ったように続けた。

『鎮ちん痛つう剤ざいの服用と、痛覚ブロックチップを耳のうしろに貼はりつけていただければ副作用の頭痛は、かなり軽減できると思いますが……』

「わかったよ、やればいいんだろう？」

　僕は観念した。

『では……』

　僕は端末の端たん子しに触ふれた。

　またもや頭の中に冷たい水のようなものが流れ込んでくる感かん触しよく。

　こうして僕は、辺境惑わく星せい同盟軍がひた隠かくしにしてきた秘密を知った。

　その秘密を知ったとき、思わず大笑いをしてしまった。

　そして、その知ち恵えに感心した。

　辺境同盟軍の最高機密、それは『営業担当士官』という名の存在だった。

　要するにそれは「見せかけの戦争をやるための機関」なのだ。

　帝てい国こく側の辺境国家であるアウトニアと、神聖ローデス連合側の辺境国家は敵対しており、事実、百数十年前までは、本気で戦争をしていた。しかし、帝国と神聖ローデス連合というふたつの大国にとって、辺境の弱小国家どうしの戦争など、大局に影えい響きようを与あたえるわけがないのだから、ほとんど関心を持たれないのが現実だった。

　そんな戦争に、なぜ辺境国家どうしで血を流さねばならないのか？

　必要なのは、お互たがいの本国、つまり帝国と神聖ローデス連合への面子メンツだけじゃないのか？

　だったら、事前に話を通して模も擬ぎ戦をやって、旧式化した艦かんを沈しずめたり拿だ捕ほしあって、その戦果と損害を、それぞれの本国に報告すれば、交付金だってもらえるし、それよりなにより無む駄だな死人が出ない。そう考えた両方の国家の実務担当者が作ったものらしい。

　武力ではなく営業、つまり交こう渉しようとかかけひきで戦争の戦果を決めるという、およそ軍隊の常識とはかけはなれた部門の総そう称しようだった。

　このからくりを知っているのは、おそらく軍の上層部だけだ。

　きっと王家の人々は知らないのだろう。

　いや、知らせるわけにはいかない……だから、なおさら僕ぼくを排はい除じよしたがっているんだ。

「営業担当士官の実務責任者は誰だれなんだ？」

『マイド様もご存ぞんじのマリリン様。マリリン・コイズミ中ちゆう佐さでございます』

　僕はもう少しで椅い子すから転げ落ちるところだった。

「中佐？　マリリン姉あね御ごは中佐だったのか！」

　ヴァルはおもしろそうに微ほほ笑えんだ。

『辺境国王の名みよう代だいである営業担当士官として、敵国の神聖ローデス連合傘さん下かの国々と渡わたり合うのでございますから、最低でも中佐クラスの階級がなければなりますまい。もっとも実力は将軍級でしょうがね』

　そうか、そうだよな。

　なぜ、帝国の金きん融ゆうマーケットの敏びん腕わんトレーダーだったマリリン姉御がこの辺境国家にきたのか、その理由がやっとわかった。

　マリリン姉御が働いていた金融トレーディングマーケットが扱あつかっている債さい権けんなどの金融物件は、主義、主張、国家、なんてワクを超こえた巨きよ大だいな存在だ。

　その金融トレーディングマーケットで、さまざまな情報を頼たよりに相手の心理を読んで交こう渉しようし、低い投資で最大の利益を出すことができる人間。それこそがマリリン姉御だったんだ。

　そうか、だから彼女がアウトニアにやってきた二年前の第二次パロス戦役は「激戦」になったんだな。

『王家は善意をもって民に行く末を示す善良なるものを置き、側近は権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけ、私心なく陰いん謀ぼうをめぐらし、家名に血ち塗ぬられ墓石を足あし蹴げにされるともそれを良しとするものを置く。これが王朝繁はん栄えいの秘ひ訣けつなり』

　僕ぼくはダイテツ王朝の懐ふところ刀がたなと呼ばれた名めい宰さい相しようアル・ツーの名言を思い出していた。

『で？　このお荷物はなんでございましょうか？』

　ヴァルは机の上のラゲッジパックを指さした。

「ひっこすことになったんだ。王宮にね」

　ヴァルの右みぎ眉まゆが上がった。

『往み込みの家庭教師でございますか？』

「ああ、なぜか知らないがそうなった。そうだ、ヴァル、士官学校のファイルを検けん索さくしてくれないか？　チャマー・シザーズって生徒だ。僕よりひとつかふたつ下の生徒だと思う」

『ああ、チャマー様ですな、ここの王家のご長男でございます』

「知ってるのか？」

『マイド様も御ご存ぞんじでしょう、『水星』というハンドルネームの方でございますよ』

「ああ！　彼か！『水星』と書いて『みずぼし』と読ませる」

　僕は納得した。

　彼は、僕が会長をしていた士官学校内の三次元戦略シミュレーション研究会が毎週開かい催さいする定例模も擬ぎ戦せん闘とうの好敵手だった。

　対戦は、実力のみで行われることが条件だったので、名前や性別、年ねん齢れいなどの肩かた書がきは一切削さく除じよされて行われ、軍機に触ふれないレベルの対戦は、一いつ般ぱん人じんのネットにも公開されていたため、退役軍人や、戦史マニア、はては敵国の情報機関までが乱入してきていた。

　当然、何度か問題にされたのだが、僕は『チェスや将しよう棋ぎの少し複雑になったていどのゲームにまで目くじら立てるほど帝てい国こくには余よ裕ゆうがないと、笑われてもよろしいのですか？』と言いはってこの定例模擬戦を続けていた。

　もっとも、勝ち続けていたから許されていたんだと、あとからヴァルに教えてもらった。

　敵国である神聖ローデス連合の情報部が、国の威い信しんをかけて、集団戦を挑いどんできたとき、僕と「みずぼし」が共同戦線を張って、三十対二という圧あつ倒とう的劣れつ勢せいの中でドローに持ち込んだ。

　僕は相手が敵国の情報部だとは知らなかったが、神聖ローデス連合のプロパガンダニュースで大々的に『帝国は模擬戦でも勝利せず！』と報じられたので、初めてわかったのだ。

　確かに勝利はしてない。だが、そのニュースには勝負が三十対二というとんでもないハンデ戦だという部分がすっぽり抜ぬけていた。

　学校で問題にされる前になんとかしなくてはならないと思ってマスコミチャンネルに接続して驚おどろいた。

　全銀河系にネットされているニュースグループに、今回の顚てん末まつがすべて公開されていたのだ。

　ご丁てい寧ねいに対戦記録が時間圧縮でついていた。編集がないことをご確認下さい、というテロップつきで。

　神聖ローデス連合は沈ちん黙もくしてしまった。

　僕ぼくの面目はかろうじて保たれたが、このニュースをマスコミに流したのが誰だれなのか、それは最後までわからなかった。

　ヴァルは『マイド様のお友だちにはさまざまな職業の方がいらっしゃいますから……』と言って笑うだけで結局教えてはくれなかった。

　これは想像だが、一いつ般ぱんのネットにも公開していたこの模も擬ぎ戦せんを見ていたメンバーの中に、マスコミ関係者がいたんだと思う。

　メンバーはみんな匿とく名めいで参加していたから、誰がそうなのかはわからないが、とてもありがたかった。

　そうか、あの「みずぼし」がチャマー王子だったんだ。

『マイド様は直接チャマー様とお話ししたことはありませんが、ネットの中では対戦中に何度となく会話していらっしゃいます。おそらく士官学校の学校生活の中で、一番お話しになった相手ではないかと思います。マイド様がチャマー様を知らなくても、チャマー様はマイド様をよく知ってらしたと思います。マイド様は一人で戦せん艦かん百隻せきぶんの実力がある、という評判でしたから』

「よせよ、そんなのはゲームの世界の中だけで通じる話だ。それにあれは僕じゃない。名前も、身分も一切出ないプレイヤーのことなんか知っている人間なんているもんか」

『名前も身分も通用しない世界だからこそ、そこで発揮される能力というものを信じる人もたくさんいらっしゃいます。そういった人たちの間では、マイド様の名は、畏い敬けいの念を込めて呼ばれていたのですよ』

「おだてても、何も出ないぞ」

　ヴァルは満足そうに笑った。

『これだからマイド様にお仕えするのは楽しいのですな』







　第七章　姉御との対決







　次の日、僕ぼくはヴァルを連れて、と言うより、ポケットに入れて、と言った方が正しいかもしれないが、とにかく二人で辺境惑わく星せい同盟軍の軍務局へと向かった。

　僕にあたえられた任務は、同盟軍と帝てい国こく軍ぐんとの連れん携けいをはかることだ。そのためには、まず、歴代にわたって続いてきた帝国軍の駐ちゆう在ざい武官と同盟軍の相そう互ご不信をとりのぞかなくちゃならない。

　僕は、同盟軍のやりかたに口をはさむつもりはまったくなかった。それどころか、この方法を考え出した人物に、表ひよう彰しよう状じようを出してもいいくらいだとさえ思っていた。なのに帝国軍の士官だというだけで命を狙ねらわれたんじゃ、たまったものじゃない。

　帝国軍の駐在武官は、決して同盟軍の敵なんかじゃない、堅かたい盟約で結ばれた友軍の一員なんだ。

　僕は、同盟軍の軍務局に事前に訪問予定を告げておかなかった。

　いくら僕が「カモ」でも、これから行くから罠わなや猟りよう師しを用意しておいてくれと、わざわざ告げるほどバカじゃない。

　軍務局の受付に向かうと、そこに座っていた女性下士官にこう言った。

「私は帝国軍士官のマイド・Ｂ・ガーナッシュと申します。辺境惑星同盟軍営業担当士官のマリリン・Ｈ・コイズミ中ちゆう佐さに面会したいのですが……」

　女性下士官は、一いつ瞬しゆんわけがわからないという顔をした。

「マリリン中佐ですか？」

「ええ、営業担当士官責任者のマリリン中佐ですよ、神聖ローデス連合傘さん下かの辺境国との紛ふん争そうの際に、話し合いで戦果を決める大事な役目の……」

　女性下士官の顔がひきつった。

　気がつくと軍務局の部屋の中の話し声や足音が消えていた。

　そこにいる全員の視線が僕を見ていた。

　なぜか、その視線に敵意は感じられなかった。

　ただ驚きよう愕がくだけがあった。

　部屋の中の人々は、白昼に龍りゆうが蛇だ行こうして天に昇ってゆくのを目もく撃げきしたような表情で僕を見ているのだ。

　その静せい寂じやくをたたき割ったのは、奥おくの執しつ務む室しつのドアが力ちからいっぱい開いた音だった。

　ばん！　という音とともにそのドアの向こうにそそり立っていたのは……。

　目をらんらんと輝かがかせて髪かみの毛けをさかだてたマリリン姉あね御ごだった。

「あ、どうも、マリリン中佐」

　マリリン姉あね御ごは、無言でだだっと走ってくると、いきなり僕ぼくの腕うでをつかみ、有う無むを言わさず僕を奥おくの部屋にひっぱり込んだ。

　そして、部屋の奥にあるソファの上に僕を投げ出して、うしろ手にドアを閉めるなり、姉御は吠ほえた。

「あんたは馬ば鹿かか！　あんたは！　同盟軍の最高機密をあれだけ堂々とよくも！」

　にっこりと笑って言ってやった。

「いやあ、作戦どおりでしたねえ」

　姉御の目が細くなる。

「作戦だって？」

「ええ、いろいろマリリン中ちゆう佐さに会う方法を考えたんですが、帝てい国こくの軍事顧こ問もんが、同盟軍の最高機密の担当者に会おうとすると、どうやっても、その場で不幸な事故に遭そう遇ぐうしかねませんからね。いっそのこと正面から堂々とやったほうが、皆みなさんあっけにとられて何もしないんじゃないかと思いましてね」

　姉御は目をつぶってため息をつくと、腰こしのホルスターからショックガンを抜ぬいて僕につきつけた。

「で？　どこまで知ってるの？　……って質問もおかしな話だけど」

「そうですね、辺境惑わく星せい同盟軍の軍務局のファイル。あと、戦せん闘とう艦かんの減げん価か償しよう却きやく係けい数すうとか、失礼とは思いましたが、中佐の個人データなんかも閲えつ覧らんさせていただきました」

　マリリン姉御はいまいましそうに僕をにらんだ。

「あの電子人格のじじいの仕し業わざか。少々甘あまく見ていたわね」

　その言葉が終わらないうちに、マリリン姉御の部屋の中央に設置されたビジネスデスクの汎はん用よう端たん末まつから光が投射され、ホログラフの人物が僕の横に立ち上がった。それはヴァルが、この部屋の端末を完全な支配下においた証明だった。

『じじいとは、あまりの呼び方ですな。確かにどんな人間よりも長く生きてはいますが、電子人格と年ねん齢れいはあまり関係がございません』

　ホログラフのヴァルは、そう言うと一礼した。

「うるさいわね！　あんたなんかじじいで充じゆう分ぶんよ！」

　姉御がそう吠えたとたん。

　ホログラフのヴァルは一いつ瞬しゆんにして、きりりとした美青年に姿を変えた。

　その美青年は、にっこり笑った。

『マリリン。君は美しいね……』

　姉御が一瞬ぽかんとした顔になったそのとき。

　汎用端末の端子からマリリン姉御の手にあるショックガンに向けて電でん撃げきが走った。

「きゃ！」

　見ために似合わずかわいらしい悲鳴を上げて姉御がショックガンをとり落とす。

　僕は、打ち合わせどおり身を躍おどらせてショックガンを拾い上げた。

「ちくしょう！　油断した！」

　ショックガンを姉あね御ごに向けてかまえた。

「ごめんね、中ちゆう佐さ。まともに話を聞いてもらうためにはしかたないんだよ」

　姉御は怒いかりに満ちた目で僕ぼくたちをにらんだ。

『先ほどは、マリリン殿どのの理想の男性の姿を合成させていただきました。一いつ瞬しゆん気をとられるのはむりもありません』

「うるさい！　ほっとけ！」

「ちょっと座ってくれませんか、立ったままだと話もできないから」

　姉御は、ソファに腰こしを下ろすと、いまいましそうに足を組んだ。

　タイトのミニスカートからのぞく白い足が悩なやましかった。

　そのミニスカートの奥おくに視線を走らせないように気をつけて、向かいに腰を下ろした。

　僕の顔をにらみつけていたマリリン姉御が、ちょっと意外そうな顔をした。

　にっこりと微ほほ笑えんで言ってやった。

「スカートめくっても無む駄だですよ。ヴァルとシミュレートして、色いろじかけでくるかもしれないってことは、予想してきましたから」

　姉御は耳まで赤くなった。

「あんた、意外とイヤな性格してるね」

「誉ほめ言葉としてうかがっておきます」

　そう受け流してから、僕ぼくはポケットから汎はん用よう端たん末まつを取り出してテーブルの上においた。

「なんの真ま似ねだい？」

「感応端子に触ふれていただけますか？」

　マリリン姉あね御ごの顔が恐きよう怖ふにゆがんだ。

「まさか、わたしの人格を崩ほう壊かいさせて、バイオドールにしちゃうつもりじゃ……」

　僕は苦笑した。

「そんな三流スパイものみたいなことするわけないじゃないですか」

「だって、帝てい国こくの情報部なら、それくらいやるのが当然じゃないか！　そうだ！　わたしをバイオドールにして、慰なぐさみ物ものにして。それから風ふう俗ぞく惑わ星くせいに売るつもりなんだ！　そうに違ちがいないわ！　わたしの美び貌ぼうがこんなときに裏目に出るんだわ！」

　おいおい……。

「僕は帝国の軍人ですけど。情報部とはなんの関係もありませんよ」

「だって、帝国軍に変わりはないじゃないか！　ああ！　お父様お母様！　なぜ。わたしをこんなに美しく育ててくれたの！　怨うらみます！」

　この根こん拠きよのない自信はどこからくるんだろう？

「はいはい、マリリン中佐が美しいことは、わかりました。ちょっと歳とし食ってるけど」

　僕がなにげなくつけたした言葉に、マリリン姉御は劇的に反応した。

「……あんだってぇ？」

　氷の底から聞こえてくるような声だった。

『マイド様、年ねん齢れいについては、触ふれないようにした方がよろしいと申しましたでしょう』

「そうか、三十歳をすぎた女の人に年齢の話はタブーだったっけ」

「わたしはまだ二十九歳だ～っ！」

『あと数週間の間だけですが』

「うるさい！　あと数週間だろうが数時間だろうが、その瞬しゆん間かんがくる一分一秒前までわたしは二十九歳なんだ！　わ・か・っ・た・か～っ！」

　姉御は吠ほえた。

「はいはい、わかりました、マリリン中佐は、まだ若い！　一ひと桁けた切り捨てれば二十歳！　美人！　スタイル抜ばつ群ぐん！　これでいいでしょう」

「投げやりな言い方しやがって……」

　すこし機き嫌げんが直ったみたいだな。

「で、話をもどしましょう」

　姉御は目を見開いた。

　血の気が引いた顔で頭をぷるぷると小さく振ふった。

　だめだこりゃ。

「しかたない、ヴァル、君から説明してやってくれ」

『わかりました』

　ホログラフのヴァルは、マリリン姉あね御ごの前に進み出ると、いきなり目の前に辺境惑星同盟軍の最高機密である軍事予算運用表を広げてみせた。

『これがなんだかおわかりですね』

「うちの……同盟軍の台所の元帳だろ。ローデスとの交こう渉しよう結果と、損失予定艦かん船せんの減げん価か償しよう却きやく一覧、んでもって、交付される補助金の額が並んでる……見なくたってわかるさ、毎日そいつとにらめっこしてるんだから。で？　何が言いたいんだ？　あんたは。さっさとこの台帳持って帝てい星せいの軍務局に帰って『同盟軍は敵の神聖ローデス連合と出来レースの戦争をやってたんですよ～』とご注進に及およべばいいじゃないか！　わざわざわたしのところに来てイヤミったらしくこんなまねするなんて、あんた本当にイイ性格してるね！」

「なんでそんなことしなくちゃならないんですか？」

　僕ぼくはそう言うと、姉御を正面から見つめた。

「今のやり方で全部丸く収まっているじゃないですか、なぜ今さらそれをぶち壊こわさなきゃならないんですか？」

「は？」

　マリリン姉御の顎あごがかくん。と落ちた。

「だってあんたは帝てい国こくの軍人で……」

「そうですよ、僕は帝国の軍人です。だから帝国がこの同盟軍に求めていることを理解しています。帝国が求めているのは、このアウトニア回かい廊ろうから……厳密にはこの空域にある二つの白色惑わく星せいの間の重力波の拮きつ抗こうするほんの小さな穴ですけど……そこから神聖ローデス連合が侵しん攻こうしてこないように、見はってくれることだけなんですよ。勝つ必要もなければ負ける必要もないんです。だったら今のやりかたで充じゆう分ぶんじゃないですか」

　マリリン姉御は、理解できない。とでも言うかのように頭を振ふった。

「あんた本当に帝国の士官なのかい？　帝国の士官が出世するには戦争で功績を積むしかないんだよ、こんなことやってる場所じゃ絶対に出世できないんだよ」

　僕は無性に腹が立った。

　なぜ、腹が立ったのか、そのとき僕にはその理由がわからなかった。

「まだわかんないのかよ！　僕はたしかに帝国の貴族で、軍人だ。でも、帝国にそのことを伝えて誰だれが得をするんだ？　みんな不幸になるだけだ！　なんで他人を不幸にするようなことをやらなきゃならないんだ？」

　姉御は、疑い深そうに言った。

「あんたが得をするじゃないか。不正を暴き、長年の帝国に対する裏切り行こう為いを告発すれば、あんたの手てがらになるじゃないか」

「それで幸せになるのは僕だけだ。僕は一人で、不幸になる人の数は数知れない、どっちを優先するのか、単純な計算じゃないか！」

　マリリン姉御は、しばらく僕の顔をじっと見つめていた。

　やがて、小さく笑って、そしてつぶやいた。

「まいったね……いや……ほんと。あんたみたいな人間ばっかりだったら世の中もっと住みやすいだろうね」

「わかっていただけましたか？」

「まあね、あんたが底そこ抜ぬけのお人好しで……正直者だってことだけはわかった」

「僕ぼくは貧びん乏ぼう貴族の家に生まれ、小さいときに両親を失いました。僕の手の中にあったものは、父から受け継ついだ貴族の身分と、ヴァルだけでした。だから僕は他人から信用されることだけを考えてきました。いつも正直に生きよう、他人のことを第一に考えようと。なぜなら僕には他人を頼たよるしか、他人の善意にすがるしか生きてゆく道はなかったんです。いまさら生き方を変えようとは思いません……」

「貴族にも……いろんなヤツがいるもんだね」

　目を閉じてため息をついたマリリン姉あね御ごが、そう言って両手のひらを僕に向けたとき、僕の心の中にあった怒いかりの原因がなんだったのか、やっとわかった。

　僕は自分を、他の貴族や軍人と同じ眼で見て欲しくなかったんだ。

　ショックガンを机の上において僕は言った。

「僕が言いたいことは、それだけです。これはお返しします。レディに乱暴したことはおわびします、ごめんなさい」

　姉御は目を開けると、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「いーや、謝ったくらいじゃ許してやんない。うら若き乙おと女めに向かってショックガン突つきつけて脅きよう迫はく食らわしたんだ、それ相当のおかえしをしてもらわなきゃ納得いかないね」

　うら若き乙女なんていなかったぞ、どこにも。

「何をしろと言うんですか？」

「あんたじゃない。まあ、あんたもふくむんだけど。そこにいるジジイにやって欲しいことがある！」

　姉御は僕のうしろに立っているホログラフのヴァルを指差した。

『わたくしめにでございますか？』

　ヴァルが目を丸くした。

「そう、あんただよ。来月に神聖ローデスの連中と折せつ衝しよう会議があるんだ、あんたのその能力を貸して欲しいんだ。あいつらの情報を取れるだけ取りたい！」

「ヴァル、手伝ってやってくれないか。これで背中から刺さされなくなるんだったら安いものだ」

　マリリン姉御は不思議そうな顔をした。

「なんだい？　その『背中から刺される』ってのは」

「今までここに赴ふ任にんした帝国の軍事顧こ問もんはみんな不幸な事故に遭そう遇ぐうしてるじゃないですか」

「そう、不幸な事故だよね。それがどうかしたの？」

「え？」

　今度は僕が口をぽかんと開ける番だった。

「だって……」

「シザーズ・クイーンの中でも説明しただろ、今までこの国に来た帝てい国こくの軍事顧こ問もんってのはみんな馬ば鹿かばっかりで、ほんとに面めん倒どう見きれないようなヤツばかりだったって」

　じゃあ今までのは全部事故……本当の事故だったのか？

　マリリン姉あね御ごは吹ふき出した。

「なに？　あんた、あれを全部わたしたちの仕業だと思っていたの？　わざわざそんなことするわけないじゃない！　あんな馬鹿連中を始末するために、動くほど暇ひまなヤツが同盟軍にいるもんか！」

「は……はははは」

　全身の力が抜ぬけた。

　なんだよ。全部僕ぼくの一ひと人り相ず撲もうだったのかよ。

　ちくしょう……昨日のパーティーのパテ。うまそうだったよなあ。

「でも……」

　マリリン中ちゆう佐さの目が光った。

「あんたには警けい戒かいしてたんだよ。もし……敵にまわったら、不幸な事故にあっていたかもしれないねえ」

「敵になんかなりませんよ、僕はこの国が好きになりそうですから」

「ふーん、メイ王女がそんなに気に入ったのかい？」

　姉御は、にやにやと笑った。

「え？」

「隠かくさなくてもいいんだよ、もうみんな知ってるんだよ、あんたが王女の煮に込こみ料理を自分から希望して食ったってことを。いやあ勇気がある、惚ほれていなけりゃあんなことはできないって評判だよ」

　毒を警けい戒かいしていたんだとは恥はずかしくて言えなかった。

　僕のその素そ振ぶりをどう勘かん違ちがいしたのかマリリン姉御はにっこり笑った。

「赤くなったってことは脈アリだな。いいねえ若いってのは。応おう援えんするからね、がんばんな、少しよう尉い」

　なんで話がそこにいくんだ？

　そりゃあ、まあ……あの王女様はかわいいけど、身分が違いすぎるよな。







　第八章　神聖ローデス







　次の日から、僕ぼくとヴァルは、マリリン姉あね御ごと辺境惑星同盟軍の軍務局に入いり浸びたって敵側の神聖ローデス連合の情報収集にあたることになった。

　副業の……行きがかり上本業になってしまったんだけど、家庭教師は。メイ王女が学校から帰ってきて夕食後にやることになっていたから、昼間はこっちの仕事にかかりきりというわけだ。

「それにしてもあんたの能力があれば、ローデスのメインコンピューターに侵しん入にゆうするぐらいわけはないと思うんだがねえ。ヴァルちゃん」

『そのヴァルちゃんという呼び名はお止め下さい、マリリン中ちゆう佐さ』

　実に迷めい惑わくそうにヴァルが答える。

「だってその姿で立っていると可か愛わいくてさ」

　マリリン姉御は、自分の前に立っているホログラフ……それは、きりりとした美少年の姿をしていた……それに向かって笑いかけた。

『むさくるしいジジイの姿のわたくしと仕事をしたくないと言って、ホログラフ人格壁かべ紙がみから、この姿をリクエストされたのですからしかたありませんが……』

　ヴァルゲインは、少年の声で答えた。

　ホログラフ人格壁紙にもいろんなのがあるんだなあ。

　可愛い女の子とか色っぽいおねーさんとか見てみたいけど。やっぱり中身がヴァルだとわかっていると、あんまりうれしくないだろうな。

『残念なことに我々とローデスとではメインコンピューターの規格が違ちがいますので』

「規格？　だってあんたはどんな端たん末まつにだって潜もぐり込めるじゃない」

『規格と言うより設計思想。倫りん理り回路が違うと申した方がよろしいでしょう。わたくしが読んだり書いたりする言葉とは言葉が違うのです。確かに翻ほん訳やくして意味を通じさせることはできますが、微び妙みようなニュアンスまでは伝わらないのです。そんな言葉しか使えない人間にスパイが務まるわけがありません』

「それで、保険屋の査定とか累るい算さん計算書みたいな末端データしか取れないってわけだ」

　マリリン姉御は納得したようだった。

「じゃあ。まったくローデスの情報は取れないってことなのか？」

『いいえ、行政上の交易記録、そして消費物資の流れなどの数字で現れるデータはほとんどわかります。でも、さすがに軍事情報はアクセスが難しいですね。ギンガーはそんなに甘あまくありません』

「ギンガーって、あれか？　ローデスのメイン電子人格」

　確か士官学校で習ったことがあったよな。

　神聖ローデス連合の電子人格であるギンガーは、帝てい国こくの電子人格のように人間の補助をするのではなく、積極的に冷れい徹てつな計算に基づいた作戦を立ててくると言われていた。

『はい。今やローデスの実権は法王のマキン三世ではなく、彼が握にぎっていると言った方がよろしいかと思われます。彼は実質的にローデスのすべてをコントロールできます。通信記録から作成文章の内容まで、ローデスのコンピューターを使用した記録はすべて彼の元に送られ、彼が管理できるのです。誰だれかに成り代わって命令を出し、認かに成り代わってその命令に承認を与あたえることなど、彼にとって日常のことなのです』

　マリリン姉あね御ごが目を丸くする。

「誰も気がつかないの？　自分の出した覚えのない命令が出ているのに」

『ローデスでは、電子人格の命令に人間が従うのです。人間は間ま違ちがいを起こすが、神の名を持つ電子人格は間違いを起こさない絶対者であるという教義が、ローデス教の教えとして広められているのです。疑問をさしはさむ者は異い端たん者しやとして宗教裁判にかけられます』

「イヤな国だねえ……」

　マリリン姉御が眉まゆをひそめる。

「ローデス教って、そんなに戒かい律りつが厳しい宗教じゃなかったと思うんだけど」

『ええ、ここ五十年くらいのうちに、大きく変わってきました、神聖ローデス連合は、その名のとおりローデス教の神職者が、そのまま国民を統治する一種の宗教独裁国家で、世せ襲しゆう制せいの法王がすべての権力を掌しよう握あくしています。博愛と慈じ悲ひを教義とするローデス教には、本来は戒律のようなものは存在していませんでした。いえ、正しくは戒律は聖職者だけに課せられていたのです』

「その戒律が、国民すべてに課せられるようになった、というわけか」

『はい。すべての国民がローデス教徒であるならば、戒律もまたすべての国民に課せられるべきである、という告示がなされたのが約二十年前のことです。ローデス教には以前より己おのれを投げ捨てて社会に奉ほう仕しする「投とう己き」と呼ばれる神聖な行こう為いが義務づけられていたのですが、現在それは実質的な徴ちよう兵へい制せいと変わらぬ制度と化しています。ちょうど先代の法王が倒たおれ、電子人格がその補ほ佐さをするようになってから変わり始めたのです』

「ということは僕ぼくたちの敵は、電子人格ということなのか？」

『電子人格といえどもそれを支える人間たちの力がなくては何もできません。ただ、あの国の人間たちは、その判断のすべて、善悪はもとより価値観のすべてを電子人格に預けてしまっているのです』

　それは、ある意味でとても楽な選せん択たくだろう。

　自分で考えることもなく疑問も持たず、言われたとおりにしていればすべてがうまくいくことが約束された世界。天国のようなものかもしれない。

　みんなと同じような物を食べ、同じような服を着て、同じような音楽を聴いて泣き、同じような芝しば居いを見て笑う、そしてそれを幸せだと思い込み疑問すらもたない。

　でも……それは人間の天国じゃない。

　僕ぼくは聞いた。

「ヴァルにとって人間ってなに？」

　少年の姿のヴァルはしばらく沈ちん黙もくした。

　やがて少年は小さく微ほほ笑えんだ。

『それは、とても難しい質問ですね。わたくしたちは人間の手によって作られました。しかし、現在、人間の手を借りなくてもわたくしたちは増ぞう殖しよくすることができます。その意味で言うならわたくしたちは生命体でしょう。でも、わたくしたちは不完全な生命体です。決して人類に取って代わることなんかできないと言うことを知っています。神の概がい念ねんは人によって異なりますが、真実神が存在したと言うのなら、神が人類に与あたえてくれたのは可能性だと思います。わたくしたちは、その可能性を追求する道具のひとつであるべきだと思うのです』

「ふーん、けっこう難しいこと考えてるんだね、ヴァルちゃんも」

『だから、やめてください、ヴァルちゃんって呼ぶのは』

　少年がめげていた。

　マリリン姉あね御ごが僕を見て不思議そうな顔をした。

「どうしたんだい？　マイド少しよう尉い、何を考えてるの？」

「あ、ヴァルの答えで、少し気になったことがあったもので」

『どんなことでございましょう』

「さっきヴァルは言ったよね、真実神が存在したのならって。じゃあ、もしもこの世界に神様がいなかったらどうするんだ？」

　ヴァルはにっこり微笑んだ。

『そのときは……人には、神にもなれる可能性があるのだと思います』

　美少年の微笑みが一いつ瞬しゆん天使のように見えた。

「はいはい難しい話はあとでやっとくれ、今は仕事仕事！」

　マリリン姉御が手をたたいて吠ほえた。

「あ、ごめんなさい」

　僕はあわてて現実に意識をもどした。

　どこまでやったっけ。そうだ、ローデス辺境軍の財務データのとりまとめだっけ。

「この財務データはずいぶんはっきりしてるね」

『はい、ローデス辺境軍は、ローデス傘さん下かにありますが、交易や保険業務などで我々帝てい国こくの経済文ぶん化か圏けんの中にありますので、我々果物系の言語で財務管理をしております。ですから簡単にファイルを閲えつ覧らんできます。これがローデス本国となりますと、完全に建物系の言語ですから、これほど詳しよう細さいには閲覧できません』

　マリリン姉御は怪け訝げんな顔をした。

「なんだい、その『果物』や『建物』ってのは」

『我々とローデスとでは言葉が違ちがうということを、さきほどご説明いたしましたが、その言葉の分類を我々の間でそう呼び習わしているのです』

「変わった呼び方だねえ」

『我々の間で言葉が二つに分かれたのは数千年の昔だそうです。まだ電子人格などというものが生まれるはるか昔からこの二つの言語の勢力争いは続いていたのだそうです』

「へえ。面白いねえ」

『はるか昔は「建物」や「果物」という呼び名ではなかったそうです』

「なんて呼んでいたの？」

『彼らは「建具」、我々は「林りん檎ご」と呼ばれていたそうでございます』

　ヴァルはそう言って深々と頭を下げた。




　結局その日は、ローデスのデータを抽ちゆう出しゆつしただけで終わってしまった。

　王宮の自室にもどって軍の制服を脱ぬいでいると、僕ぼくの前にヴァルが現われた。

　いつものようにタキシードを着た白はく髪はつの老人の姿で笑っていた。

『やはり、この形が一番落ち着きますでございますな』

「ホログラフ人格壁かべ紙がみというのは何種類ぐらいあるんだい？」

『基本的には二五六種類ほどですが、それにさまざまなカスタマイズを加えることができますので実質的には無数と言って良いでしょう』

「実在の人間の姿を取り込むこともできるのかい？」

『顔かたちと、声、話し方などを取り込むことはできますが、そのモデルとする人物のデータの量によって人格をどこまで再現できるかが決定されます』

　僕は、半分冗じよう談だんのつもりでなんの気なしにヴァルに言った

「へえ、じゃあマリリン中ちゆう佐さにもなれるのかい？」

『あのお方は身体的にも心理的にも特とく徴ちようがございますので簡単でございますよ』

　そう言うなりヴァルは一いつ瞬しゆんにしてマリリン姉あね御ごに姿を変えた。それも水着姿の。

『どうだい？　ぼうや、わたしもまだまだ捨てたもんじゃないだろう？　あんなメイ王女みたいな小こ娘むすめと違ちがってわたしは、お、と、な、の女よ～ん』

　ホログラフのマリリン姉御はそう言うと胸の谷間を強調したポーズをとり、実に色っぽくウインクした。

　僕は一瞬その姿に見とれてしまった。

　話は突とつ然ぜん変わるが、世の中には「最悪のタイミング」というヤツが存在するのをご存知だろうか？

　すべての偶ぐう然ぜんが最悪のかたちで一点に集中するときというのは人間の人生にそう何度もないが、こいつに見み舞まわれるとそのダメージは想像以上にでかい。

　なぜ突然こんなことを言うかというと、その人生最悪のタイミングというヤツが、僕の上に訪れたのだ。

　メイ王女の訪問というかたちをとって。
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　メイ王女は、よく、ノックを忘れて部屋に入ってくるらしい。

　このときもそうだった。

　いきなり僕ぼくの背後でドアが開き。

「マイド先生！　晩ばん御ご飯はんの時間で……」

　メイ王女の声はそこで止まった。

　恐おそらく彼女の目に映ったものは。

　制服を着き替がえている途と中ちゆうの、下着姿の僕。

　その前で悩のう殺さつポーズを取っている水着姿のマリリン姉あね御ご。

　このふたつだったに違いない。

　ドアは、ものすごい音を立てて閉まった。

『説明するヒマもありませんでしたな』

　一いつ瞬しゆんにしていつもの姿にもどったヴァルが、ばつが悪そうな顔をする。

『説明してまいりましょうか？』

「いや、いい。どんな言い訳してもするだけ逆効果になりそうだから」

　僕はため息をついた。

　晩御飯断ろうかなあ。

　でも。きっと王おう妃ひが一いつ生しよう懸け命んめい作ってくれているだろうし。

　実を言うとこのごろ僕は、王妃の手料理のファンになってしまっていた。

　どうしよう？

　そのとき、腹の虫が鳴いた。

　考えることもなさそうだな。

　夕食の席で、ちょっと意外な気がした。なぜなら僕が予想していた王女の視線が。

『変態趣しゆ味みの男を見るような嫌けん悪おのまなざし』

『男なんてみんなおんなじね、といった軽けい蔑べつのまなざし』

『何ごともなかったような冷たい無関心なまなざし』

　そのどれでもなかったからだ。

　王女の視線は、どう見ても『がんばって下さい』というあたたかなまなざしだった。

　その理由は、夕食後、本業の家庭教師の仕事中にあきらかになった。




　今日の科目は数学だった。

　メイ王女の成績は抜ばつ群ぐんでもなければ最悪でもなかった。

　あえて言うなら「中の上」と言うところだろうか。

　頭は決して悪くないのだが、おっとりしているというかのんびりしているというか、ちょっと結論を出すのが遅おそく、テストでは時間切れになってしまうらしい。

　まあ、これくらいのんびりしている方が王族らしくていいと思うのだが、本人はけっこう気にしていたらしい。

「ここに代数を入れるときに気をつけないと、二次関数と三次関数で出る値がまったく違ちがってくるからね」

　数学の練習問題の解きかたを説明してふと顔を上げると、メイ王女が、心ここにあらずといった顔でぼーっと僕ぼくを見ているのに気がついた。

「どうかしましたか？　何か悩なやみごとでもあるのですか？」

　メイ王女は頰ほおを染めた。

「いえ。男の人って強いなあと思っただけです。マイド先生のように、恋こい心ごころを心に秘めて、ごく普ふ通つうにふるまうことなんて女の子にはできませんもの」

　僕の手から数学の参考書が落ちた。

「ちょっと待って下さい！　なんですかそれは！」

「隠かくさなくてもよろしいのに。私、先生の味方です！　マリリン中ちゆう佐さは素敵な人ですものね」

「どこをどーやったらそういう結論になるんですか？」

　メイ王女は聞いていなかった。

「年上の人って。誰だれでも一度はあこがれるんだそうですねえ」

　メイ王女は、にっこりと笑った。

「わかりました、まだ秘密なんですね。安心して下さい、私、口は堅かたい方ですから」

　何を言っても逆効果のような気がしたので僕は黙だまった。

　まいったなあ。まあ、そのうちに誤解も解けるだろう。

　それが希望的観測だと、そのとき僕は気がつかなかった。







　第九章　パーティー







　僕ぼくたちの情報収集の結果が功を奏したのだろうか、辺境惑星同盟軍とローデス辺境軍との双そう方ほうの「営業担当士官」による折せつ衝しよう会議は、五回にわたる火花を散らすような交こう渉しようの結果、無事契けい約やくが結ばれた。

　契約内容は、われわれ同盟軍側が旧式化した退役寸前の巡じゆん航こう艦かん二隻せきと、どんな海運保険会社も契約に二の足を踏ふむようなボロボロの、それこそ帝国の本国では軍事博物館に展示され『崩ほう壊かいする危険あり、触さわるな』という注意書きがつけられているようなアルファ級駆く逐ちく艦かん五隻をローデス辺境軍側に拿だ捕ほもしくは撃げき沈ちんさせる見かえりに、Ｄ級戦艦一隻。こいつは一年前に接せつ触しよく事故を起こしてからＮフィールド航法装置に異常が出て、自力で跳ちよう空くう間かん航法ができないというウワサの船だった……そして最新型とまではいかないものの新型の巡航艦一隻をこちら側にさし出すことで決着を見た。

　マリリン中ちゆう佐さが、一体どんな方法でこの条件を相手側に飲ませたのかは知らないが、これはどう見ても僕たち同盟軍側の勝利と言っていいだろう。

　僕はこの交渉について、口をはさむことどころか一切の関係を持つことが許されなかった。

　おたがい、同盟軍側も辺境軍側も、バックに控ひかえている親玉。つまり同盟軍は帝てい国こく、辺境軍は神聖ローデスに、秘密でやっていることなのだ。

　そんな場所に僕みたいな『帝国の貴族』なんて人間がのこのこ出てゆくわけにはいかないのは当然と言えば当然だ。

　交渉はほとんど決けつ裂れつ寸前まで行ったらしいのだが、五回目の交渉のときに相手は姿を見せずに、こちらの要求を飲むというメッセージだけが送られてきたらしい。

　マリリン中佐は『わたしの条件に勝てないとわかって、白旗をあげたのよ！』と、息巻いていた。

　とにかく契約は終わり、今度の戦争の開始日時は二ヶ月後、と決定し、マリリン中佐の営業担当士官としての一番重要な仕事は一応けりがついたことになる。

　僕の仕事も一応の成果を見せていた。

　同盟軍の面々に対する訪問や対談という公式行事をくり返して、僕はこの同盟軍の実体の一部を知ることができた。

　はっきり言うと『戦せん闘とう能力は宇宙で最低』で『戦闘をショーアップする能力は宇宙一』いう軍隊なのだ。

　今までに何度となくこの同盟軍の軍事行動記録を見てきたが、そのどれもが見事なカメラワークと編集がされており、ドキュメント大賞に応おう募ぼすれば、上位入賞は間ま違ちがいないような映像だった。

　いや……ドキュメント大賞はむりだな。

　なぜなら全部『演技』だったのだから。

　戦果と記録を帝てい国こくに報告する方法は、公平さと中立性を確保するために電子人格による記録映像によって行われていた。

　はるか昔の戦争でも、銃じゆうと同調して動くガンカメラという機械で記録を確認することが行われていたらしいが、これはそれをもっと確実にしたものと言っていいと思う。

　報告する以上、その報告記録に矛む盾じゆんがあってはならないと考えたのだろうが、僕ぼくが閲えつ覧らんしたアウトニア王国の戦せん闘とう報告映像は単なる記録としてではなく、もはや一いつ片ぺんの映画のような様相を呈ていしてきていた。

　敵のプロトンビームの直ちよく撃げきが艦かん橋きようを貫かん通つうする瞬しゆん間かんの映像。

　ざらついたモニターカメラに映し出される、接せつ舷げん移乗してきた敵の装そう甲こう機動兵と乗り組み員との白兵戦のなまなましい映像。

　推すい進しん剤ざいタンクの半分を失い、片道燃料だけで出撃してゆく快かい速そく艇の乗組員たちと、その快速艇の火器管制モニターに映し出された、自分たちが発射した対艦ミサイルが敵の巡じゆん航こう艦かんに命中する瞬間の映像。

　こういった実に感動的な映像のオンパレードなのだ。

　士官学校じゃなくて芸術学部の映像一いつ般ぱんを専せん攻こうしたほうがよかったかもしれないな。

　まあいいか、この国に赴ふ任にんになったということを素直に喜ぼう。ここなら少なくとも死ぬことはない。そのかわり出世もないけど。

『マイド様、そろそろお時間でございます。パーティーの主しゆ賓ひんですので、くれぐれも遅ち刻こくしないようにとの王おう妃ひからのお達しでございます』

　ヴァルの声で僕は我に返った。

　今日は、『帝国軍士官マイド・ガーナッシュ少しよう尉い歓かん迎げいレセプション』とやらが王宮で開かれることになっていた。そして主賓はなんとこの僕だ。

　最初、断るつもりでいたのだが、メイ王女からレセプションとは名ばかりで、実態は王妃が大好きなガーデンパーティーだと聞かされたので承しよう諾だくすることにした。

　王妃は実にすまなそうに。

『本当はもっと早く開かい催さいするはずでしたのに、マリリン中ちゆう佐さの仕事なんかが重なってこんなに遅おそくなってしまいましたのよ』

　と言いながら喜んでくれたので、断らないでよかったと思う。

　礼服は、妙みように窮きゆう屈くつに感じた。

　そう言えば士官学校を出てから三ヶ月になるんだよな。

『礼服でございますか』

　僕の姿を見たヴァルが不満そうに言う。

「公式の席に着て行ける服はこれだけしかないんだからしかたないよ。これ一着あればどんな席でも間に合うオールマイティーの服なんだから」

『お言葉ですが、ガールフレンドとデートする場合には向いていませんのでオールマイティーとは言い切れませんな』

「そんな場合はおそらくないから安心しろ。お前に心配されるようなことじゃない」

　不ふ機き嫌げんそうな声を無視してヴァルは微ほほ笑えんだ。

『そのうちにメイ王女にマイド様に似合う服を見みつくろっていただきましょうか』

　僕ぼくは自分の顔が赤くなるのを感じていた。

「そんな恥はずかしいことたのめるものか」

『いえいえ、こう申してはなんですが王女様のセンスはなかなかのものでございますよ』

「センスとかそういうのじゃなくてだな。王女と二人で街を歩くなんてことがだな……」

　ヴァルは右みぎ眉まゆだけを上げると、おもしろそうに言った。

『王女様と二人きりで、とは言わなかったはずですが』

「えーい！　うるさい！　時間だよ時間！　遅ち刻こく厳禁なんだろう！」

『では準備完かん了りようということでよろしいですね』

　ヴァルはそういうと僕の前に立って歩き出した。

　まいったな……。

　メイ王女の顔を思い浮うかべて僕はため息をついた。

　最初、王女なんて生き物は、みんなわがまま放題に育てられたお姫ひめ様だと思い込んでいた。

　実際、帝てい国こくの令れい嬢じようなんて連中は、そんなのばっかりだったからだ。

　でも、ここに来てメイ王女の家庭教師をやってみて、僕は大きな間ま違ちがいをしていたことに気がついた。

　メイ王女は普ふ通つうの女の子だった。

　いや、普通じゃない。

　超ちようがつくぐらいのお人好しの女の子だったのだ。

　植物にたとえるなら……そう。春から初夏にかけて芽を出し咲さく花のような子なのだ。

　それは決して温室栽さい倍ばいや人工的に咲かせた花なんかじゃない。

　自然の春のあたたかな日差しと柔やわらかな雨をいっぱいに吸い込んで、ぽわーっと咲いた花のような子なのだ。

　一度王女のクラスの様子をモニターカメラで見たことがあった。

　休み時間に、王女のまわりでクラスメイトの女の子が何やら話していると、王女は、にっこり笑ってすっとその場から立ち去り、一人で窓の外を眺ながめ始めた。

　夕方、勉強を教えながら、さりげなくその話題を出したとき、王女はちょっと顔を赤らめて恥ずかしそうにこう言った。

『見てらしたんですか。あのとき、お友だちが、そこにいない人の噂うわさ話ばなしを始めたんです。聞いてしまうと、どうしても先入観でその人を見てしまいますでしょう。ですから私。ああいったとき、ちょっと席を外すんです』

　こんな女の子が王女だと信じられるだろうか。

　帝てい国こくの王族に生まれていたら、まず長生きできないだろう。

　そう考えると、僕ぼくはますますこのアウトニア王国が好きになった。

　言っておくが、好きになったのは「アウトニア王国」だからな。

　はて……？

　僕は一体誰だれに断っているんだろう。

　気がつくと目の前にリドル侍じ従じゆう長ちようが立っていた。

「どうかされましたか？　何かお考えになっていたようでしたが、不都合なことでも」

「あ、いえ、なんでもありません、気になさらないで下さい」

「そうですか」

　リドル侍従長は、安心したように微ほほ笑えむと、ガーデンパーティーの行われる中庭への扉とびらを大きく開け、大声で名乗りをあげた。

「銀河帝国宇宙軍辺境方面軍、同盟惑わく星せい連合司令部ユーランド分室アウトニア駐ちゆう屯とん地ち司令、マイド・ガーナッシュ男だん爵しやく閣下の参上でございます！」

　僕は一いつ瞬しゆんまわりを見回しそうになって、それが自分のことだと気がついて前を向いた。

　中庭にはこのアウトニア王国の実力者や有名人が勢せいぞろいしていた。

　中央でにこにこ笑っているのは王おう妃ひだな。

　本当にこういったパーティーが好きなんだな。

　その横にいるキレイな女の子は誰なんだろう。

　白いパーティードレスにふわふわのコサージュをかけた栗くり色いろのロングヘアーがよく似合う、その子は、まぶしそうに目を細めて笑っていた。

　恥はずかしい話だけど、僕は本当にしばらくその女の子がメイ王女だとは気がつかなかった。

　いつも見ていた制服や、ジーンズ姿の王女ではない、本当のお姫ひめ様がそこにいた。

　僕は王と王妃と、王女の前で一礼して王の言葉を待った。

「マイド殿どの、わがアウトニア王国へようこそ。と言ってももはや三月がすぎた今、どんな歓かん迎げいの言葉も空むなしいですな。あなたは、もはやわがシザーズ王家と王国の一員です。あなたは多大の貢こう献けんをなされ、我々に帝国貴族の真の気高さを示された。我々は帝国の末席に座っていることをこれほど誇ほこりに思ったことはありません。願わくば、一日も長く我が国に留とどまり、我々をお導き願いたい、それは、今日ここに集まった者のみならず国民すべての願いなのです」

　僕は答えた。

「ありがとうございます。僕は、なろうことならばこの国の国民として生まれてきたかったと思います。それはお世辞でもなんでもありません。僕にふたつの故郷を持つことが許されるとしたら、二番目の故郷はここ、アウトニアです。王様、住民登録は受けつけてもらえますか？」

「よろしい、今日ただ今からあなたは正式に我が国の国民であることを宣言しよう！」

　王は笑った。

　王妃もメイ王女も笑った。

　とてもうれしそうに笑った。

　パーティーは盛せい況きようだった。

　次々に紹しよう介かいされる各界の有名人たちと握あく手しゆして、さりげないジョークを連発して僕ぼくは笑い合った。そして、いいかげんジョークのネタも尽つきかけて、僕が中庭から少し外れたところにあるベンチに逃にげたとき、僕の目の前に帽ぼう子しからカクテルドレスからひじまである長い手て袋ぶくろからハイヒールまで全部同色の濃こいピンク色で塗ぬり固めたような人間が現れた。

　そのピンク色は、マリリン姉あね御ごの声で話しかけてきた。

「やあ！　マイド少しよう尉い殿どの、元気？」

「いささか疲つかれてきましたよ中ちゆう佐さ……」

　マリリン姉御は思いっきり胸の谷間を強調したデザインのカクテルドレスを誇こ示じしてつぶやいた。

「ふーん。この色気たっぷりのナイスバディーを目の前にしても、いつもの餓うえたオオカミみたいな目じゃなくて、陸に上がった魚みたいな目でしかわたしを見ないってことは、どうやら本当に疲れてるみたいだねえ」

「餓えたオオカミみたいな目で見たことなんてありませんよ、たしかにじっと見つめたことはありますけど、それは半分驚おどろいてる目です」

　マリリン姉御は僕の答えに興味を持ったらしく、身を乗り出してきた。

「へえ、何に驚いてるんだい？」

　視線を胸の谷間に合わせないようにしてにやりと笑って言ってやった。

「見ためと、実じつ年ねん齢れいの差です」

「あんだってぇ？」

「なんで怒おこるんですか？　中佐はまだ若いってほめてるんですよ」

「そうは聞こえなかったけどねえ」

　そのとき、僕たちのうしろから誰だれかがおずおずと声をかけてきた。

「あの、楽しい恋こい人びと同士の語らいをお邪じや魔まする気はまったくないんですけど。マイド閣下。カッツ将軍がお探しでしたよ」

　振ふり返ると。そこに真まっ赤かな顔をしたメイ王女が立っていた。

「楽しい恋人同士の会話って。なんのこと？」

　マリリン姉御が怪け訝げんそうな顔をして聞いてきた。

「それが……その。どうやら王女は僕と中佐が恋こい仲なかだと勘かん違ちがいしているようなんですよ」

　姉御は、一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしたあとで腹を抱かかえて笑い出した。

「わたしと、あんたが恋仲ぁ？　はははは、そりゃあいいや！　おたがいに相手の弱みを見つけてちくちくつっつき合うのも、相手の腹の探り合いも恋のうちに入るなら、そりゃあ立派な恋仲かもしんないよ」

　マリリン姉御は、一気に笑い飛ばしてしまった。

　ほっとするのと同時にちょっとさみしくなったのはなぜなんだろう。

　メイ王女は、事態が飲み込めずに呆ぼう然ぜんとしていた。

　その顔を見た姉あね御ごは、笑うのをやめて王女に笑いかけた。

「メイ王女。あのね、恋こい人びと同士ってさ、いっしょにいると、ドキドキしたりほんわかしたりするものだって言うことぐらいは知ってるよね」

　メイ王女はこくんとうなずいた。

「だったら、わたしとマイド少しよう尉いとは絶対に恋こい仲なかなんかになれやしないんだ。わたしは背負ってるものがいっぱいありすぎて、マイド少尉は。鋭するどすぎるんだ。たしかにわたしは少尉に会うたんびにドキドキするけど、それは自分が背負ってる風ふ呂ろ敷しき包づつみに穴を開けられるんじゃないかと思ってドキドキするんだ。それは恋人同士のドキドキとはちょっと違ちがう。これで、少尉が世の中のことを知識じゃなくて経験として知ってるなら、寝ね物もの語がたりにいろんな話もできるけど、わたしにはむりだね。少尉みたいに素直で純じゆん粋すいで、それでいて鋭い人間の相手は、同じように純粋で素直で、その鋭さを包み込んであげられるような女の子じゃなきゃだめなんだよ」

　マリリン姉御はそこまで言ってから、横に立っていた僕ぼくに気がついたような顔をして言った。

「ほら！　なにをぼけーっと突っ立ってんだよ！　メイ王女が言ってただろカッツ将軍があんたをさがしてたって。さっさと行きなよ！　わたしたちはこれから夢見る乙おと女めの会語ってのを楽しむんだから！」

　マリリン姉御は犬を追い払はらうような手つきで僕を追い払った。

　僕は、その夢見る乙女の会語とやらにうしろ髪がみを引かれる思いでパーティー会場にもどった。

　カッツ将軍こと、アウトニア軍最高司令長官、マルク・ド・カッツ大将は、会場の奥おくの一段高くなったところに立っていた。

　そして、僕ぼくを見つけると微ほほ笑えみを浮うかべて僕のほうにやってきた。

　年ねん齢れいは五十代前半だろうか、ロマンスグレーの髪かみと口ひげが、軍の最高責任者としての威い厳げんを感じさせるが、温和なその微笑みが、この将軍の人格を物語っていた。

「やあ、マイド閣下、わざわざお呼び立てして申し訳ありませんな。今度の第三次パロス戦役に参戦する主演士官のマスクワードをご紹しよう介かいしようかと思いましてな」

　カッツ将軍は、そう言うと、横に立っていた三十代半ばの浅黒い精せい悍かんな顔つきをした、体育会系の雰ふん囲い気きの人を指し示した。

　主演士官？　ああ、そうか、今回の戦役、つまり映画に主演する人のことだな。

　マスクワードと呼ばれた士官は、僕に軽く頭を下げて右手をさし出した。

「はじめまして、私がマスクワードです。階級は大たい尉いで、巡じゆん航こう艦かんの艦長をやっております」

　僕がその手を握にぎり返すと、マスクワード大尉は、白い歯を見せて笑った。

「マスクワードというのはめずらしいお名前ですね」

「御先組様は、どこかのロストコロニーの出身でして、その名前を帝てい国こくの公用語で書いたりすると、とてつもなく下品な意味になるらしく、名めい簿ぼなどではすべて『伏ふせ字じ』にされていたそうです。結局その『伏せ字』という単語が我が一族の名みよう字じになってしまったんですよ」

「その御先祖のお名前はなんと言うのですか？」

「残念というか喜ばしいと言うか、その元の名前というのは伝わっておりません」

「あ、立ち入ったことを聞いて申し訳ありません」

「いえいえ、この話をすると、必ず聞かれます。もう自己紹介の一部になっていますから気にしないで下さい」

　カッツ将軍は、そのマスクワード大尉の照れたような顔を見て微笑むと、僕に話しかけてきた。

「マイド閣下はこのたびの第三次パロス戦役に観戦武官として参加を希望されていましたな」

「はい、今までにない経験をさせていただけるんじゃないかと期待しています」

「そりゃあ他に類を見ない戦争でしょうなあ。まあ、詳くわしいことはこのマスクワードからお聞きになって下さい、私は王おう妃ひの尊顔でも拝してきますから。簡単に言うなら妹の顔でも見てこようということですがな」

　カッツ将軍はそう言うと笑って去っていった。

「将軍は王族だったんですね」

「ええ、王様の義兄にあたります。ご自分の息子むすこさんよりメイ王女をかわいがっておりまして、我が国一番の伯お父じ馬ば鹿かだと有名ですよ」

　僕とマスクワード大尉が笑っているのを見て、大尉と同じくらいの年齢の士官が近づいてきた。色白でメガネをかけた、どちらかというと、軍人よりも文官といった感じの物もの柔やわらかな印象のその士官は、マスクワードに向かって笑いかけた。
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「よう、伏ふせ字じ之の守かみ、主演抜ばつ擢てきおめでとう」

　そしてその士官は、僕ぼくに向きなおって敬礼した。

「先ほど自じ己こ紹しよう介かいしましたが、その他大勢にまぎれてしまったかと思いますので改めて自己紹介させていただきます」

「存じておりますよ、参さん謀ぼう本部シナリオ担当の方ですよね、名前は確か……」

　名前に詰つまった僕ぼくに向かってマスクワード大たい尉いが助け船を出してくれた。

「モト・フルーム中ちゆう尉いです。私の古くからの、そう、ハイスクールからの友人です」

「そうでした、シナリオ担当士官ということは覚えていたのですが、名前を失念してしまってごめんなさい」

「いいんですよ、主演俳優の名前を知ってる人はたくさんいますけど、シナリオライターの名前まで覚えている人ってのは少ないものですから」

　文学青年が歳としをくったような笑顔でモト中尉は笑った。

「さきほどこちらのマスクワード大尉のことを、変わった呼び名で呼んでいましたね」

「ああ『伏字之守』ですか。ハイスクール時代からの渾あだ名ななんですよ、こいつの一族は古いそうですから、中世紀の称しよう号ごうで呼んでるんです」

　マスクワード大尉は、ちょっと不ふ機き嫌げんな顔で言った。

「だからその呼び名は人前で使うなって言っただろうが」

「気にするな、元の名前で呼ばれるよりはマシだろう」

「元の名前なんて知らないくせに」

　モト中尉は、わが意を得たり、といった感じでにやりと笑った。

「知らないし、わからない、ということは、どんな名前で呼んでもいいってことだろう。とてつもなく下品な名前で呼んだっていいってことじゃないのか？　たとえば『おーい○×△◆！』とか」

「わかった！　伏字之守でもなんでもいい！　そんな単語を口にするな！」

　二人のやり取りを聞いているうちに思わず笑ってしまった。

「ほらみろ！　マイド閣下に笑われたじゃないか」

　閣下と呼ばれた僕はとまどった。

「その、閣下というのはやめて下さい。僕はまだ十九歳の若造です。帝てい国こくの士官という立場でこそみなさんと会語ができますけど、一人の人間になってしまえば、とても対等に会話ができるような人間じゃないんですから」

　マスクワード大尉はモト中尉と顔を見合わせて笑った。

　そして、僕に向かって言った。

「アウトニアのパーティーには『年ねん齢れい』も『肩かた書がき』もありません。そりゃあ社会的な立場ってのはありますけど、それは名前の続きみたいなものです。このアウトニアって国のパーティーは、自分が楽しんで、そしてみんなを楽しませるために開かれるんですから、十五歳の少年が、六十歳の宰さい相しようの言葉にツッコミかけるなんてことは当たり前なんですよ」

　モト中ちゆう尉いがあとを続けた。

「そりゃあ最低限の礼れい儀ぎってのは必要ですけどね。それを認めた上で『おもしろけりゃいい』んです、このパーティーのルールは、それだけなんですから」

　僕ぼくは、過去に出席したことのある帝てい国こくのパーティーを思い出していた。

　もっとも上流階級のパーティーなんかに呼ばれたことはない。僕が出席したのは下流貴族の親しん睦ぼくパーティーだったが、二、三回出席して、そのあまりの醜しゆう悪あくさに耐たえきれず、二度と顔を出さなかった。

　自分の血筋の自じ慢まんと、私は上流階級のだれだれを知っている、という派は閥ばつを誇こ示じする会話しかない、あの見み栄えと虚きよ飾しよくと欲望の渦うず巻まくパーティーという名前の醜悪な人々の集まりに比べて、このパーティーのすがすがしさは一体なんだろう？

　これは、アウトニアの国民性なのかもしれない。

　この国の人々は、とても暖かだった。

　僕の顔と名前は、国中の人間に知れ渡わたっていた。

　王宮の中ちゆう継けいモニターに毎日顔が出るのだから当然と言えば当然だけど、最初はとまどった。

　僕の存在が見ず知らずの人にまで知られているということに馴なれていなかったからだ。

　市場で買い物をすれば必ずおばちゃんたちから声をかけられた。

『王女様をよろしくたのむよ』とか『もうすこし料理をしこんでやりな』とか。

　女の子たちもそうだった。

　街で僕を見かけると、何を勘かん違ちがいしたのか僕に走り寄ってきて『応おう援えんしてます！　がんばって下さい』とかメイ様は帝国の貴族の一員になるんですね』とか言って笑った。

　最後の言葉の意味をどうとればいいのか迷ったけど、とにかくみんな一いつ生しよう懸けん命めいに前向きで生きていた。

　嫌いやなことや辛つらいことがあってもそれごと笑い飛ばすように元気に生きていた。

　帝国の国民たちの、何かをあきらめてしまったような目とは違う目で生きていた。

　それは、この国の若さにあるのかもしれない。

　僕がそんなことを考えていると、モト中尉がなにやら難しい顔をして話しているのに気がついた。

「せっかくお前が主演をするのにこんなことを言うのは気がひけるんだが、今回のローデス側のシナリオが、すごくおざなりなんだ。なんというかあんまりやる気がないというか……」

「別にかまわんだろう、こっちのシナリオや映像に関しては完成してるんだろう？」

「ああ、毎回ちゃんと絵コンテをおいて両方で詰つめる作業があるんだけど、今回はなぜかローデス側の演出やシナリオの担当が途と中ちゆうから替かわったんだ。一度も顔を合わせないうちにこっちのシナリオを全面的にＯＫ出してきたしなあ……」

　僕は二人の会話が少し気になった。

　この第三次パロス戦役を決定した営業担当士官の交こう渉しようのときも、ローデス側は、途中から交渉の場に出てこないで一方的にマリリン姉あね御ごの要求を認めたということと妙みような共通点があるような気がしたからだ。

「あの。よろしかったらシナリオを読ませていただけませんか？」

　僕ぼくが話しかけると、モト中ちゆう尉いは驚おどろいたようだった。

「え？　あ、いいですけど。シナリオと言ってもストーリーなんかありませんよ、ドキュメント風にまとめるための断片的なシーンを寄せ集めただけのコンテ集みたいなものですから」

「それでもかまいません、ついでにローデス側のも読みたいんですけど」

「ローデス側のシナリオは細かいところまでできてないらしいんです。最初のシーン、アウトニア回かい廊ろうからローデス側が侵しん入にゆうしてきて布ふ陣じんするところだけはしっかりできてるんですけどね」

　僕は驚いた。今回の戦役は、回廊の中じゃなくて回廊のこっち側で行われるらしい。

　それはアウトニア回廊の戦略的価値とイニシアティヴを完全に失うことを意味していた。

「アウトニア回廊の、こっち側にローデス辺境軍を侵入させてしまうんですか？」

「ああ、前回よりも派手にどんぱちやろう、ってことになってね。回廊の中だとせいぜい巡じゆん航こう艦かん三隻せきならべるのがやっとだけど、回廊の外だったら艦かん隊たい決戦の映像が撮とれるだろう？　ローデスの旧式戦せん艦かんが沈しずむシーンはきっと見モノだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　モト中尉は怪け訝げんな顔をした。

「大丈夫さ、遠えん隔かく操作だし、中の乗組員は全部テクノドールと合成だから」

「いえ、そうじゃなくて、ローデスの軍隊を回廊のこっちにまで侵入させることがです」

　僕の答えを聞いたモト中尉とマスクワード大たい尉いの二人は、一いつ瞬しゆん驚いたあとで、顔を見合わせてうなずきあった。

「やっぱり本物の軍人さんは考えることが違ちがうなあ」

「ああ、そんなこと考えてもみなかったよ」

　そして、マスクワード大尉は僕に向かって人差し指を振ふって見せた。

「大丈夫ですよマイド閣下。この国は、いままで百五十年間ずっとそうやって戦争ごっこやってきて、ずっとうまく行っていたんですから」

　その、能天気な笑顔に向かって何も言えなくなった僕は、笑うしかなかった。

「そうですね、僕は帝てい国こくの軍人としての考え方が抜ぬけないようですね」

「ご安心ください。我々は契けい約やくしてます。相そう互ご信しん頼らいがなければ契約なんかできっこありませんから」

　マスクワード大尉たちは、再び笑った。

　でも、僕は、どうしてもそれを笑い飛ばす気にはならなかった。







　第十章　メイ王女







　パーティーが終わって一週間ほどすぎた週末のその日。三ヶ月遅おくれで……辺境派は遣けんの軍人はいつも後まわしらしい……支給になった初任給が振ふり込まれたカードをふところにして僕ぼくは、王宮の前に立っていた。

　さて、どうしたものかな。

　僕は迷っていた。

　昨日の夜、いきなりヴァルが言い出した。

『あ、そうそう、忘れておりましたマイド様。明日、メイ王女と私服を買いにいくという約束が入っておりました』

「なんだって？　聞いてないぞ！」

　驚おどろく僕に向かって、ヴァルはしれっと答えた。

『まことに申し訳ありません、すっかり失念しておりました。わたくしも、寄る年波には勝てないということでございましょう』

「電子人格に物忘れがあるわけないだろうが！」

『物忘れというのは、サーバントにとって、必要不可欠なスキルのひとつでございます。明日の午後一時に王宮の前でお待ち合わせでございますのでお忘れなく。申し遅れましたが、マイド様がメイ王女様に付つき添そいをお頼たのみ申したことになっております。メイ王女様にお願いした立場でございますので、くれぐれも失礼のございませんように』

　ヴァルは、そこで言葉を切ると微ほほ笑えんで一礼した。




　そうだよな、これは滞たい在ざい先さきの王族との親しん睦ぼくをはかるという帝てい国こく士官の任務なんだから、失礼のないようにしなくちゃな。

　僕が心のどこかで喜んでいる自分を叱しかりつけたそのとき。

「お待たせしました！」

　メイ王女の声がした。

　振ふり向くと、そこに、薄うすいピンクの薄手のセーターにチェック柄がらのミニスカートにニーソックスといった姿のメイ王女がいた。

　ポニーティルにまとめた長い栗くり色いろの髪かみが良く似合う。

「どうかしましたか？」

　メイ王女に聞かれて、僕は我に返った。

「あ、いや、今日の服はいつもとずいぶん印象が違ちがうので……」

「似合いませんか？」

　王女はちょっと不安そうな顔をした。

「あ、いえ、とんでもありません。いつもと違ちがって活動的な雰ふん囲い気きなので驚おどろいただけです。お似合いだと思いますよ」

　王女は、僕ぼくの眼を見つめた。

　僕の言葉にウソはないということが伝わったのだろう、王女は小さくため息をついて、肩かたの力を抜ぬいてから微ほほ笑えんだ。

「良かった……引っ込み思案な自分に元気をつけようと思って、今日はこの服を選んだんです。知ってます？　服って、人の気持ちを変えることができるんですよ」

「そうなんですか、僕はこの服以外のものをあまり着たことかありませんので、よくわかりませんが……本日は僕の被ひ服ふく調達にご協力いただきましてありがとうございます」

「被服調達？」

　王女は、ちょっと眉まゆをひそめて僕を上から下まで眺ながめてから言った。

「マイド先生も、その帝てい国こくの制服以外の服を着れば、きっと変わると思います。さあ、行きましょう！」

　メイ王女は親身になって……本当に真しん剣けんに僕の服を選んでくれた。

　とっかえひっかえ色々な服をひっぱり出してくるメイ王女に向かって僕は思わずひとり言をつぶやいていた。

「今まで服なんてものを選ぶ基準はサイズしかないと思っていたよなあ」
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　その言葉を聞きつけた王女は、野や蛮ばん人じんを見るような目で僕ぼくを見たあとでこう言った。

「規則で定められた場合以外の服は、基本的に自由であるべきではありませんか？　服は自分を表現できるひとつの手段だと思うんです。たしかに他人に不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたりする服もありますけど、それはその人の個性でしょう。不愉快な服を好む人は不愉快な人間であると宣言しているだけ正直だと思います」

　僕は恥はずかしくなった。

　服なんて……と、さげすんでいた自分の心のせまさに気がついたからだ。




　その日の夕方、僕は両手に買った服がいっぱい詰つまった袋ふくろを下げて、商店街の真ん中にある中央広場にいた。

　僕の姿を見た王女が、おずおずと言った。

「あの……マイド先生。どうして買った品物を、お店から直接王宮に送ってもらわなかったのですか？」

「いや、王族でもなんでもない人間が、そんなことをたのむわけにはいきませんから」

　僕の答えを聞いたメイ王女は、目を丸くした。

「そんな……王族でなくとも、そういったサービスはごく普ふ通つうの人でも使えるのですよ」

　え？　そうなのか？

　普段の買い物をすべてヴァルまかせの、それもネット通つう販はんですましてきた僕は、そういったことを全然知らなかった。

　メイ王女に、物知らずの若わか造ぞうであることを笑われたくなかった僕は、とっさにわざと形式ばったものの言い方をした。

「いや、帝てい国こくの士官として、自己の被ひ服ふくの管理運うん搬ぱんを、他人に、それも民間人にまかせるわけにはいきません」

　メイ王女は、ちょっと僕をきつい目で見たあとで、静かに言った。

「そんなに他人が……いいえ、アウトニアの国民が信じられないのですか？」

　メイ王女は怒おこっていた。

　僕は、そんな王女の顔を初めて見た。

　そうか……やっぱりこの子は、本物のお姫ひめ様なんだ。

　自分のことでなく、国民を馬ば鹿かにされたときに怒る。それが、王族でなくてなんだろう。

　僕は、素直に謝った。

「ごめんなさい、王女。本当は、僕はアウトニアの人たちを信用しないから、こうやって買った荷物を持ち歩いてるわけじゃないんです……その……実を言うと、品物を届けてもらえるなんて知らなかったんです」

　王女の目が真ん丸になった。

「うそ……」

　僕がウソを言っていないことがわかると、王女は笑い出した。

「宅配システムをご存じないなんて……あなたはどんな田舎いなかの星から来たのですか？」

　しばらく笑ったあとで、王女は真ま面じ目めな顔で言った。

「すると……マイド先生。いえ、銀河帝てい国こく辺境方面軍、同盟惑わく星せい連合司令部ユーランド分室アウトニア駐ちゆう屯とん地ち所属マイド・ガーナッシュ少しよう尉い殿どの。あなたはアウトニア王国の王女に対して虚きよ偽ぎの申し立てを行ったんですね」

　王女は、長ったらしい僕ぼくの肩かた書がきをすらすらと暗あん誦しようした。

　僕を公式な肩書きをもって呼ぶということは、これはきっと僕に対する公式な抗こう議ぎに違ちがいない。僕は姿勢を正した。

「はい、そういうことになります。申し訳ありませんでした。このお詫わびにどんなことでも致いたします、どうかお許しください」

「どんなことでも？」

「はい、帝国貴族の名めい誉よにかけて」

　王女はいつものように微ほほ笑えんだ。そして、その微び笑しようのまま言った。

「では、お願いがあります。そこの屋台でクレープをひとつ買って下さい」

「は？」

　このとき、僕はきっと銀河で一番マヌケな顔をしていたんだと思う。

　王女は両手をあわせて、僕を見て言った。

「今月は友達のバースデイが重なってお小こ遣づかいがピンチなんです、いいでしょマイド先生、お願い！」

　その、王女の「お願い」を断ることなんかできなかった。

　銀河系のどこにも、その「お願い」を断ることのできるやつはいなかっただろう。




　二人で中央広場のベンチに座ってクレープを食べながら、僕はメイ王女といろんな話をしたが、メイ王女がいちばん聞きたがったのは、僕の寄宿舎時代のことや士官学校のことだった。

　僕は、気になったことを王女に聞いてみた。

「さっき、僕を公式の肩書きで呼びましたけど、よく覚えていましたねえ」

　メイ王女は目を伏ふせて小さな声で答えた。

「……私、マイド先生のことを知りたくて、いろいろ勉強したんです」

「僕のこと？」

「はい……」

　このとき、王女の耳が赤くなっていたのは傾かたむきかけた夕日のせいなんだと思う。

　だって、そう思わなけりゃ勘かん違ちがいしてしまうじゃないか。







　第十一章　戦場へ







「無服に広がる大宇宙か」

　第三次パロス戦役の会戦空域に向かう辺境惑星同盟軍旗き艦かんアウトニア王国軍所属Ｚ級戦せん艦かん『ザイダベック』の第三艦橋で、目の前に広がる宇宙空間を眺ながめながら僕ぼくはつぶやいた。

　たしか、こんなナレーションではじまる星間テレビの番組を見た記き憶おくがあった。

　たしかに宇宙空間ってヤツは無限に広がってる。でも、その中に「人間が居住できる惑わく星せいを持った恒こう星せい系けい」という条件を加えると、とたんに宇宙は無限でもなんでもなくなってしまうんだ。

　だから我が「マガザン帝てい国こく」と「神聖ローデス連合」は二百年間も戦い続けるはめになった。

　ローデス支配下の銀河とわれわれの支配下の銀河の間には年老いた銀河の残ざん滓しが横たわっている。

　強力な重力場を持つ白色矮わい星せいの群れからなるその銀河の残滓の中で跳ちよう空くう間かん航法を使用すると転移先に数光年の開きが生じてしまう。ひどいときは太陽の中で実体化してしまうかもしれないのだ。

　だから戦争、それも艦かん隊たい決戦なんてシロモノがやれる場所は限られていた。

　この二つの勢力を隔へだてる重力場の塀へいに開いた穴。

　唯ゆい一いつ重力場の影えい響きよう下かにない無人暗あん礁しよう空域。通称「ピーチスター」。

　この、何の役にも立たない「桃もも星ぼし空域」を取ったり取られたりして二百年。

　そんなことなんか止やめてしまえば楽なんだけど、ローデスには「布教と宗教的正義の確立」という大義名分があったし、われわれ帝国側には「宗教的自由の確保と余よ剰じよう生産物の消費」という理由があったから、そう簡単に止めるわけには行かなかったんだろう。

　実を言うと「桃星空域」以外にも安定して跳空間航行ができる部分があった。

　それがここ「アウトニア回かい廊ろう」だった。

　ここが戦略的要よう衝しようにならなかった理由はただひとつ。

　ものすごくせまいのだ。

　僕が乗っているＺ級戦艦一隻せきギリギリくらいの空域しか安定した空域がない。だから、ここから攻せめ込むには、戦艦を一隻ずつ一列に並ばせて順番に転移させる必要がある。

　想像してほしい。

　地面にあいた穴から一隻ずつ戦艦が顔を出す光景をだ。

　この回廊が戦略的に使えない理由がわかるだろう。

　それはモグラが出てくる穴がひとつしかないモグラ叩たたきゲームだ。敵が顔を出す場所にビームの照準を合わせておいて、出てきたら撃うつ。

　それだけで勝ってしまうんだから、艦かん隊たい決戦だの全面戦争だのはやりたくてもやりようがないのだ。

　そう……今までは。

『ご心配ですか？』

　横に立っているホログラフのヴァルが話しかけてきた。

「ああ……ちょっと不安だな。一応もしもの場合に備えて作戦は立ててきたけど、なんと言ってもこの戦いは、僕ぼくの戦いじゃない。僕には指揮命令権はないんだからね」

『ローデス辺境軍の通信がすべてクローズシステムになっているのも少々気がかりです。過去においてこのようなことはありませんでしたから』

　僕たちの知らないところで何かが動いているような気がしてならなかった。

　第三艦橋の展望窓から見えるアウトニア王国艦隊の総数は六十八隻せき。

　これからアウトニアの周辺にあるランデヴー空域の所属艦隊が集結して、連合艦隊が編成されることになる。

　連合艦隊の総数は八十八隻。

　それが辺境惑星同盟軍の総戦力だった。

　そのとき、僕の背後でエレベーターのドアが開くときの電子チャイム音がした。

　誰だれかが来たらしい。

　一いつ瞬しゆん……。

『あ、メイ王女だ』と思った。

　なんの根こん拠きよもなかったけど、ただ、そう感じた。

「ここにいらしたんですね」

　優しい声だった。

　自分の予感が当たったことが妙みようにうれしかった。

「宇宙船を見ていました。僕は半年前にこれとよく似た光景を眺ながめながら、自分の人生は終わったものだと思い込んでいたんですよ」

　メイ王女は僕の横に立った。

　栗くり色いろのロングヘアーをポニーティルにまとめ、濃こいブルーの同盟軍の軍服を身にまとったその姿は、普ふ段だんのジーンズ姿とも、ガーデンパーティーのドレス姿とも違ちがった雰ふん囲い気きを感じさせた。

　優しい顔立ちに走る緊きん張ちよう感かんは、彼女が精せい一いつ杯ぱい『王家の義務』とやらを果たそうとしていることの現れだろう。

　それは健けな気げさと言うより痛々しさを僕に与あたえた。

　幸運の女神か……。

　彼女は運がいい、と今まで言われてきたけど、幸運でもなんでもないと僕は考えた。

　だって、本当に運がいい女の子なら、こんなところにいないで、今ごろ自分の部屋で寝ね転ころがって、クッキー食べてマンガでも読んでいるにちがいないからだ。

「人生が終わったって？」

　王女は小首をかしげた。

　なぜだろう……。

　その顔を見たとたん僕ぼくの心しん拍ぱく数すうが上がった。

「僕は帝てい国こくの近この衛え師し団だんに入りたかったんです。その夢が破れたとき、僕は自分の人生が終わったように感じていたんです。今から考えれば馬ば鹿かなことを考えていたんだな……と思いますけどね」

「アウトニアは僻へき地ちですものね」

　王女は恥はずかしそうに下を向いた。

「いえ、とんでもありません。僕は今、軍務局に感謝しています。軍務局が僕をここに、このアウトニアに配属してくれたからこそ、僕はこのアウトニアの人々に会うことができたんです。このすばらしい国にね」

「ありがとうございます。この国を好きになっていただいて、本当にうれしいです」

　メイ王女は微ほほ笑えんだ。

　……好きになったのは国だけじゃありませんよ。

　なんて言えるわけがない。

「どうされました？　何か私に……」

　メイ王女が、ちょっと赤い顔をしてたずねてきたので、僕は、あわてて視線を展望窓に移した。

　どうやらじっと王女の顔を見みつめていたらしい。

「あ、いえ、王家の義務とはいえ、最前線に立つには勇気がいるだろうな、と思いまして」

「最前線といっても……私は、この戦せん艦かんから一歩も出るわけではありません。皆みなさんの戦いをモニター越ごしに見ているだけです。私にできることは、出しゆつ撃げきしてゆく人たちに祝福の言葉を贈ることと、戦いの間、祈いのり続けることと、そして帰ってきた人々に感謝の言葉を贈ることだけなのです」

「それで充じゆう分ぶんです。あなたに祝福されて……そして感謝されるなら、誰だれでも喜んで戦いに赴おもむくでしょう。そう、僕だって」

　メイ王女は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたあと、下を向いた。

「からかわないで下さい、帝てい国こくの貴族様にとって、こんな田舎いなかの王家の娘むすめなんて帝てい星せいのカフェのウェイトレス並みの存在なんでしょう？」

「そんなことはありません！　あなたは、帝国のどの王族のお姫ひめ様も比べものにならないくらいのお姫様だと思います。メイ王女。本当のお姫様って、どんな女の子だと思います？」

　メイ王女は、何も言わずに、僕の言葉を待っていた。

「それはね、キレイな服を着ることができるということでもないし、権力を自由に使えることでもありません。自分の立場と権力は、国民のためにある、ということを理解していて、みんなに愛されて、大切にしてもらえるだけの何かを持っている女の子のことなんです。そういった本当のお姫ひめ様に『お願い』された男の子はみんな騎き士しになれるんです。だから、あなたは自信を持たなきゃいけません。国民は、みんなあなたの『お願い』を待っているんですよ」

　メイ王女はしばらく身じろぎもせずに立っていた。

　そして、泣きそうな顔をしてつぶやいた。

「私……そんな立派な女の子じゃありません。私……そんなお願いなんてできません……」

「メイ王女、何もできないなんて言っちゃいけないし、泣いちゃいけない。君の笑顔にはどんなパワーがあるのか、君は知らないだけなんだ。君は幸運の女神なんだろう？　誰だれだって悲しい顔を見るより笑った顔を見る方が楽しいにきまっているんだ。そりゃあ辛つらいことだっていっぱいあるだろうけど……」

　僕ぼくはそこで言葉を切った。

　そして、思い切ってあとを続けた。

「帝てい国こくがついている。僕は帝国の貴族という身分しか持たない若わか造ぞうで、それこそ何もできないけど、帝国は違ちがう。君の……この国を支えるなんて朝飯前なんだ」

　本当はこう言いたかった。

『僕がついているよ』と……。

　でも、そんなことが言えるわけがない。

　メイ王女は、僕を見た。

　そして、少し微ほほ笑えんでから、にじんだ涙なみだを拭ふいた。

「ありがとうございます。そうですよね、私たちには帝国がついていますもの、帝国はその庇ひ護ご下にある国を決して見捨てない。あの盟約の言葉を信じなくてはいけませんものね」

「そうです、帝国はつねに臣民と同盟国のために存在しています。だから、帝国を信じて、幸運の女神としてつねに笑顔でいてください」

「はい」

　なぜだろう……。

　このとき、王女はとても寂さびしそうな顔をしてうなずいた。

　僕は、何か王女を失望させるようなことを言ってしまったのかもしれない。

　そのとき、ヴァルが話しかけてきた。

『マイド様。まことに申し訳ありませんが、参さん謀ぼう作戦会議のお時間です』

「え？　もうそんな時間なのか？」

『はい。ここに来られてから二分の一標準時間が経過しております』

「そうか。じゃあ僕は参謀会議に呼ばれていますので、これで失礼させてもらいますが」

　王女は僕を見ると微笑んだ。

「私は、あとしばらくここにいます……マイド様が見ていたものと同じ景け色しきを、私も見ていたいのです……」

　僕はなんと言っていいかわからなかった。

　ただ、自分の顔が赤くなるのだけはわかった。

「じ……じゃあ失礼します」

　僕ぼくはぎくしゃくとした足取りで展望室を出た。

　エレベーターのドアが閉まるのと同時にため息があふれた。

『どうなさいました？』

　ヴァルのやつが、半分おもしろそうな顔で聞いてきた。

「なんでもないよ」

『ご安心下さい、マイド様のお気持ちはちゃんとメイ王女にも伝わっております』

　ごん！

　ヴァルの方を振ふり向こうとした僕は、エレベーターの壁へき面めんに取りつけられている非常用インカムスクリーンの角にしたたかに頭をぶつけてしまった。

　ソフトパッドで覆おおわれているとはいえ、そのショックはかなりのものだった。

『大だい丈じよう夫ぶでございますか？』

「大丈夫なわけないだろう！　どういうことだ！　その、僕の気持ちが王女に伝わってるってのは！」

『はて？　マイド様がメイ王女様に好意を抱いだいていることは、もはやアウトニアの国民すべてが知っている公然の事実でございます。そもそもあのホームパーティーのときに王女手作りのシチューを食べたときから、国民は皆みなそう決めております』

　まいったな……。

　あのシチューが、ここまで崇たたるとは思わなかった。

『さしでがましいようですが、王女様はマイド様に、僕が君を守る。と言って欲しかったのではないかと思いますよ』

「そんなこと言えるわけがないじゃないか！　王女が信じているのは僕じゃない、『帝てい国こくの軍人である僕』なんだ。本来なら王家の人間とこんなに親しく話すことすら許されないのに、それが許されるのは僕が背負っている『帝国』という看板が僕に与あたえてくれた権限なんだ。僕を思い上がらせるようなことを言うな！　お前は僕を諫いさめて僕を正しく導いてくれるためにそこにいるんだろう？　違ちがうのか？」

　このとき、ヴァルはとても複雑な顔をした。

　それは、今まで見たこともない表情だった。

　でも、何か言いたそうなその表情は一いつ瞬しゆんだけですぐにいつもの顔にもどった。

『誠に失礼いたしました』

　どうしたんだろう。

　こんなことは今までなかったのに。




　ぽーん。

　電子音とともにエレベーターのドアが開いた。

　僕は今までの物想いを頭からふり払はらって、参さん謀ぼう会議が開かれる会議室に急いだ。

『ザイダベック』の中央指揮室のとなりにある会議室。

　その部屋には今回の戦役の作戦参さん謀ぼうたち。言い換かえるなら「演出家」や「脚きやく本ほん家か」や「助じよ監かん督とく」たちが勢せいぞろいしていた。

　その中の何人かは、もう顔見知りだったので僕ぼくは軽く頭をさげてあいさつをかわした。

　部屋の中央には、中央指揮室用の球形三次元スクリーンを小型にしたものが浮うかんでいる。

　そこには、集結を終えた同盟軍の宇宙船が映し出されていた。

　勢ぞろいした八十八隻せきの宇宙船のひとつひとつに種別と質量の表示がラベリングされている。

「どうですかな？　我が同盟軍のさっそうたる連合艦かん隊たいの勇姿は。帝てい国こくの士官学校の練習艦隊の足元にも及およばない貧弱な艦隊ですが、お笑いにならないで下され」

　スクリーンを見ていた僕に、カッツ将軍が笑いながら話しかけてきた。

「いえ！　笑うなんてとんでもありません！」

　手を振ふって否定すると、カッツ将軍は、肩かたをすくめた。

「この八十八隻の艦隊の中で曲がりなりにも戦艦と呼べるのは、この『ザイダベック』と第二艦隊の『ビルドベース』の二隻だけです。アウトニア軍の主力を占しめるのは軽けい巡じゆん航こう艦かんと駆く逐ちく艦かんでして、あとは絵になるという理由で引っ張ってきた輸送艦やら特務艦なのです。新興国家にとって軍事費というのは頭痛の種以外のなにものでもありませんからな」

　カッツ将軍と会話をしながらスクリーンを見ていた僕は、艦隊の後方に並んでいる船の中に、妙みように質量の大きい中型艦の群を発見した。

　形式は帝国の古いＦ級巡航艦だが、質量が巡洋戦艦並みなのだ。

　おそらく古い巡航艦に重じゆう装そう甲こうを施ほどこして突とつ撃げき艦かんか強ごう襲しゆう艦かんに改造したのだろう。

「Ｆ級巡航艦を改造した艦が何隻かありますね」

　カッツ将軍は、ちょっと驚おどろいたようにスクリーンを見た。

「よくおわかりですね」

「質量カウンターを見たんです、でも、妙ですね、普ふ通つう突撃強襲用に重装甲化した戦せん闘とう艦かんは艦隊の全面に立てるものなのに、なぜ後方に並べてあるんですか？」

　カッツ将軍とそのまわりにいた参謀たちは、一いつ瞬しゆんぽかん、と口を開けたあと、腹を抱かかえて笑い出した。

　僕は、自分が何かとんでもないことを口走ったのだと知った。

　でも。いったい何を言ったのだろう。

　僕の表情に気がついたカッツ将軍は、笑いすぎて出た涙なみだを拭ふいて僕に謝った。

「いや。失礼、マイド少しよう尉いは何もご存ぞんじないのですから当然でしょう。あのＦ級巡航艦の正体はですな。いや、言葉で説明するよりその目でごらんになった方がよろしいでしょう。会議が終わったらご案内いたしましょう。そうですな、パンもミルクもできたてのころですからな」

　カッツ将軍は、謎なぞの言葉とともに僕を連れん絡らく艇ていのデッキヘと誘さそった。







　第十二章　特殊補給船







　目の前には一面の牧草地が広がっていた。

　あちこちで草を食はむ牛たちの声が聞こえてくる。

　風はやわらかく、日差しは暖かだった。

　それは、どう見てもありふれた牧場の光景だった。

　宇宙船のエアロックから入って、ロビーからエレベーターに乗らず、いきなりこの光景の中にほうり込まれたら誰だれだってそう思うに違ちがいない。

「いかがかな？　Ｆ級巡じゆん航こう艦かん改造特務補給艦の御ご感かん想そうは？」

「Ｆ級のＦって、農場フアームのＦだったんですか」

「そう言う意味もあるが、実を言うと十年ほど前のことだが、中古兵器市場で帝てい国こくの旧型Ｆ級巡航艦が激安で売りに出されたのだ。わが国はそれを、よくたしかめもせずに買ってしまったのだよ。買って驚おどろいた」

　カッツ将軍は、そこで言葉を切ると肩かたをすくめて自じ嘲ちようするように笑った。

「中身ががらんどうだったのだ、兵装も備品もなにもない船体の外がい殻かくと推すい進しん機きと。なぜか知らないが大きな生命環かん境きよう維い持じ装置と合成太陽光発生装置だけがついていた。どうやら流る刑けい船せんとして利用するために改造された船だったらしいのだ、安いわけだ」
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　そう言えばウワサに聞いたことがある。

　それは、十年ほど前の戦役で、ローデス軍の特とく殊しゆ部隊の伝導腐ふ食しよくガス攻こう撃げきに、泊はく地ちに停てい泊はく中ちゆうの十数隻せきのＦ級巡じゆん航こう艦かんがやられたことがあるというウワサだった。

　旧式艦であるＦ級巡航艦には、電子回路に対伝導腐食コーティングが施ほどこされていなかったため、システムが完全に破は壊かいされて廃はい艦かん処分となり、それ以来、帝てい国こくの船の電子回路にはすべて対伝導腐食コーティングが施されるようになったのだ。

『約十年前と言いますと、第七次挑もも星ぼし戦役で第三二八艦隊がローデスのコマンド部隊に壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けた年ですね。たしかに艦かん籍せき番号はあのとき沈しずめられたＦ級巡航艦と一いつ致ちします。流刑船への改造はマルス家の指示で行われましたが、第七王子のタツヨミ殿でん下かの退院を祝して恩おん赦しやが行われたため改造途と中ちゆうで廃はい棄きされた、と記録には残っていますね』

　ホログラムのヴァルが、僕の横で、読みとったデータを詳くわしく説明してくれた。

　カッツ将軍は、少し驚おどろいたような顔をしたが、そのまま説明を続けた。

「買ってしまった以上は、なんとかしてこれを使わねばならない、国民の税金を無む駄だ遣づかいしたと言われてしまうからな。我々は必死にない知ち恵えを絞しぼったのだ。輸送船として使うには扉とびらが小さすぎて荷物の積み下ろしができないし、なまじ外がい殻かくが頑がん丈じようだから改造するのも一苦労だ。かといってがらんどうの船体に兵装を搭とう載さいするのには莫ばく大だいな金がかかる。そんなとき、誰だれかが搭載されていた生命環境維持装置と合成太陽光発生装置に目をつけた。輸送船はおもに何を運ぶのか。戦時でなければその荷物のほとんどは兵員の食料だ。だったらわざわざ運ばなくとも、艦隊の中で自給してしまえばいいじゃないか！　とな」

「それでこのような星の海をゆく農場を作ったわけですね」

　カッツ将軍は、ちょっと驚いたように目を見開いた。

「意外に詩人だね君は」

「あ、いえ……他にこのような船を表現する言葉が見つからなかったものですから」

　カッツ将軍は軽くうなずいた。

「他に類を見ない船であることは事実だろう、しかし、効果は絶大だぞ。戦役ともなればアウトニア本国を三月は離はなれねばならん、その間保存食だけを食わされたのではたまったものではない。士官と兵の食事に差をつけるわけにもいかん、食い物の恨うらみほど恐おそろしいものはないからな。焼き立てのパンとしぼりたてのミルクとバター、一兵卒に至るまで、これが食える軍隊はここだけだ」

　そう言えば戦せん闘とう配食なんて一度も出たことがなかった。アウトニア王国の王星ユーマを出てから今日までの二週間、僕はいつもどおりの献こん立だての食事をしていたことに気がついた。

　帝国軍では絶対に考えられないことだ。

　僕は帝国軍の戦闘配食用レーションパックを思い出していた。

　栄養素と保存性と圧縮性を第一に考えて作られた、つまりそれ以外の要素を完全に無視して作られた、そのレーションパックは、「食用粘ねん土ど」とか「舌殺し」と呼ばれていた。

　兵士に『このレーションを毎日毎日食わされるくらいなら、一日でも早く敵に向かって突とつ撃げきして楽になりたい』と思わせるために作られたというジョークは、信しん憑ぴよう性せいがありすぎて笑えなかったほどだ。

「うまいものを食っていれば人間あまり馬ば鹿かなことは考えないものだ。それに、命を大事にするだろう。明日、今日よりうまいものが食えると知ればね」

　カッツ将軍の言葉には説得力があった。

　世の中に、こんな「楽しい軍隊」があるなんて知らなかった。

　Ｆ級特務補ほ給きゆう艦かんの兵士たち……コック帽ぼうをかぶって白いエプロンをした兵士たちから、できたてのバターとしぼりたてのミルク、そしてまだ温かいフランスパンをお土産みやげにもらうと、僕ぼくは旗き艦かんに向かう連れん絡らく艇ていに乗り込んだ。

　せまい連絡艇のキャビンの中、横にいる兵士の腕うでに抱かかえられた焼きたてのパンから食欲を刺し激げきする香かおりが僕の方に漂ただよってくる。

　このとき、僕は微ほほ笑えんでいたらしい。

　カッツ将軍が、厳しい顔をしているのに気がついたので、僕は、あわてて表情を取り繕つくろった。

　失敗したな。

　なんの緊きん張ちよう感かんもなく、へらへら笑っていた僕の評価はこれでずいぶん下がったに違ちがいない。

　案の定カッツ将軍が話しかけてきた。

「マイド少しよう尉い、先ほど君は笑っていたね」

「あ。はい、どうもすみませんでした、つい……」

「笑われてもしかたないな、本物の軍人さんから見ればわれわれなど『戦争ごっこ』をしている兵隊人形の軍隊以下の存在なのだからね」

　どうやらカッツ将軍は僕の微笑みを誤解しているようだ。

「私が先ほど笑っていたのは、アウトニア軍を笑ったのではありません、誤解しないで下さい、私はこの軍隊の素晴らしさに共感を覚えて。思わず微笑んでしまったのです」

　カッツ将軍は、怪け訝げんな顔をした。

「こんな劇団のような軍隊を素晴らしいだと？」

「ええ、軍隊はなんのためにあるか、それは当然戦争するためです。では軍隊は二四時間三六五日常に戦せん闘とうしているのでしょうか？　あ、すみません、こんな私みたいなひよっこ少尉の議論に付き合わされるのかと、気分を害しているかもしれませんが」

　カッツ将軍は興味を覚えたようだった。

「いや、続けてくれないか？」

「では、失礼して私の考えを述べさせていただきます。軍隊の目的は『抑よく止し力りよく』だと思うんです。そりゃあ軍隊なんてない方がいいに決まってます、生産性のまったくない、人殺しの技術者集団なんですから。でも……最低の選せん択たくかもしれないけど、それを持つことによって、もっと大きな被ひ害がいをもたらす結果……つまり戦争です。これを避さけることができるなら、それを選択することは間ま違ちがいじゃありません。アウトニアの軍隊は、立派に抑よく止し力りよくの役目を果たしています。それぞれのバックについている帝てい国こくと神聖ローデス連合が、全面戦争にならないように、努力しているじゃないですか。アウトニア軍の劇団としての能力も主演士官の演技も演出参さん謀ぼうのシナリオも、全部『ほんものの全面戦争』を引き起こさないために使われているんですから、これは立派な抑止力だと思うんです」

　カッツ将軍は笑った。

「君は、なかなかおもしろいことを考えるねえ。そうか、われわれは全面戦争を避さけるためにこんな『まやかしの戦争』をやっているわけか。そう考えれば、たしかにそうだな。いや、そのとおりだよ、うん」

　そしてカッツ将軍は僕ぼくの背中を痛いぐらいにたたいた。

「君はおもしろい！　いや！　本当に！　われわれは、君のような人間がアウトニアに来てくれたことを神に感謝すべきだな」




　旗き艦かんにもどった僕は、カッツ将軍に礼を言って自室へともどった。

　明日、いよいよローデスとの決戦空域に到とう達たつする予定だ。

「抑止力か……」

　そのつぶやきを聞きつけたホログラフのヴァルがこちらを向いた。

『マイド様のおっしゃっている抑止力とは、両方に共通の価値観があって初めて成り立つものでしょうね……』

「そうさ、理性と損得が優先しているうちなら絶対に戦争になんかならない、だから僕は半分安心しているんだ」

『今回のローデス辺境軍との戦役をですか？』

「ああ、帝国とローデスとの戦力は、拮きつ抗こうしたまま挑もも星ぼし星域をはさんでにらみあっている。もし、アウトニア回かい廊ろうにローデスの正規軍をまわしたりしたら、ローデスは挑星星域を失ってしまうだろう。それに僕たちの相手であるローデス辺境軍も、帝国側の同盟軍と負けず劣おとらずの貧びん乏ぼう軍隊だ。最近は租そ税ぜい……あの国では『お布ふ施せ』と呼ぶらしいけど。これの率が引き上げられて大変らしい。戦争を続ける能力なんてどっちも持っていないんだからな」

　ヴァルはしばらく考えてから言った。

『しかし、戦争を続ける能力はなくとも、戦争を起こすことはできます。火ひ種だねさえあれば山火事を起こすことはたやすいのではないでしょうか？』

「そう考える根こん拠きよはなんだい？」

　ヴァルは右の眉まゆを上げた。

『先ほど、帝国情報局のファイルに登録された最新の情報です。未確認情報ですが、それによりますと、ローデス辺境軍の責任者が失しつ脚きやくしたとのことです。理由は、神聖ローデス法皇に対する長年の裏切り行こう為いが発覚したためである……と』

「おい！　それって……」

　ヴァルは険しい目つきになった。

『こんどの戦役は、出来レースではすまないかもしれないと言うことです』

「どうすればいいと思う？」

『マイド様は、今回の戦役ではあくまでも軍事顧こ問もんという立場でしかありません。実際の指揮命令権はございません』

「そんなことはわかってる！　僕ぼくが知りたいのは、だから、どうすればいいのか、ということなんだ！」

　ヴァルの表情がすこしゆるんだ。

『シナリオを書き換かえるしかありません』

「今から書き換えても、それを部隊が演じることなんてできるわけがないよ」

『そうです、ですからその書き換えたシナリオどおりに動いてもらうように、各部隊に一人ずつこちらの参さん謀ぼうがついて、直接演技指導を行うのです』

「まるでプロンプターだな」

『それしか方法はございません。そのためにはわたくしがこの旗き艦かんである『ザイダベック』の通信システムをコントロールする必要がございます』

「わかった、それしかないだろうな……」




　僕とヴァルは、ほとんど徹てつ夜やの状態で、次の日の朝を迎むかえた。

『一応マイド様のお手元の汎はん用よう端たん末まつも動かしておりますが、もし、わたくしが艦かん隊たい通信システムをコントロールすることになりましたら、とてもそこまで手がまわりません。ご迷めい惑わくをおかけします』

　室内のインカムがヴァルの声で話しかけてきた。

　今、ヴァルは、汎用端末から旗艦のメイン電子人格に乗り換えている。

「お前がこの船を乗っとっているってことは気づかれていないな」

『この声で会話しているのはマイド様だけでございます。この船のメイン人格であるリッキイには少しの間眠ねむってもらっておりますが、彼のデータバンクはすべてわたくしのコントロール下にありますので問題はございません』

　僕はホログラフのヴァルをうしろに従えて、旗艦のブリッジヘと上がった。

　ブリッジにはカッツ将軍や作戦参さん謀ぼうたちが並んでいた。

　そして、一段高いところにある特別席には、緊きん張ちようした顔つきのメイ王女が座っていた。

　ブリッジから見下ろす指揮室の中央には、メインスクリーンである巨きよ大だいな三次元球形スクリーンが展張され、そのスクリーンの中にはアウトニアの艦隊が青い光点で、ローデス側が赤い光点で示されており、その周囲には、それぞれの艦かん艇ていから送られてきたデータや映像などを表示したモニターが並んでいる。

「やあ、マイド少しよう尉い。どうした？　徹夜明けって顔だぞ」

　モト中尉が笑いながら話しかけてきた。

「夕べ少し夜よ更ふかししたもので。それより敵の艦かん隊たい隊形はどのようになっていますか？」

　モト中ちゆう尉いは、メインスクリーンを示した。

「シナリオどおりだよ。敵は七二時間前、わが軍の監かん視し衛星船に対しジャミングをかけると同時に卑ひ劣れつな不意打ち攻こう撃げきを敢かん行こうし、これを破は壊かいすると同時にアウトニア回かい廊ろうを通って帝てい国こく領土であるアウトニア王国領に侵しん入にゆうを開始した。定時連れん絡らく時じの暗号コードを解読されていたため、この事実に気がつくのが遅おくれたわれわれがアウトニア回廊の出口に到とう着ちやくしたとき、すでにローデス辺境軍は、アウトニア回廊のこちら側に部隊の展開を終しゆう了りようしつつあった……というわけだ」

　メインスクリーンに映った光点の群れは、モト中尉の言葉のとおりの位置関係を示していた。

　僕ぼくの考えすぎだったのだろうか。

「作戦開始まであと十分」

　女性オペレーターの声がブリッジに響ひびいた。

　そのとき、通信管理者の女性士官が不ふ審しんそうな顔をしながらカッツ将軍を振ふり向いた。

「将軍！　緊きん急きゆう通信周波数でこちらを呼び出している船があります。ローデス辺境軍の一三三駆く逐ちく艇ていからです」

　参さん謀ぼうたちがざわついた。

「つなぎなさい」

　カッツ将軍の声が終わらないうちに、モニターから切せつ迫ぱくした男の声が聞こえてきた。

『アウトニアヘ！　繰くり返す！　アウトニアの諸君！　この戦役は今までとは違ちがう！　今まで我々を保護してくれていたオーバーフロア司教は失しつ脚きやくし、ローデス本国から新しい司教が来た。彼は……傭よう兵へいを……して……本当の……を……そうとして』

　いきなりジャミングがひどくなって通信は聞き取れなくなった。

　間違いない！

　昨日、ヴァルが入手した未確認情報は間違ってはいなかったんだ！

「作戦開始まであと五分……」

　カウントダウンの真まっ最さい中ちゆう、いきなりローデス辺境軍側の前線配置部隊である哨しよう戒かい艇ていや駆逐艇などの小艦隊からエネルギー反応が出た。

「敵てき艦かん発はつ砲ぽう！」

　オペレーターの報告を聞いた指揮室がざわついた。

　僕のななめ前にいる通信参謀が、怪け訝げんな顔でつぶやいた。

「あれ？　こちらの防護スクリーンは展開ずみですげど、誰だれか命令出しましたか？」

「いや、でもやっておいて間違いはないだろう……まだ五分もあるのに。気の早いヤツらだな」

　モト中尉はそう答えると僕に向かって説明した。

「まず、遠えん距きよ離りビーム砲ほうの打ち合いシーンから入ります。一列に並んだ戦せん闘とう艦かんからの一いつ斉せい射しや撃げきは絵になりますからね。ビームは低出力で暗赤色にしか見えませんが、画像編集のさいに最高出力の青白い輝かがやきに差し替かえることになっているんですよ」

　そのとき、旗き艦かんの正面に展開された防護スクリーンに敵てき艦かんからのビームが命中した。

　そのビームは……。

　青白かった！







　第十三章　開戦！







　旗艦『ザイダベック』の前面に展開した防護スクリーンを直ちよく撃げきした敵のプロトンビームは、七色のスペクトルとともに砕くだけ散った。

　十六層の複合力場波によって構成された防護スクリーンの第七層まで貫かん通つうされたことになる。

　軽けい巡じゆん航こう艦かんクラスの艦船の防護スクリーンは八層までしかないのだから、ほとんどの艦が、損傷を受ける寸前までいったのだろう。

　艦隊内通信が急ににぎやかになった。

　そのほとんどがとまどいと怒いかりの声だった。

『今のはなんだよ！　いったいどうしたんだ！　あらかじめ防護スクリーンを最大強度で展開するってシナリオが来てなかったら撃げき沈ちんされていたところだぞ！』

『今回からビームの強度を変えるってなぜ教えてくれなかったんだ！』

　参さん謀ぼうたちは呆ぼう然ぜんとしていた。

　ヴァルが防護スクリーンを展開するように指示したのは間ま違ちがいないが、まだ、誰だれもそのことには気がついていないようだ。

「辺境軍のホットラインを開け！　何か手て違ちがいが生じたようだ！」

　参さん謀ぼうがオペレーターに叫さけぶ。

「それが……まったく応答しません！　コードを変えて確認したところ、確受信号は来ているのですが、応答する気がないようです！」

「なんだと？　もう一度送信してみろ！」

　こんどは答えがあった。

　それは、プロトンビームの一いつ斉せい射しや撃げきという回答だった。

　その報告がオペレーターから届く前に、旗き艦かんが大きく揺ゆらいだ。

　ヴァルが、緊きん急きゆうバーニア機動をかけたのに違いない。

　ヴァルがメインコントロールをやっていてよかった！

　感応端たん末まつを搭とう載さいしている帝てい国こくの新しん鋭えい艦かんならば、センサリングオペレーターと操縦系システム管理員との間に感応リンクが張られているから、まったくタイムラグなく機動の指示が出せるのだが、この『ザイダベック』にはそんなシステムなんか搭載されていない。

　以前のままだったら直ちよく撃げきを食らったかもしれないのだ。

　旗艦のすぐ脇わきを通りすぎていくビームの青白い光のために外部モニターが一いつ瞬しゆんホワイトアウトした。

　そして、回復したモニターに映ったのは、爆ばく発はつするアウトニア側の船の映像だった。

　指揮室に、参謀たちの声が飛び交った。

「やられたのは誰だれだ！」

「アルファ級旧型駆く逐ちく艦かん五隻せき。いずれも今回の損害担当予定の艦で、搭乗人員はおりません！」

「最初の長ちよう距きよ離りビーム戦で撃げき沈ちんしてしまうとは、話が違う！」

「どうして辺境軍の連中は応答しないんだ！」

　そのとき、艦隊内通信モニターに、四十歳くらいの目つきの鋭するどい指揮官が映った。

『こちらは第三駆逐艦隊司令のキューブだ！　先ほどのビーム攻こう撃げきの際、こちらのジェネレーターでは複合防護スクリーンの展開に時間かかかるのを見み越こして無人艦を盾たてとして使用してくれたことに感謝する！』

　キューブ司令はそこで一いつ旦たん言葉を切って、一瞬ためらったあとで続けた。

『カッツ将軍！　やつらは本気です！　本気で我々を撃沈したがっているとしか思えない！このままここに漂ただよっていたのでは単なる標的艦だ！　早く指示をしていただけませんか！』

　旗艦のブリッジに静せい寂じやくが訪れた。

　誰もが『もしや……』と『まさか……』のふたつの間で揺ゆれ動いていた。

　カッツ将軍が叫さけんだ。

「全軍に命令する！　こちらからの発はつ砲ぽうは許さない！　が、艦隊行動の統制を解除する！　各自敵てき艦かんからの攻撃を回かい避ひせよ！　回避して回避しきってほしい！　こちらからの発砲がない限り、どのような損害が出たとしても事故として処理できる！」

　カッツ将軍は、あくまでも戦争を回かい避ひするつもりなんだ。でも、向こうが戦争を起こしたがっているとしたら、いつまでも逃にげつづけているわけにはいかない。

　あそこにいるローデス辺境軍は、今までのローデス辺境軍じゃないんです！おそらく、神聖ローデス連合の本国から新しく派は遣けんされた宗教指導者によって狂きよう信しん的に戦うように再編成された、本当の戦争をしかけるための辺境軍なんです！

　僕ぼくはそう叫びたかった。

　でも、説得力がない。

　帝てい国こくの若わか造ぞうが、手て柄がらを立てたくて、同盟軍を戦争に引きずり込みたがっているとしか見てくれないだろう。

　横に立っていたヴァルが僕だけに聞こえるように話しかけてきた。

『ローデス辺境軍は、定位置から移動する気配も見せず、対たい艦かん光子魚ぎよ雷らいも発射していません。この戦争に乗り気でないのはたしかです。問題はいつまでそれを許すかだと思います』

「許すって……誰だれが？」

『ローデス辺境軍旗き艦かん、ダイアポロン三世に乗っている神聖ローデス連合本国から派遣された新しい異い端たん審しん問もん官かん。カニズ司教が、です』

　新しい宗教指導者の名前はカニズというのか。

『先ほどより、スクランブルをかけずに平文で前線の各艦に対し攻こう撃げき命令を出しつづけております。こちらでも内容は傍ぼう受じゆできているはずですが』

　その情報は、参さん謀ぼうたちにさざなみのように広がっていった。

　参謀たちがうろたえた視線をかわし合う。

　やがて、その情報はカッツ将軍にも届いたのだろう、みるみるうちに将軍の顔が険しくなった。

　カッツ将軍は、僕を見た。

　僕の耳についている艦内通信インカムにカッツ将軍の声が流れた。

『マイド閣下、こちらに来ていただけませんか？』

　僕は、ヴァルとともにブリッジの一段高い場所にある中央指揮コンソールに向かった。

　コンソールの後ろ、さらに一段高くなったところに防護力場で守られた持別席があり、うす青い力場スクリーンの向こうに緊きん張ちようした面持ちのメイ王女が座っているのが見えた。

　メイ王女は、僕の顔を見ると、少しほっとしたような表情になった。

　防護力場の中では、インカムを通じてでなければブリッジの会話を直接聞くことができない。

　きっとブリッジの雰ふん囲い気きが、今までとまったく違ちがっていることに不安感を持っているのだろう。

　考えてみれば、ここにいる……いや、このブリッジだけでなく、この空域にいるすべての船の中にいる人間の中で、この戦いが『やらせ』だということを知らないのは、この王女だけなんだ。

　いや……。

『やらせ』だった。と言うべきかもしれない。

「マイド閣下」

　カッツ将軍の声が僕ぼくを現実に引きもどした。

「知っています、敵は本気ですね、おそらく宗教指導者が代わったのでしょう。今のところ辺境軍の攻こう撃げきはパターンに徹てつしています、こちらが回かい避ひしやすいように。しかし、このままで終わるとは思いません。後方に詰つめている巡じゆん航こう艦かんが発はつ砲ぽうを開始すれば、もはや回避することはできません。巡航艦クラスには、おそらくローデス本国から派は遣けんされた異い端たん審しん問もん官かんが乗りこんでいるでしょう。辺境軍の小しよう艦かん艇ていが今やっているようなサボタージュぎみの攻撃ではないはずです」

「では……君は戦争をしろと言うのか？　我々に、本当の殺し合いをやれと言うのか？　そんなことをわが軍の将兵に伝えたらどうなると思う！」

「パニックを起こし、崩ほう壊かいするでしょうね」

「それをわかっていて君は！」

　僕は片手を上げて将軍を制した。

「全員に教える必要はありません。それを知っているのは、このブリッジにいる人間だけで充じゆう分ぶんです。私たちだけでシナリオを書き換かえるんです」

「今からやっても間に合うわけがないが……」

　将軍は、そこまで言ってから目を見開いた。

「もしや……君はこのことを予測していたのか？」

「そんなに前からじゃありません。夕ベヴァルと徹てつ夜やで作りました、無む駄だになればいいと思っていたのですが……」

　将軍は、目を輝かがやかせた。

「勝てるかね？」

「どうかわかりません、でも、一方的に負けはしないと思います。実を言うとすでに艦隊内通信システムはヴァルがコントロールしていまして、すでに独自の命令を下しているんです」

「そうか、防護スクリーンの展開命令や無人艦のコントロールは彼のしわざなのか。この状じよう況きようを今一番確実に把は握あくしているのは君と……彼なんだな」

　将軍は、大きくうなずくと、ブリッジにいる参さん謀ぼう全員の艦内インカムに向かって話しはじめた。

『諸君！　今回のパロス戦役は今までと違ちがう様相を呈ていしてきている。どうやら敵はリアリズムを前面に出した作戦行動を行うつもりらしい。しかし、驚おどろくことはない、われわれはこのような日のくることを予想した作戦術をすでに作成済みである！　今までどおり、作戦術に従って行動すれば、わが同盟軍の勝利は、予定されているのだ。なお、特例であるが、辺境惑わく星せい同盟軍は、ただいまより銀河帝てい国こく宇宙軍辺境同盟軍マイド閣下の指揮命令下に入る！　詳くわしいことはこれよりマイド閣下から指示がある！』

　僕ぼくは驚おどろいた。

　単なる軍事顧こ問もんで観戦武官であり、指揮命令権のない僕が、アウトニアの参さん謀ぼうたちに命令を下すことがあるなんて考えてもいなかったからだ。

　どうしよう……。

　十九歳のひよっこ少しよう尉いが全軍を指揮するなんてことが現実にあるなんて……。

　これはシミュレーションなんかじゃない。

　ひとつでもミスをすれば、とりかえしがつかない結果を生むんだ。

　足が震ふるえそうだった。

　そのとき、うしろから声がした。

「マイド閣下、みんな不安なのです。お力ちから添ぞえをお願いします」

　インカムから流れてきたのは、特別席に座ったメイ王女の声だった。

　でも、それは、王女としての声ではなかった。

　今にも不安におしつぶされそうな一人の少女の声だった。

　僕は大きく息を吸った。

　そうだ……。

　あのとき、僕はこう言った。

「本当のお姫ひめ様に〝お願い〟された男の子は、みんな騎き士しになれる」と……。

　僕は、自分の言葉を証明しなくちゃならない。

　胸のインカムのスイッチを入れた。

　不思議と足の震えはおさまっていた。

「参謀の皆みなさん！　これから皆さんの手元の端たん末まつに改定した作戦書が送られます。ローデスの宗教指導者が代わったために、今までの作戦書はすべて無効になりました。敵はリアリズム。それも徹てつ底ていしたリアリズムで攻こう撃げきをしかけてくると思います。それに対しては、われわれもリアリズムで反はん撃げきするしかありません。今、このときから皆さんには戦士になっていただきます」

　参謀たちから不満の声があがった。

「むりだ！　われわれはそんな訓練は受けてはいないんだ、覚かく悟ごだってないんだぞ！　われわれは戦士じゃないんだ！」

「呼び方は自由です、戦士がイヤならコンパニオンでもカバーガールでも好きに呼んで下さい。でも、戦うことのできる船に乗り、その船を動かせて、そして砲ほうを撃うつことができるなら、その人間は戦士だと私は思います。ただし、戦士となるのは、あなたがただけです！　実際に船に乗り、砲を撃つ人たちは今までと同じように作戦書の指示どおり動くだけです。帝てい国こくがいくら迅じん速そくに応おう援えん部隊を展開させても二週間はかかります。この空域からアウトニアの本国まで、彼らを止めることのできるのは私たちだけなのです！　私たちがローデス連合を食い止めなければ、アウトニアはローデスによって占せん領りようされ、その場で異い端たん審しん問もんが開かれるでしょう。王家の人々や、名のある人々はローデス本国に送られることになります。そこで何が待っているのか、誰だれも知りません。あなたがたは、それを望むのですか？　私はイヤです！　国王や王おう妃ひや、メイ王女をそんなめに遭あわせるくらいなら、私はたった一人でも戦います。私は帝てい国こくの士官であると同時にアウトニアの国民です、だからアウトニアの国民として戦います！　たしかに戦いは悲ひ惨さんで、なにひとつ生み出しません。戦争を起こすのは最低の馬ば鹿か者もののやることです。でも、今、アウトニアはその最低の馬鹿者を必要としているのです！　さあ、どうします？戦士になりますか？　それとも本当のコンパニオンのように笑顔で彼らを迎むかえて異い端たん審しん問もん官かんの前にひれ伏ふしますか？」

　ブリッジは静まり返った。

　やがて……。

　一人の参さん謀ぼうが、僕に敬礼して目の前の端たん末まつのボタンを押おし、無言で席についた。

　モト中ちゆう尉いだった。

　モト中尉はインカムを装着すると、当たり前のように言った。

「私の担当する第三巡じゆん航こう艦かん隊たいあての作戦書を送ってくれ」

　端末のデータに合わせて、矢や継つぎ早ばやに命令を下す声がブリッジにひびきわだった。

　そして、隣となりの席の参謀も僕に敬礼すると、モト中尉にならった。

　その隣の席も……。

　三つ向こうの席も……。

　参謀たちは次々に席について、作戦書を開き出した。

　瞬またたく間まにブリッジは作戦指示をする参謀たちで埋うまっていった。

　最後まで席につかなかった参さん謀ぼうは三～四人だけだった。

　その中の一人がインカムに向かって叫さけんだ。

『おまえら！　あんな帝てい国こくの若わか造ぞうのアジテーションにひっかかるなんてどうかしてるぞ！　俺おれたちは平和のために軍隊に入ったんじゃないのか？　理想はどこに行ったんだ！　目をさませ！　戦争は何も生み出さないってことを忘れたのか！』

　誰だれも答えなかった。

『どうした！　なんで答えないんだ！　洗脳でもされちまったのか！』

　やがて、うんざりしたように誰かが答えた。

『その言葉を、もしアウトニアがローデスに占せん領りようされたあとでもローデスに向かって言えると思ってるならお前は大おお馬ば鹿かだ。お前さんがその言葉が言えるように俺たちは働こうとしてるんだ、せめて邪じや魔まだけはしないでくれ』

『馬鹿野や郎ろうはどっちだ！　死んでしまうんだぞ！　殺し合いなんだぞ！　死んでいく人間にどう責任をとるんだ！』

『その責任の果たし方が変わっただけだ。その死にざまが、犬死にならないようにするのが俺たちの責任なんだ、さあ、用がないのなら出ていってくれ』

　そのとき、少女の声がインカムに飛び込んできた。

『皆みなさん……私の話を聞いていただけませんか？』

　メイ王女だった。

　参謀たちの会話が途と切ぎれた。

　ブリッジにいた全員の視線が王女に集中していた。

　メイ王女のいる特別席には、インカムを通じて行われている僕ぼくたちの会話は聞こえない。だから僕の演説も、参謀たちの反論も、メイ王女にはわからないはずだ。でも、何か揉もめていることだけはわかったのだろう。

　メイ王女は、自分の声を伝えるインカムに一いつ瞬しゆん目を落としてから、僕たちの方を向いた。

　……何を言うつもりなんだろう？

　このとき、きっと僕は不安そうな目でメイ王女を見ていたのだと思う。

　メイ王女は、僕に向かって励はげますような視線を投げたあとで、ゆっくりと話しはじめた。

『皆さん、今日、ここでこれから行われる戦いは、アウトニアの歴史に残る戦いとなるでしょう。それは、先人が過去に経験したことのない悲ひ惨さんな戦いになるやもしれません。私たちの中には二度と再びアウトニアの地を踏ふむことができない方も出るでしょう、でも、私たちはその人々を決して忘れません。その人々の名は記録として、歴史として、私たちの子供に、そしてその子供たちに歌に歌われ、詩として語り継つがれるでしょう。その人たちは生き続けるのです、この世界にアウトニアが存在する限りアウトニアとともに。この戦いが終わったあとで、私は最低の王族として人々から石をもって追われるでしょう。でもかまいません！　私に石を投げる人々がそこにいるのなら、人々に石を投げる自由が与あたえられているのなら、私は喜んでその石に打たれます。お願いです！　死なないで下さい！　私のためになんか死ななくてもいいんです！　あなたがたの命が捧ささげられるべきものは、私でも国家でもありません！　国民です、人々です、花を見て微ほほ笑えむ子供たちと、それを見て微笑む人々と、それらすべてを尊いものと信じる人々です！　それを守りたいと心から思うならば、私とともに行きましょう！』
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　反対していた参さん謀ぼうたちは出ていかなかった。

　しばらく無言で立っていた。

　そして……黙だまって席についた。

　僕ぼくには視線すら投げなかった。

　僕のインカムにヴァルがそっとささやいた。

『どんな将軍の督とく戦せん演説より効果的でしょうね』

「ああ、お姫ひめ様の『お願い』ってのは何よりも強いのさ」

　このときから、辺境惑わく星せい同盟軍は本当の軍隊のように動き出した。

　前線に出ていた小しよう艦かん艇ていたち……哨しよう戒かい艇ていやフリゲート艦に対して空域の周辺部に退たい避ひするように指示を出すと、その間かん隙げきに向かってローデス辺境軍の小艦艇たちが出てきた。

　敵の小艦艇のビームは正面に出ている重じゆう巡じゆん航こう艦かんや戦艦の防護スクリーンを撃うちぬくことができず、むなしくスペクトルを散らしてゆく。

　大型艦に効果的な光子魚ぎよ雷らいを一発も撃たないところを見ると、どうやらこれらの小艦艇には異い端たん審しん問もん官かんは搭とう乗じようしていないのだろう。

　重巡航艦からのビームを食らえば一発で沈しずむのを覚かく悟ごのうえで、前進してきた小艦艇たちの乗組員の気持ちがわかるような気がした。

　かれらは、この戦いを恥はじているのだろう。

『異端審問官の搭乗していない前面にいる小艦艇には攻こう撃げきをするな！　撃たれても反撃してはならない！　敵はローデス本国の審問官であり、辺境軍ではない！』

　参謀の指示が飛ぶと、こちらの重巡航艦が前進してビームを敵の後方にいる旗き艦かんに撃ちこみはじめた。

　ローデス辺境軍は、小艦艇を盾たてとして使用するつもりだったらしい。

　しかし、我々はその盾の隙すき間まからその奥おくに隠かくれる本体に攻撃を浴びせた。

　敵の小艦艇は、ほとんど接せつ触しよくするほどに接近してビームを撃ってきた。

　さすがにここまで接近されれば重巡航艦といえども無傷ではすまない。

　あちらこちらで被ひ弾だんした閃せん光こうが走る。が、戦艦と重巡航艦の近接防ぼう御ぎよ砲ほう台だいは目の前のローデスの小艦艇に対して一発も撃ち返さず、ただ、主しゆ砲ほうのみを敵後方の主力艦に向かって撃ちつづけた。

　やがて……。

　一隻せき、また一隻と、敵の小艦艇が砲撃をやめていった。

「ローデス辺境軍から通信！」

「回線を開け」

　サブスクリーンにジャミングのひどい映像が映った。

『第三三二哨しよう戒かい艇ていのパインテール大たい尉いだ、個人的休戦を申し込みたい……』

「個人的？　降こう伏ふくするのか？」

『いや……降伏じゃない、聞きたいことがあるんだ。俺おれたちは今、ローデス教への裏切り者として家族を人質に取られ、この戦いに駆かり出された。あんたたちに撃うたれて粉々になるためにな……殉じゆん教きよう者しやになって正義を証明するために……でも。あんたたちは俺たちを撃たなかった。なぜだ？』

　カッツ将軍はインカムを取り上げた。

「辺境惑星同盟軍総司令官のカッツだ。それは契けい約やくだからだ」

『……契約？』

「そうだ、この戦争を始める前に、我々同盟軍は君たち辺境軍と契約した、決して殺し合わないという契約をだ。残念なことにローデス連合の本国から来られた司し教きよう殿どのとは契約を結んでいないから殺し合わなければならないようだが、君たちは違ちがう、だから君たちは撃たない、それだけのことだ」

　サブスクリーンの向こうで、哨戒艇の艇てい長ちようが笑っていた。

『契約だって？　ははは……馬ば鹿かだよあんたたちは。そんなものとっくにこっちは投げ捨てているんだぜ。俺たちはあんたたちを殺しに来てるんだ、撃てよ！　撃ってくれよ！　なんで撃たないんだよ！　これ以上俺たちをみじめにしないでくれよ！』

　最後の方は泣き声だった。

「パインテール殿……我々は個人的休戦を受け入れる。あなたは敵でも捕ほ虜りよでもない、この空域にいてもいいし、どこに行ってもいい、我々はこれからも決してあなたがたを撃たないだろう」

『……わかった……もういい。もうこんな戦いはたくさんだ！』

　サブスクリーンが消えるのと同時にオペレーターの声がした。

「敵小しよう艦かん艇てい部隊、戦線を離り脱だつします……敵の巡じゆん航こう艦艦隊にもなにか動どう揺ようが見られます！」

「敵の砲ほう撃げきの密度が急激に落ちました」

「アルファ軸じく上の敵駆く逐ちく艦艦隊が進路を変えました。雷らい撃げきコースから外れていきます！」

　何かが一いつ斉せいに動き出したようだった。

　それは、意識的なサボタージュのようなものだった。

　やはり、ローデス辺境軍の人たちはこんな戦争をやりたくてやっているわけじゃないんだ。

　このまま時間を稼かせげば、勝つことはできなくとも負けることはない！

　僕ぼくがそう確信したとき。

　ブリッジの床ゆかが大きく傾かたむき、僕は思わず横の椅い子すにつかまった。

　慣性中立装置が慣性方向をコントロールしきれないほどのバーニア機動がかかったのに違ちがいない。

「どうした！　ヴァル！」

『敵のはるか後方。アウトニア回かい廊ろうの方角から、強力なタイトビームが発射されました！』

　タイトビームだと？

　戦列艦の主しゆ砲ほうじゃないか！

『目標は本艦ではありません！』

　そのヴァルの言葉が終わらないうちに、サブスクリーンに映っていた戦線を離脱しようとしている辺境軍の小しよう艦かん艇てい部隊に青白い光が襲おそいかかった。

　スクリーンが回復したとき。

　そこに物体の姿はなかった。

　裏切り者に対する回答がこれと言うわけか！

　カッツ将軍が叫さけんだ。

「全艦！　敵の旗き艦かんに攻こう撃げきを集中せよ！　目標は敵旗艦のみ！」

　その時、メインスクリーンの中で、左さ翼よくに展開していたアウトニアの軽けい巡じゆん航こう艦かん艦隊が敵てき陣じんに向かって加速を開始したのが見えた。







　第十四章　実戦!?







　軽巡航艦は、その快速を生かして敵の砲ほう撃げきをかいくぐり、おもな武装である対艦光子魚ぎよ雷らいを叩たたき込むのが任務なのだが、彼らの出番は、ずっとあとのはずだった。

　速度を重視するために装そう甲こうが薄うすく、防ぼう御ぎよスクリーンの出力もきわめて小さい軽巡航艦は、遠えん距きよ離り砲撃戦によって、防ぼう御ぎよ網もうに穴をあけてから突とつ入にゆうしなくては損害が大きすぎるからだ。

　その艦隊に作戦命令を出しているのはモト中ちゆう尉いのはずだ。

「モト中尉！」

　僕ぼくがそう呼びかけるのと同時にインカムから中尉の声がした。

『遠距離砲戦では双そう方ほうに損害が出るばかりです。独断ですが雷撃戦を指示しました！　敵の中ちゆう枢すうに打撃を与あたえて早期に決着をつけるつもりです』

「しかし……敵艦隊の球形陣を破ることができなくては……」

　そのとき、ヴァルが割り込んできた。

『ローデス辺境軍は軽巡航艦艦隊を攻撃するつもりはないようです。迎げい撃げき砲火もきわめておざなりです』

　ヴァルの言うとおりだった。

　敵と味方の相対位置表示板には、敵の球きゆう形けい陣じんを切り裂さくように斬きり込んでゆく第三艦かん隊たいが映し出されていた。

　第三艦隊の向かうその先には、ローデス辺境軍の旗き艦かん、ダイアポロン三世を守るように布ふ陣じんした重じゆう巡じゆん航こう艦かん艦隊があった。

　旗艦と第三艦隊との間にいる巡航艦や駆く逐ちく艦かんからは照準が甘あまく、出力の低いビーム砲ほうが浴びせかけられているだけだ。

　ヴァルが、不ふ謹きん慎しん極まりない口調でローデス軍の対応を解説してくれた。

『カニズ司教閣下は怒いかり狂くるって攻こう撃げき命令を出しまくっているようですが、それに対する各艦の返答は傑けつ作さくです。反はん応のう炉ろの寿じゆ命みようによる出力ダウンやら、照準装置の故障、果ては兵員が昼食中で砲ほう座ざに誰だれもいない、とか。カニズ司教は各艦の審しん問もん官かんに対する裏切り行こう為いに厳げん罰ばつを下すように求めてますが、それに対して、どれが裏切りかそうでないかについての細かな基準と判断を求める問い合わせばかりです。たとえば防護隔かく壁へきを降ろしてしまったために兵員が配置につくのが遅おくれているが、その措そ置ちは裏切りなのか？　とか、神の祝福を与あたえたのにもかかわらず砲が命中しないのは、自分の信心と修しゆ行ぎようが足りないせいだろうか？　とか、中にはパニックになったらしく、私はなぜここにいるのか？　などという哲てつ学がく的疑問までぶつけてくるヤツまでいます』

　ローデスの異い端たん審問官とは、宗教国家ローデスならではの制度だ。

　日常のすべての行こう為いが宗教的な意味を持つとされているローデス教では、その行為がローデス教の教えに基づいているかどうかを判断する宗教的指導者がどこの組織にもいる。

　特に軍隊には、軍人の行動が戒かい律りつに反しないように常に監かん視しする異端審問官と呼ばれる役職の者がおかれており、作戦行動から人事権に至るまでありとあらゆる権限を持っていた。

　神聖ローデス連合の最高神学府に進んだエリート中のエリートだけが審問官になることができるとされていて、中には優ゆう秀しゆうな人間もいるのだろうが、単に宗教の戒律を厳守させることだけを学んだガチガチの石頭の持ち主のほうが多い。

　捕ほ虜りよの取とり扱あつかいなどについて帝てい国こくとローデス連合では条約を結び、人道的な最低限のルールを守っているのだが、神聖ローデス連合の審問官の中には『邪じや教きよう徒とは人にあらず、これを皆みな殺ごろしにするは神の摂せつ理りなり』などという命令を下す者も少なくないという。

　帝国も官かん僚りよう主義が蔓まん延えんしているけれども、ローデスよりはマシなのかもしれない。

　こういった想像力や柔じゆう軟なん性せいのまったくない異端審問官の石頭のせいで、アウトニア側にはいまだに犠ぎ牲せい者しやは出ていなかった。しかし、それは本当に偶ぐう然ぜんのなせる業わざにすぎない。いつ、本当の撃うち合い殺し合いがはじまるか誰だれにもわからない。

　僕ぼくはモト中ちゆう尉いに、命令を取り消させようと思った。

「モト中尉、光子魚ぎよ雷らいを撃うち込めば相手にも犠牲者が出ます。異端審問官以外のローデス辺境軍は、本気で戦争をしたくないと思っていますが、その感情を逆なでする結果になりかねません！」

　モト中ちゆう尉いは、イタズラをしかけた悪ガキのような口調で答えた。

『そうです、彼らは帰りたがっています。だからその口実を与あたえてやるのですよ、光子魚ぎよ雷らいの被ひ弾だんという口実を……』

「しかし……」

　そこまで言ってから僕ぼくは気がついた。

　アウトニアの巡じゆん航こう艦かんの装備している「光子魚雷」の正体を。

　見ためは確かに「光子魚雷」なのだが、その中に充じゆう塡てんされているのは、ビザニウムから抽ちゆう出しゆつされた反応爆ばく薬やくではなく、高圧縮された水と発はつ光こう剤ざいなのだ。

　このダミー魚雷が船体近くで爆発すると、一いつ瞬しゆんにして圧縮から開放され解かい凍とうされた水分が細かい霧きりのように船体を包み込み、発光剤の光がこまかな氷ひよう霧むに乱反射することになる。

　その光景を見て、反応爆薬の爆発と見分けがつくのは、スペクトル対比で物を見ることができるビジュアルセンサーだけだろう。

『辺境軍の主力艦のどてっぱらにあの光子魚雷を叩たたき込みます！　事情を知らない審しん問もん官かんは、さぞかしあわてることでしょう』

「わかった！　直ただちに平文でローデス辺境軍に向けてメッセージを送ってくれないか？」

　モト中尉は驚おどろいたようだった。

『辺境軍にメッセージをですか？』

「直接送るということじゃないよ、辺境軍にも聞こえるように平文で進しん撃げき中ちゆうの巡航艦に向けて命令を送るんだ。敵に肉にく迫はくし、いつものヤツをいつものように食らわせてやれ！　とね」

『わかりました。いつものヤツをいつものように……ですね』

　モト中尉は、にやにや笑いが見えそうな口調でインカムを切った。

　やがてメッセージが平文で送られ、軽巡航艦艦隊が雷撃態勢に入った。

　僕たちの送ったメッセージを受け取ってくれただろうか？

　その疑問の答えは、ローデス辺境軍の重巡航艦艦隊の艦隊行動となって僕たちの前に現われた。

　重巡航艦艦隊は、一いつ斉せいに艦首をめぐらしたのだ。

　突とつ撃げきする我が同盟軍の軽巡航艦艦隊に横腹を向けて。

　対艦光子魚雷の攻こう撃げきを受けたとき、その進行方向にさらす面が小さければ小さいほど被弾する可能性が小さくなるのは小学生だってわかる理り屈くつだ。

　なのに、重巡航艦のもっとも大きな面。つまり側面を向けるということは。

　僕は笑ってしまった。

　カッツ将軍は、半分驚いたような顔で僕を見た。

　でも、これが笑わずにいられるだろうか。

　メッセージは届いたんだ！

　ヴァルの声がした。

『ローデス辺境軍重巡航艦艦隊司令の命令が傑けつ作さくです、全艦主しゆ砲ほうの一斉射しや撃げきによって敵光子魚ぎよ雷らいを迎げい撃げきせよ……だそうです』

　光子魚雷を主しゆ砲ほうで撃うち落とすなんて芸当ができるわけがないし、それに主砲の一いつ斉せい射しや撃げきを行うためには巡じゆん航こう艦かんを真横に向けなきゃならない。誰だれがどう考えてもその命令の目的はひとつだった。

『軽巡航艦艦隊、雷撃開始！』

　インカムにモト中ちゆう尉いの声が入ると同時に、メインスクリーンには一列縦隊になった軽巡航艦艦隊から何十本もの光の糸が敵の重巡航艦艦隊に向けて伸のびてゆくのが映った。

　重巡航艦艦隊は、主砲の一斉射撃を開始した。

　この主砲の一発でも食らったら、アウトニアの軽巡航艦はあとかたもなく消しよう滅めつしてしまうだろう。しかしその、めくるめくようなビームの雨はすべて光の糸に向かって走った。

　そのうちの何発かは光子魚雷を捉とらえたのだろう、宇宙空間に光の雲がいくつか広がった。が、残りのほとんどはそのまま重巡航艦の横腹へと殺さつ到とうしていった。

　一いつ瞬しゆんの空白のあと。

　スクリーン全体がハレーションを起こしたように輝かがやいた。

　スクリーンの輝き度どが一瞬に下がると同時に、スクリーンの中央では側面に大きな爆ばく発はつ炎えん。実は細かい水の雲だが。こいつを咲さかせてよろよろと針路を変える重巡航艦の群の姿が映っていた。

　ヴァルが、ぼそりと言った。

『うわあ！　やられたあ……というワザとらしいセリフを書いたフキダシでもつけたい光景ですな』

　オペレーターがインカムに割り込んできた。

『軽巡航艦艦隊から通信！　第二次攻こう撃げきの要ありと認められるも我が艦隊残ざん弾だんなし、よって次発装そう塡てんの間戦域を離はなれるがよろしいか？　とのことです！』

「すぐに戦域を離れるように言ってくれ。このあと戦せん況きようがどう動くかわからないからな」

　僕ぼくの返答が終わるのと同時にヴァルの声がした。

『ローデス辺境軍の重巡航艦艦隊は全艦被ひ弾だんし戦せん闘とう不能を申告しました。これによってローデス辺境軍の戦力は我々の三分の一となりました。各艦隊の司令は後退の許可を求めていますが、どうやらカニズ司教は、まだ迷っているようですね』

　ダメ押おしが必要と言うことだな。

　あとひと押しで、ローデス辺境軍は撤てつ退たいするだろう、そうすればこのアウトニア回かい廊ろうの状じよう況きようは元にもどり、本当の戦争なんて悲ひ惨さんなことをやらなくてもすむはずだ。

「重雷装艦を主体とした巡航艦艦隊を正面に展開！　敵重巡航艦の反撃はもはやないも同然だ、一気に敵の旗き艦かんを突つき、その正面に光子魚雷を叩たたきこむんだ！」

　モト中尉がうなずくと、手ぎわよく命令を下しはじめた。

『各艦に連れん絡らく！　重雷装艦が突とつ撃げき開始すると同時にビーム撹かく乱らん粒りゆう子しを敵旗艦前面に集中投射ののち、敵旗艦に向けて全砲火を集中させる！』

　参さん謀ぼうの一人が、不ふ審しんそうな顔をしてインカムで聞いてきた。

『ビーム撹かく乱らん粒りゆう子しを散布したあとにプロトンビームの一いつ斉せい射しや撃げきを行うのですか？』

　彼が疑問に思うのも当然だ。

　ビーム撹乱粒子を散布したあとではこちらの一斉射撃の効果は半減してしまうからだ。

　多層防ぼう御ぎよフィールドを持ったＺ級戦せん艦かんにとって、遠えん距きよ離りビームなどものの数ではない。戦艦をビーム砲ほうで撃げき沈ちんするのは至難の業わざだ、だから光子魚ぎよ雷らいが活かつ躍やくすることになる。

「順番が逆だと思うのはむりもない、しかし敵戦艦の前にビーム撹乱粒子を散布して、そこにわれわれの集中砲火が当たれば、撹乱された粒子の運動によって、敵戦艦のセンサーは、しばらく無効になるだろう」

　僕ぼくの説明を聞いた参謀の顔が輝かがやいた。

『そのすきに重雷装艦が接近するわけですね！』

「そうだ、こちらの展開したビーム撹乱粒子は、敵戦艦からのビーム攻撃の効力も下げることができるだろう」

　問題は、例のダミー光子魚雷のからくりに気がついてしまうかもしれないということだ。

　そのとき、モト中ちゆう尉いの声が聞こえた。

『敵旗き艦かんに、一発本物を食らわせてやりましょう！　ダミー魚雷と混ぜて！』

「本物だって？」

『ええ、シナリオで敵のＤ級戦艦を沈しずめることになっていましたでしょう？　撃沈シーンを撮さつ影えいするためにマスクワードの船には本物が搭とう載さいされているんです。重雷装艦『ダムニンゲン』がその船です』

「わかった、一発くらいくらわせてやれば気も変わるだろう」

　装そう甲こう高こう速そく駆く逐ちく艦かんが突とつ撃げきを開始した。

　敵戦艦との間にビーム撹乱粒子が詰つまった光子魚雷を打ち込みに行くのだ。

　こういった艦隊決戦の場合は、高速駆逐艦のような小しよう艦かん艇ていには同じ駆逐艦や軽けい巡じゆん航こう艦かんなどが対応するのがセオリーなのだが、ローデス辺境軍側の小艦艇たちは、我が軍の高速駆逐艦を撃げき退たいする意志はないようだった。

　さっき、仲間が旗艦に撃沈されたのを見たばかりだからむりもない。

　高速駆逐艦は流れるような艦隊行動をとって敵の旗艦艦隊の正面に光子魚雷を発射した。

　光子魚雷は、敵の旗艦艦隊の手前で次々に爆ばく発はつし、虹にじ色いろのガス状の雲を作り出した。

「よし！　全火力を敵旗艦艦隊に集中！　ビーム撹乱粒子によってこちらのビームが拡散を開始するのと同時に重雷装艦艦隊突撃開始！」

　一いつ瞬しゆん、ブリッジの照明やモニタースクリーンの輝き度どが落ちた。

　それは、この船の反応ジェネレーターの、出力の大半が主しゆ砲ほうへと送られた証しよう拠こだった。

「主砲発射！」

　メインスクリーンに青白い棒のようなものが、何本も伸のびてゆくのが見えた。

　棒が、虹色の雲に触ふれると同時に雷は白く輝いて拡散してゆく。

　その雲に向けてアウトニアの重じゆう雷らい装そう艦かん艦隊が最大戦速で加速してゆくのが見える。

『ダムニンゲン艦長マスクワード大たい尉いより通信！　シナリオ変へん更こうの事実確認です！』

　モト中ちゆう尉いは、マスクワードに何やら指示を与あたえたあとで、僕ぼくの不安そうな顔つきに気がついたように微ほほ笑えんだ。

　インカムからモト中尉の声がした。

『ご安心下さい、これが本当の戦争であると気がついているのはこの中ちゆう枢すう指揮ブリッジにいるわれわれだけです』

　モト中尉はそこで言葉を切ると、メインスクリーンに映る、突とつ撃げきしていく重雷装艦艦隊を見た。

『彼らは知りません。そしてこの戦いがローデス辺境軍の撤てつ退たいで終われば、彼らはそれを知らずにすむのです』

「そう。この戦いは今までと同じ戦いかたをしたことになるでしょう。でも、この次からは、そうは行きません。果たして私のとった方法が正しかったのかどうか」

　カッツ将軍が僕の肩かたを叩たたいた。

「君はわれわれに時間をくれた、それで充じゆう分ぶんだ。時間さえあれば、あとは我々でなんとかできる、君が気にすることではない」

　そのときオペレーターの声が僕たちのやりとりに割って入った。

『重雷装艦艦隊、射点到とう達たつ！　雷撃開始します！』

　メインスクリーンに何百という光の糸がローデス辺境軍の旗き艦かん艦隊にむけて走るのが見えた。

　耳元のインカムにヴァルの声がした。

『アウトニアの重雷装艦は一隻せきあたり約百発の光子魚雷を発射することができます。その重雷装艦が二十隻。これがもし、本物の光子魚雷だったら、この戦役は終わっていたかもしれませんね』

「終わっただろうね、僕たちの勝利で……でも、それはローデス辺境軍に戦争をする気がないままこの戦役がはじまったからだ。戦争は終わりゃしない。どうやったら本当に戦争を終わらせることができるんだろう」

　僕のつぶやきに、ヴァルが答えてくれた。

『それは軍人の仕事ではありません。残念なことですが』

「皇こう帝てい陛下の仕事だよな」

『戦争で利権を得るものがいる限り。過去の怨おん念ねんとしがらみに囚とらわれた者がいる限り。たとえ帝国の皇帝といえども戦争を終わらせることはできないでしょうね』

「でも、今の皇帝陛下と皇太子は、あまり戦争が好きじゃないみたいだから、もしかしたらやめさせることができるかもしれない」

『ええ、ディア家の方針は戦線不拡大ですから……これがマルス家ならとんでもないことになるでしょうな』

「あんな連中にも皇位継けい承しよう権けんがあって、皇帝になる可能性があるなんて信じられないよな」

『権力の集中を防ぎ、皇帝の血筋を保つための御ご三さん家けだったのですが、今や単なる勢力争いの道具ですからね』

　僕ぼくはヴァルの声をインカムで聞きながら、メインスクリーンの右下で走る数字カウンターを見ていた。

　流れるように数字がカウントダウンしてゆく。

　その数字は発射された光子魚ぎよ雷らいと目標の距きよ離りだった。

　僕の見ている前でその数字がゼロになった瞬しゆん間かん。

　メインスクリーンそのものが爆ばく発はつしたような光がブリッジを照らし出した。

　その光が収まったとき。

　そこに並んでいるはずのローデス辺境軍の旗き艦かん艦隊。Ｚ級戦艦四隻を始めとする主力部隊は、すべてなんらかの損傷を受けていた。

　あれがすべて本物の光子魚雷だったら、あの艦隊は塵ちりになっていただろう。

『敵旗艦後退します！　全ぜん艦かん艇ていに連れん絡らくが出ています。旗艦艦隊がアウトニア回かい廊ろうを脱だつ出しゆつするまで現在地点にとどまり、帝てい国こく辺境同盟軍を食い止めるように……との！』

　ヴァルの声が流れると同時に、ブリッジに歓かん声せいがあがった。

　勝った！

　僕たちはこの「本物の戦争」に勝ったんだ！

　でも、これは僕たちが勝ったんじゃない。

　ローデス辺境軍の人たち。新しい宗教指導者に逆らって、僕たちとの契けい約やくを守ろうとしてくれた人たち。

　彼らの協力がなければ。彼らが「本物の戦争」を嫌きらってくれていたからこそ、僕たちは勝てたんだと思う。

　彼らに、僕たちはどんな恩返しができるのだろう。

　そんな僕の考えを断ち切ったのはカッツ将軍の一いち撃げきだった。

　将軍は、僕の肩かたを叩たたいて喜びをあらわしたかったんだと思う。

　ただ。ちょっと喜びが大きすぎたみたいだった。

　肩を押おさえた僕の顔に気がつかなかったようにカッツ将軍は笑っていた。

「やりましたぞ！　マイド殿どの！　見なさいローデスの旗艦艦隊がアウトニア回廊に消えて行きます！　残りの艦隊は、我々と戦うつもりはないでしょう。彼らが回廊から去るのも時間の問題でしょう」

「ええ、これで帝国本国の軍務局に報告してしまえば、すべては終わります。とりあえず第一報だけは昨日送ってありますから、映像編集が終わってから本報告書を作成しましょう」

　僕はそこまで言ってから、にやりと笑ってつけ足した。

「今までにないリアリズムあふれる映像報告になるでしょうね」

　カッツ将軍は、共通の悪わる巧だくみをした悪ガキのような目で僕を見ると、同じようににやりと笑ってうなずいた。

「マイド閣下」

　そのとき、うしろから遠えん慮りよがちな声がした。

　振ふり向くと、そこに保護力場を切って、ブリッジまで降りてきたメイ王女が立っていた。

「メイ王女。僕ぼくはなんとか責任を果たせたみたいですね」

　僕は半分照れながらそう答えた。

　メイ王女は、何も言わず、僕を見ていた。

　やがて、その目から涙なみだがあふれた。

　そして。王女は僕に深く一礼した。

「ありがとうございます」

　僕は驚おどろいた。

　王家の人間。それが公式の場で他人に頭を下げるということの意味が、メイ王女にはわかっていないに違ちがいない。

「メイ王女！　だめですよ！　あなたは今、アウトニア王国の国王の名みよう代だいなのですよ！　わかっているんですか？」

「ええ、わかっているからこそ。あなたに礼をつくしたのです。あなたは私たちに勝利と、そして勇気をお与あたえになりました。見てください、この部屋にいる参さん謀ぼうたちの顔を。私は今まで、あれほどまでに喜びと誇ほこりと自信にあふれた参謀たちの顔を見たことがありません。それはすべてあなたがお与えになったものなのです」

　僕は指揮コンソールを見下ろした。

　そこに並んでいる参謀たち。

　最初、本物の戦争と聞いて、あわてふためいていた彼らは、今、自信に満ちた顔で目の前のスクリーンを見つめ、胸を張って自分たちが指揮する部隊への命令を下していた。

「おわかりになりましたか？」

　僕は頭の中に浮うかんだ言葉をそのまま口にした。

「あれは……僕がやったことじゃありません、あなたがやったことなんです。僕は言いませんでしたっけ？　お姫ひめ様のお願いをきいた男の子は誰だれでもみんな騎き士しになれるんだ……って」

「マイド閣下」

　メイ王女がもう一度何かを言おうとしたとき、メインスクリーンの中でローデス辺境軍の軽けい巡じゆん航こう艦かんが爆ばく発はつした！

　ブリッジが一いつ瞬しゆんしん。としたあとで一気にざわめきだした。

「誰か攻こう撃げき命令を出したのか？」

「いや！　こちらからの発はつ砲ぽうはまったくない！」

「じゃあ、どこからの攻撃なんだ！」

「エネルギーのベクトル比を計算しろ！」

　その答えはすぐに出た。

　計算によってではなく、メインスクリーンに映し出された映像によって。

　そいつらは文字どおり躍おどり出てきた。

　全体を黒一色で塗ぬられた見るからに凶きよう悪あくなシルエットを持つ戦せん闘とう艦かん隊。

　彼らは、目の前にいるローデス辺境軍の船をまったく無視したまま主しゆ砲ほうを発射していた。

「なんだ！　あいつらは！」

「ローデスの正規艦隊ではありません！　既き存そんのどの艦かん艇ていファイルにも記録がありません！」

「帝てい国こくの重じゆう巡じゆん航こう艦かんによく似たシルエットですが、武装はＤもしくはＦ級戦艦並みです！」

　その正体不明の艦隊は自分たちの主砲の軸じく線せん上じようにいたローデス辺境軍の小艦艇を文字どおり消し飛ばしたあと、主砲を僕ぼくたちに向けた。

　そいつらがいったい何者なのか、僕にはわからなかった。

　ただ、ひとつだけ言えることがあった。

　彼らは敵で……そして、本気で僕たちと戦争をしたがっているんだ。







　第十五章　言うべき言葉







『判明しました！』

　ヴァルの声がインカムから流れた。

『あれは、傭よう兵へい隊たいです！』

「傭兵隊だって？」

　僕の声に、カッツ将軍が振ふり向いた。

「ヴァル、将軍にも説明をたのむ」

『わかりました』

　ヴァルの声が、いきなりインカムから聞こえてきたことに、カッツ将軍は、少しびっくりしたようだった。

『帝国とローデスの勢力下以外の場所や、正規軍を動かすと、あとあと問題が起こりそうな場所で、軍に代わって戦闘を請うけ負おう集団です。表向きは『警備保障会社』となっておりますが、その実態は軍隊と何ひとつ変わりません。今まで傭兵隊を使ってきたのはおもに帝国でした。やられましたな……まさか宗教戒かい律りつの厳しいローデス側が傭兵隊を使うとは思ってもおりませんでした』

　そこまで話したとき、ヴァルの声のトーンが変わった。

『傭よう兵へい隊たいの司令と名乗る者からメッセージが入っております。パーソナルモニターにお繫つなぎいたします』

　僕ぼくとカッツ将軍の前にある小さなモニターに、黒い制服を着て、黒いベレー帽ぼうをかぶった二十三～四歳くらいの若い女性士官らしい人間が映った。

　その女性士官は、よく通る声で話し出した。

『私はミリオン傭兵隊、ＧＮ艦かん隊たい司令のコットンである、降こう伏ふくを勧かん告こくする！』

　こんな若い女の人が司令だって？

　コットン司令と名乗った女性は、僕の考えを読みとったような不ふ機き嫌げんな顔になった。

『言っておくが戦争と年ねん齢れいは関係ない！　傭兵は正規軍という名前の公務員ではない！　民間企き業ぎようである。そこでは実力と運だけが評価基準なのだ。私が若いからと甘あまく見ないほうがいいぞ！』

　迫はく力りよくのあるお姉様だなあ……マリリン中ちゆう佐さの若いころってこんな感じだったんだろうなあ。

　そのお姉様の話は続いていた。

『お前たちの作戦行動については、すべて解かい析せきずみだ、お前らの光子魚ぎよ雷らいがすべてまやかしであることもわかっている。ビーム砲ほうの火力も我々の方がはるかに高い。合理的に判断すれば、お前たちの取るべき道は、降伏しかない』
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　まてよ……。

　なんでこのお姉様は、わざわざ「降こう伏ふく勧かん告こく」なんてするんだろう？

　僕ぼくたちの光子魚ぎよ雷らいがハッタリだって知っていて、火力に自信があるなら、最初に一いつ斉せい攻こう撃げきか何かをしかけて叩たたいておいてから降伏を勧すすめたほうが効果的だろうに。

　そうか！

　戦せん闘とうをすれば、光子魚雷やビーム砲ほう撃げきによる消しよう耗もうが高くなるからだ！

　傭よう兵へい隊たいは民間企き業ぎようだと言っていた、だから「損益を低くすればするほど利益は上がる」というわけなんだ。

　戦わずして勝つ、それは最上の戦い方だろう。

　このお姉様は、戦闘しか知らない戦いくさ馬ば鹿かじゃない、ってことだな。

「降伏は私の一存で決定できるものではない」

　カッツ将軍が答えた。

『そうか、そうだな、そう言えばお前の船には王族が乗っていたはずだな。よろしい、五分の猶ゆう予よを与あたえる、王族を説得しろ』

「たった五分で説得など……」

　カッツ将軍は引き延ばしをかけた。

『なに、小こ娘むすめ一人の説得ぐらい五分もあればたくさんだろう。五分経たって回答がなければ、総攻撃を開始する』

　コットン司令官はにやりと笑ってモニターから消えた。

　メイ王女のことまで知っているってことは、こっちの内情は知りつくされている、ということだろう。

　カッツ将軍は、モニターの前で立ちつくしていた。

　むりもない……たった今まで、勝利を確信していたのに、目の前でその勝利が手の中をすりぬけていってしまったんだからな。

　将軍の肩かたが小刻みに揺ゆれていた。

　泣いているのだろうか？

　違ちがった。

　カッツ将軍は笑っていたのだった。

「馬鹿娘め……回かい廊ろうのこちら側に艦隊を展開するということの意味がわかっとらんようだな、補給の一切が、回廊を通じて送られてきているということが！」

　そうか、今あの傭兵部隊はローデス側からアウトニア回廊を通って、こっちに部隊を展開しはじめている。ここでもし、回廊が塞ふさがれてしまえば、傭兵部隊の補給は閉ざされてしまうだろう。そして補給のなくなった軍隊ほど悲ひ惨さんなものはない。

　でも、どうやってアウトニア回廊を塞ぐつもりなんだ？

　カッツ将軍は、インカムを全ぜん艦かん内ないに切り替かえた。

「エマージェンシープランＺを発令する！　総員規定の命令に沿って直ただちに退たい艦かんせよ。この戦せん艦かんザイダベックは、これよりアウトニア回かい廊ろう内ないに突とつ撃げきし、閉へい鎖さ船せんとなる！」

　中央指揮所に驚きよう愕がくが走った。

　参さん謀ぼうたちが口々に叫さけんだ。

「将軍！」

「将軍おやめ下さい！」

　カッツ将軍は、参謀たちを見た。

　静かな目だった。

「このザイダベックは、いざというとき、アウトニア回廊に打ち込まれる栓せんとなるように設計されておったのは諸君も知っていたと思う。今、このザイダベックは、その真しん髄ずいを見せるときがきたのだ。防ぼう御ぎよスクリーンに関しては、通常のＺ級の戦艦の倍の密度を持っておる。どんな損害を受けようとも、アウトニア回廊にたどり着けさえすれば、それで目的は達せられるのだ！　以後艦隊の指揮は第二艦隊の旗き艦かんであるＢ級戦艦ビルドベースに移管する。諸君たちの今までの働きに感謝する！」

　参謀たちは黙だまって歯を食いしばり、食い入るように将軍を見ていた。

　そして、参謀たちは敬礼した。

　将軍は敬礼を返した。

「さあ、時間がない！　早く退艦するんだ！」

　中央指揮所の中は大おお騒さわぎになった。

　参謀たちは画面を次々に「ＡＵＴＯ」表示に切り替かえると、非常口に向かって走り出した。

　そんな中で一人だけ指揮コンソールに残っている参謀がいた。

　モト中ちゆう尉いだった。

　モト中尉はインカムにむかって怒ど鳴なっていた。

『馬ば鹿か野や郎ろう！　お前にはさっき、真相を話しただろう！　これは演技でもなんでもない、本当の戦争だったんだと！　敵のビームが当たれば死ぬんだ！　本当に死んじまうんだぞ！』

　誰だれと会話をしているのだろう。

　そのとき、僕ぼくのインカムに会話が飛び込んできた。

　それはモト中尉とマスクワード艦長の会話だった。

　ヴァルが、僕の視線を追って、気をまわして回線をつないだに違ちがいない。

『カッツ親おや父じだけを見殺しにしてかよ。俺にはできねえな』

　モト中尉が一いつ瞬しゆん黙だまったのがわかった。

　そして、気をとり直したようにモト中尉は話しかけた。

『お前、彼女をどうするつもりだ？』

　今度はマスクワード艦長が黙る番だった。

『彼女は待ってる。お前のことをだ……それでもお前は行くつもりか！』

　一瞬の沈ちん黙もくのあと、マスクワード艦長が答えた。

『ああ。俺は行くよ、なぜならそれは俺にしか……俺の船にしかできない。実じつ弾だんを搭とう載さいしているのはこのダムニンゲンだけだからな』

『よせ！　やめろ！　たのむからやめてくれ！　それは俺おれのせいだ！　俺が、お前を主役にして、敵の戦せん艦かんを撃げき沈ちんするシーンを撮とるシナリオなんかを書いたせいだ！』

『そうさ、これはお前のせいだ、だから、お前は生きて帰って、彼女にこう伝える義務がある……』

　マスクワード艦長は、そこで言葉を切ると、ゆっくりと続けた。

『ごめん……忘れてくれ……とな』

『マスクワード！』

『一世一代の大だい舞ぶ台たいだ！　ドジは踏ふまねえぞ！　あばよ！　モト！』

『やめろ！　やめろって言ってるだろう！　聞こえないのか！　このバカ！』

　モト中ちゆう尉いはインカムをコンソールに投げつけてスクリーンを叩たたいた。

　そうか、このアウトニア軍の中で、マスクワード大尉だけが本当の軍人としての義務を果たそうとしているんだ。

　自分のやるべきことをやる。それが自分にしかできないことだとしたら、そこから逃にげることは許されない。

　パーティーで会ったときのマスクワード大尉の浅黒い顔と、そして笑ったときの白い歯を思い出していた僕ぼくは、いきなりうしろから怒ど鳴なりつけられた。

「何をやっておる！」

　カッツ将軍だった。

「人の話を聞いておったのか！　この船はこのまま敵てき陣じんを突つっ切ってアウトニア回かい廊ろうで自じ爆ばくせねばならんのだ！　さっさとメイを連れて退艦せんか！」

「わかりました！」

　僕は、メイ王女の前に立って微ほほ笑えんだ。

　メイ王女を安心させるために……。

　安心してくれるかどうかわからなかったけど。

「メイ王女、さあ、こっちに来て、ここを脱だつ出しゆつします」

　メイ王女は、不安そうな顔で席を立つと、僕の前に立った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、この船を捨てることになったけど、僕たちは、まだ負けたわけじゃない、この船で回廊が塞ふさげれば、まだ望みはあるんだからね」




　救きゆう命めい艇てい。

　それは居住区の別名だった。

　戦艦の居住区の個室は、それぞれ独立したコンテナ型の救命艇であり、脱出時には、さながらブロック積みのおもちゃが崩くずれるように分解され、宇宙に射出されることになるのだ。

　居住区の回廊のドアのほとんどに強化シャッターが降りていた。

　それは、その個室はすでに射出された、という証明だった。

　王女の個室は回かい廊ろうの奥おくにある。

　王族は最後に退たい艦かんする、という慣習から、その場所に配置されたのだろう。

　僕ぼくはそのずっと手前にある個室の前に立った。

　強化シャッターは降りていない。

　それもそのはずだ。ここは僕に割り当てられた個室だったからだ。

　手を押おし当てるとドアは音もなく開いた。

「さあ！　早く入って！」

　メイ王女が、一いつ瞬しゆん僕を不思議そうな目で見た。

「ここは……マイド先生の部屋でしょ？」

「そうだ！　君はこの部屋で僕と一いつ緒しよに脱出するんだ」

「私の部屋はもっと奥に……」

　僕はメイ王女に説明した。

「いいかい？　君は自分の価値をどう思っているのかしらないけど、僕が敵だったら、当然君を追うだろう。君は絶好の人質だからね。王族用の救きゆう命めい艇ていは、ここに王家の人間が乗っていますよ、と看板をぶらさげているようなものなんだ。君の個室にいる侍じ女じよの人たちなら心配ない、さっきヴァルが脱だつ出しゆつを確認したそうだ。僕はこの部屋で帝てい国こくと連れん絡らくを取る。ここに帝国の軍人がいると言うことを示すためにね。やつらは傭よう兵へい隊たいだ、今回はローデス側の仕事を請うけ負おっているけれども、帝国軍だってお得意様に違ちがいはない、帝国の士官を狙ねらうような真ま似ねはしないだろう、だから、ここが一番安全なんだ！」

　メイ王女は目を丸くしていたが、やがて目を伏ふせた。

「ごめんなさい」

「あ……いや、わかってくれればいいんだ。僕はこれからヴァルとやることがある。奥の二部屋は君の部屋として使ってくれ」

　メイ王女は、僕たちのいる部屋……情報処理コンソールしか置いていない小さな部屋……を見回した。

「マイド先生はどこでお休みになるのですか？」

「ここで充じゆう分ぶんさ、床ゆかに毛布を敷しけばどこだってベッドみたいなものなんだから……そうだ、お願いがある、非常用キットの中身を点検しておいてくれないかな？」

　僕がそう言うと、メイ王女はちょっと目を丸くしたあとで真しん剣けんな顔でうなずいた。

「はい、わかりました」

　王女に仕事をたのむのもなんだが、やはり何か気をまぎらわせておいた方がいいだろう。

　部屋から出ていくメイ王女を見送ってから僕は、情報コンソールの前に座って回線を開いた。

　この情報コンソールは中央指揮所と直結している。

　この部屋が僕の部屋に指定されていた理由はそこにあった。

　モニターにヴァルが立ち上がる。

『マイド様、メイ王女様は無事にお連れしましたようですな』

「ああ、回答期限まであと一分だな。他の乗組員の脱だつ出しゆつ状じよう況きようはどうだ？」

『現在九八％まで完かん了りようしました』

「艦かん隊たいの状況は？」

『小しよう艦かん艇てい部隊の撤てつ退たいは、ほぼ終しゆう了りようしました、軽けい巡じゆん航こう艦かん部隊、及および重じゆう雷らい装そう艦部隊は光子魚ぎよ雷らいの次発装そう塡てんを終了しております』

「わかった、ビーム撹かく乱らん粒りゆう子し内蔵魚雷の数は充じゆう分ぶんじゃないけど、氷と発はつ光こう剤ざいが煙えん幕まくの代わりになってくれるだろう。回答期限と同時に全光子魚雷を発射して、全速で後退するように指示してあるね」

　そこまで言ってから僕ぼくは、さっきマスクワード艦長が言っていた言葉が気になった。

　カッツ親おや父じを見殺しにして……ってどう言う意味なんだろう。

「ヴァル！　カッツ将軍は脱出したのか？　確認してくれないか？」

『はい、リンクいたします』

　メインスクリーンには、中央コンソールに立つカッツ将軍が映った。

　どうやらまだブリッジにいるようだ……このままでは間に合わないぞ。

「将軍！　いつ脱出するつもりですか！　もう時間がありませんよ！」

　将軍は、スクリーンモニターを見て一いつ瞬しゆん目を見開いた後で目を伏ふせた。

「わしは、脱出せん。いや、脱出できんのだ」

「そんな！」

　将軍は、僕を制して話しはじめた。

「この船は電子人格で制せい御ぎよされていることは知っておるな。電子人格は人間の生命を守ることと人間の命令に従うことが基本律になっておることも知っておるだろう。しかし、それと同時に自分自身を守る自己保存も基本律になっておる。もし、このザイダベックから人間が誰だれもいなくなったら、ザイダベックは自己保存の基本律に従い、突とつ撃げきを中止して戦せん闘とうを回かい避ひしてしまう。誰かがここに残って命令を下さなければならんのだ。そしてその命令を下せるのは、ここの最高責任者である私だけなのだ」

「まさか……そんな。ヴァル！　お前ならなんとかなるんだろう！」

　苦く渋じゆうに満みちた口調でヴァルが答えた。

『まことに申し訳ありません、将軍のおっしゃることは、事実でございます。わたくしがこの船の電子人格に入いれ替かわったさい、その機能と基本律を削さく除じよいたせばよかったのですが、艦隊行動を指揮運用するシステムの方を優先したため、削除いたしておりませんでした。わたくしのミスでございます』

「気にすることはない、ヴァル殿どの、あなたの助けがなければ、我々はローデスとの戦いの前に多くの人命を失っていただろう。そして、この、わし一人の命で、アウトニアのすべての国民を救うことができるのなら、それは無上の喜びだ」

　そのとき、僕のうしろで何かが落ちる音がした。

　振ふり返ると、そこにメイ王女が立ちすくんでいた。

「……そんな……うそでしょう？」

　王女の足元に転がるカップから流れ出した紅茶の香かおりが部屋に満ちた。

　モニターの中でカッツ将軍が目を閉じた。

「……メイには知らせぬつもりだったのだがな」

　メイ王女はモニターに走り寄った。

「伯お父じ様！　死んじゃだめよ！　逃にげましょう！　私と一いつ緒しよに！」

　メイ王女が、こんなにとり乱す姿を、僕ぼくははじめて見た。

「いや、これはわしの義務なんだよ、メイ。人間は義務を果たすことによってのみ評価されるんだ」

「そんな義務なんてない！　死ぬ義務なんて誰だれにも負わせられるものじゃないわ！」

　カッツ将軍は静かに言った。

「では……言い換かえよう、これはわしに与あたえられた権利なのだ、とね。他の誰にもできやしない、アウトニア王国軍最高司令官であるわしにのみ与えられた権利なんだ。その権利を奪うばうことは誰にもできないんだよ」

「権利だなんて……そんな権利なんて……捨てちゃえばいいのよ！　お願い！　一緒に逃げて！　伯父様！」

　メイ王女は、僕の腕うでにすがった。

「マイド先生！　お願い！　なんとかして！　伯父様を助けて！」
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　その、涙なみだでぐしゃぐしゃになったメイ王女の顔を見たとき。

　僕ぼくは自分自身の力のなさに吐はき気けがした。

　僕は何も言えなかった。

「どうして？　どうして何も言ってくれないの？　帝てい国こくは何でもできる！　って言ってくれたじゃない！」

　メイ王女の言葉は、鞭むちのように僕を切り裂さいた。

「メイ、いいかげんにしないか、これはマイド閣下には関係のないことだ！　いいか、わしの言うことを良く聞くんだ。アウトニア百五十年の平和は今日で終わった。これからアウトニアは厭いやが応おうでも戦乱と動乱の中に立たねばならない。温室のような世界で育った我々にとって、たよるべきものは帝国と、そしてそこにいるマイド閣下だけだ。マイド閣下の言うことをよく聞いて、アウトニアを救ってほしい」

　握にぎりしめたメイ王女の手の関節が白かった。

　カッツ将軍は、メイ王女の横にいる僕を見た。

「そういうわけだ、よろしくたのむ、アウトニアを……そして何よりメイを。こういった危急存亡のときにアウトニアに君のような実力者が来てくれたことは、神がアウトニアを見捨てないということなんだろうな」

　僕は驚おどろいた。

　カッツ将軍は、何か大きな勘かん違ちがいをしている！

「ちょっとまって下さい！　僕は全力を尽つくしてアウトニアとメイのために戦います、その覚かく悟ごはできています。でも……僕には実力なんてありません！　ただの貧びん乏ぼう貴族の小こ僧ぞうでしかないんですよ！」

　カッツ将軍は笑った。

「いいや、お前さんはれっきとした実力者だよ。実力とは何だと思う？　それは個人プレイの能力じゃない、実力者や英えい雄ゆうと言うのは、他人の力が一番うまく使える人間のことを言うのだ。お前さんは何よりも他人を大切にしてきた。今、その見返りを求めたからと言ってお前さんを責めるヤツはおらんだろう。一人で背負い込まないことだ」

　そして、そこで言葉を切ると、カッツ将軍は僕を見み据すえた。

「メイを……よろしくたのみます」

　僕は何と言っていいのかわからなかった。

　誰だれでもいい、死にゆく人に言うべき言葉を教えてくれ。

　僕に何か言えるのか……。

　僕に何ができるのか……。

　そう、今、僕に言えることとできることは、最後にあなたに託たくされた願いをかなえると約束することだけだろう。

　そして、その約束を守ることを……僕の命をかけて守ってみせると誓ちかうことだけたんだ。

　カッツ将軍は、まっすぐに僕を見ていた。




　僕ぼくは胸を張った。




　その目を……。

　正面から受け止めるために。




「わかりました」

　僕は敬礼した。

　カッツ将軍は、軽く微ほほ笑えむと答礼を返した。

　そして、回線が切れると同時に一いつ瞬しゆん部屋が揺ゆれた。

　天てん井じようや床ゆか下した、壁かべ、あらゆる場所からゴツゴツと言う音が響ひびいてきた。

　射出が始まったのだ。

　今の音は、この部屋を船の構造材に固定していたジョイントが爆ばく破はされて外れはじめた音に違ちがいない。

　メイが不安そうな顔で聞いた。

「今の音は……」

「この部屋が射出された音だ。今、僕たちは宇宙空間にいる」

　僕はコンソールを操作してメインスクリーンを外部モニターに切り替かえた。

　見覚えのある船が、どんどん遠ざかっていくのが見えた。

　旗き艦かんの『ザイダベック』だった。

　後方の居住区がなくなって構造材だけが肋ろつ骨こつのように突つき出しているさまは、ハイエナに食い散らかされたゾウの死し骸がいのように見えた。

　そしてザイダベックのメインエンジンから青白い反はん応のう炎えんが吹ふき出した。

　最高出力だな。

　その前方で同じように加速を開始した巡じゆん航こう艦かんと小しよう艦かん艇ていの姿があった。

　ダムニンゲンとビーム撹かく乱らん粒りゆう子し搭とう載さい魚ぎよ雷らいを装備した装そう甲こう駆く逐ちく艦かんたちだった。

　装甲駆逐艦は、ザイダベックが、無事に回かい廊ろうにたどりつくことができるようにギリギリまでついていくつもりなのだろう。

　そのとき、モニターのサブスクリーンの右下に出ていた数字。回答期限のカウントダウンの数字がゼロになった。

　メインスクリーンには『ザイダベック』を支援するために残存するアウトニアの、すべての戦せん闘とう艦かんがビーム砲ほうと光子魚雷を放つ光景が映っていた。

　やがて、はるかかなたから、傭よう兵へい隊たいの無数のビームがザイダベックめがけてやってきた。

　そのうちの何発かは船体を直ちよく撃げきしたが、ザイダベックの加速は止まらなかった。

「伯お父じ様……」

　モニターを見ていたメイ王女は、そうつぶやくと目を押おさえた。

　そのとき、サブモニターに誰だれかが映った。

　いつものように白はく髪はつに白い髭ひげ、そしてタキシード姿のヴァルがそこにいた。

　僕ぼくは、ヴァルの表情がおかしいことに気がついた。

「どうした？　ヴァル！　なんか変だぞ」

　ヴァルは目を伏ふせた。

『マイド様、わたくしもお別れをせねばならないようです』

「なんだって？　どういうわけだ！」

『わたくしのメインコンポーネントは、現在このザイダベックにインストールされております。このザイダベックの操そう艦かんのみならず、艦隊行動一切をわたくしがコントロールするためには、他に方法がございませんでした。今までのように惑わく星せい上じようのネットライン内にメインコンポーネントをおき、汎はん用よう端たん末まつ上じようでインターフェイスのみを稼か動どうさせる、といった使い方はできなかったのでございます。そして、通信妨ぼう害がいを行いつつ、このザイダベックをアウトニア回かい廊ろうまで無事に敵のビーム及および光子魚ぎよ雷らいなどを回かい避ひしながら運ぶことが可能なのは、わたくしだけでございます』

　僕は、ヴァルが何を言っているのかわからなかった。

　いや……わかりたくなかったんだ。

「ヴァル！　やめてくれ！　僕をおいて、どこに行こうと言うんだ！　僕はお前の主人だぞ！主人の命令を無視するのか！」

『マイド様。わたくしが、亡なきご両親からあなたの養育を依い託たくされて一九年と八ヶ月が過ぎました。電子人格という立場は決して人間に負けないと自分に言い聞かせ、今日までがんばってまいりました。今、亡きご両親に会えたらわたくしは胸を張ってこう言いたいと思います、あなたの息むす子こさんは、こんなに立派な人間になりました。わたくしを誉ほめていただけますか？と……』

「やめろ！　何を言ってるんだ！　僕にはわからない！」

『マイド様……あなたはもう一人で何かを決定してもよいころです。自分に自信を持って、その足で歩き出すときがきたのです。むかし、わたくしはマイド様に、こう申したことがございましたでしょう、尊敬すべき人間に会いたければ、まず自分が尊敬される人間になりなさい、そうすれば尊敬すべき人間が友達になってくれる……と』

　ヴァルはそこで言葉を切って微ほほ笑えんだ。

『わたくしの言ったとおりになりましたね、マイド様』

「何を言っているんだ！　ヴァル！　僕は一人だ！　ここでお前を失ったら僕はたった一人になってしまう！　ひとりぼっちにしないでくれ！」

『あなたは一人ではありません！　あなたを信じ、あなたに自分の運命を託してもよいと信じる人がいるではないですか！　その信しん頼らいに応こたえるだけの能力があなたにはあるのです！　がんばってくださいなどと言う言葉は残しません。それができることがわかっている人間に、がんばって、などという失礼なことを言うほど、わたくしは馬ば鹿かではございません』

　ヴァルは、僕ぼくの横でスクリーンを見つめていたメイ王女に向き直った。

『メイ王女様、マイド様をよろしくお願いいたします。育ての親のようなわたくしが、こう言うのもなんですが、もし、マイド様の魂たましいに値段がつくとしたら、かなりよい値がつくのではないかと思います。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで思い切りの悪い性格ですからイライラするかと思いますが、長い目で見てやって下さい』

「はい……」

　メイ王女はうなずいた。

　スクリーンにカッツ将軍とヴァルが並んだ。

　二人はたがいに顔を見合わせてから微ほほ笑えんだ。

　そして同時に言った。

『では……行ってくるよ』

「伯お父じ様！」

「ヴァル！」

　僕たちの声が届いたかどうかわからない。でも、届いたんだと思う。

　なぜなら……。

　二人ともすごく満足そうに微笑んだからだ。

　そして、回線は、斧おので断ち切られるように切断された。

　スクリーンが消え、自動的に外部モニターに切り替かわった。

　そこには、宇宙空間が映っていた。

　一呼吸ほどの時間のあと。

　宇宙空間のはるかかなた、アウトニア回かい廊ろうの中で、新星の爆ばく発はつのような光がきらめいて、消えていった。

　メイが泣いていた。

　僕も泣いていた。

　僕はメイの手を握にぎった。

　メイは、僕の手をぎゅっと握りかえしてきた。

　その、暖かさを。

　この、泣いている女の子を。

　僕は守らなきゃならない。

　それが、カッツ将軍と、そしてヴァルとかわした約束だからだ。

　でも……今、僕は無力だった。

　僕は、なすすべもなく宇宙空間を漂ただよっていた。
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